
61-1005

電子取引ルールの課題と考察

重 星
図書

㊧鵬紗

昭 和62年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

産業情報化推進センター



この報告 書は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益 の一 部

で ある機 械工業振興資金 の補助を受 けて,昭 和61年 度

に実施 した 「産業界 の システム化 に係 る法制度問題調査」

の一環 と して とりま とめた ものであ ります 。



〆

.





は じ め に

わ が 国 の産 業 界 に お いて は,企 業 活 動 を よ り効 率 化 し,活 動 領 域 を拡 大 す るた

め,コ ン ピュ ー タ ・通 信 技 術 を活 用 した 企 業 間 ネ ッ トワー クの構 築 が 急 速 に進 展

して い る。

この よ うな ネ ッ ト'9一 ク化 の 進展 は,通 信 回 線 自由 化 後 のVANの 登場 な ど も

あ り,大 企 業 の み な らず 中小 企 業 も含 め た全 産 業 的 な 規 模 へ の 広 が りを み せ て い

る。

これ に伴 い,従 来 の ペ ーパ ・ベ ー スに よ る取 引か ら電 子 化 され た情 報 に よ る取

引が 活 発 化 し,今 後 の 商 取 引 の形 態 を大 き く変 化 させ て しま う こ とが 予 想 され て

い る。

しか し,現 状 で は電 子 取 引 の ル ー ル が未 整 備 の状 況 に あ り,法 的諸 問題 や セキ

ュ リテ ィを含 め た多 くの 問 題 が 指 摘 され,早 急 に電 子 取 引の ル ー ル作 りに取 組 む

必要 が あ る。

従 って,本 調 査 で は こ う した観 点 か ら将 来 の 企業 間 ネ ッ トワ ー クの相 互 運 用基

準 と も言 うべ き電 子 取 引 ル ー ル に つ いて,そ の 考 え 方 を 整 理 す る と と もに,電 子

取 引ル ー ル 上 の 問 題 点 に つ いて調 査 研 究 を行 った もの で あ る。

電 子 取 引 ル ール の整 備 は,今 後 の ネ ッ トワー ク社 会 に お いて 不 可 欠 で あ るが,

各 企業,各 産 業 分 野 毎 の 特 性 や商 習 慣 等 の 違 い もあ り,今 後 は実 務 に密 着 した形

で 一層 の検 討 が必 要 と思 わ れ る。

昭和62年3月

財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会

産業情報化推進 セ ンター





目 次

・第1章 電 子 取 引

1.電 子 取 引 に っ い て

2.電 子 取 引 の 考 え方

第2章

1.

2.

(1)

② デ ー タ の 信 退 性

3.

第3章

1.

2.

(1)

(2)

(3)

(4)

3.

(1)

(2}

(3)

(4)

第4章

1.

(1)

(2}

電子取引におけ るシステム上 の諸 問題

システム上の取 り決 め事項

ネ ッ トワ ー ク ・ シ ス テ ム の セ キ ュ リテ ィ

ネ ッ トワ ー ク ・ シ ス テ ム に 対 す る脅 威

電子取引推 進への課題

オ ン ライ ン取 引 デ ー タ交 換 に 関 す る諸 問 題

製 造 業 の取 引企 業 間 ネ ッ トワ ー クの現 状

取引情報の流れ と問題点 ・留意事項

得意先(商 社)と の デー タ交換

倉 庫 ・運 輸 業 との デ ー タ交 換

フ ァ ー ム バ ン キ ン グ

電子取 引ルール確立へ の課 題

商 社 に お け る企 業 間 ネ ッ トワー クの現 状

情 報 シ ス テ ム化 の 現 状 と特 徴

企 業 間 ネ ッ トワ ー ク の概 要

企業間ネ ッ トワークによ る取 引業務処理の仕組み

電子取 引ルール確立 への諸問題 と考慮事項

金融機関 にお ける電子取 引進展 のイ ンパ ク ト

フ ァー ムバ ンキ ン グの 発 展 方 向 と課 題

フ ァームバ ンキ ン グ の現 状

金 融機 関 と して の今 後 の 対応

1

1

り
白

4

4

'0

5

6

0

3

3

6

6

4

5

6

7

7

1

2

2

9

9

9

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

4



2.

(1)決 済 業 務 へ のVAN業 者 の参 入 動 向

② 資 金 流 の 変 化 と金 融機 関 へ の イ ンパ ク ト

第5章

1.キ ャ リア ・VAN業 者 の提 供 す る サ ー ビス

(1}キ ャ リアの 提供 す るサ ー ビス

(2)VAN業 者 の 提供 す るサ ー ビス

2.キ ャ リア の 提 供 す るサ ー ビスの 責 任 に 関 す る問題

(1}通 信 途 絶 によ る役 務 不 提供

(2)

(3)責 任 制 限 条 項

(4}キ ャ リア の相 互 接 続 の場 合 の責 任

3.

(1)

② デ ー タの伝 送 に 関す るサ ー ビス の不 提 供 等

(3)

4.

1

9
匂

0
0

(4)

(主 と して金 融機 関か らみた視点)

問題 の所在

VAN業 者利用におけ る契約 当事者 の形態

えた損害の責任

任

(5)

(6)VAN業 者 の守 秘 義 務 につ い て の問 題

5.ネ ッ トワー ク の安 全性 に関 す る対 応

入 によ る金 融 機関 へ の イ ンパ ク ト … … …一ー一 45

45

47

49

49

49

49

50

51

…51

52

53

54

55

55

56

59

59

60

62

63

63

65

66

者 の参入動向

関 へ の イ ンパ ク ト

リア ・VAN業 者 に 関 す る諸 問題 … … …

提 供 す る サ ー ビス

ー ビス

サ ー ビス

ビスの 責 任 に 関 す る問題

提供

の変質(不 完全履行型)の 役務不提供

場合の責任

一 ビスの責任 に関す る問題

す るサ ー ビスの 不 提 供 等

サ ー ビス の不 提 供 等

ス その他 の 附随 的 サ ー ビス に関 す る責任 …

アームバ ンキ ングに お け る 問 題

み た視 点)

る契約 当事 者 の 形 態

失 に よ り顧 客(エ ン ド ・ユ ーザ ー)に 与

い し第三 者の故意 ・過失 による事故 の責

容の記録 にっ いての問題

につ い て の問 題

関す る対応



(1}通 信 事 業 者 の と り得 べ き 対応

② ユ ーザ ーの と り得 べ き対 応

第6章 電 子 取 引 に お け る法 的 諸 問 題

1.電 子 取 引 に お け る法 的 観 点

2.電 子取 引 の 法 的性 格

3.電 子 取 引 の完 了時 点 に 関 す る問 題

4.

5.

6.キ ャ リア の責 任 に関 す る問題

7.証 拠 に関 す る問 題

8.無 権 限 取 引 に 関す る問 題

意思表示に暇疵 がある場合の取引の効力 に関す る問題

シス テム ・エ ラー等 の責任 に関す る問題

7

8

0

0

2

3

4

5

6

7

8

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7



、

、

、



.,ノ ー

第1章 電 子 取 引

1.電 子取 引 に っ い て

産 業 界 に お け る情 報 化 の 中 で,企 業 間 ・異業 種 間 に ま たが る情 報 ネ ッ トワ

ー ク化 は
,こ こ数 年急 速 に 進展 してい る。

これ まで,磁 気 記 録 媒 体 の 変換,あ るい は テ レック ス な ど に よ る一 般 通 信

電 文 の交 換 的手 段 で行 わ れ て い た 企業 間 の デ ー タ交換 は,昭 和60年4月 の

デ ー タ通 信 の 自 由化 を 契機 に本 格 的 なCPU-CPU,CPU－ 端 末機 とい う

形 で 全 国的,全 産 業 的 に 展 開 され つつ あ る。

例 え ば,新 しい物 流 シス テ ムの基 盤 作 りと して 情報 化 に力 を入 れ,全 国 を

結 ぶ オ ン ライ ン網 を構 築 した 大手 物 流 企 業 も出現 して い る。

全産 業 が 情報 化 を志 向 し,推 進せ ざ る を得 な い理 由は,正 確 な情 報 を 迅 速

に把 握 し対 応 す る こ とが 企 業 の死 命 を 制 す る よ うに な ったか らで あ る。

しか し,ネ ッ トワー ク 構 築 は技 術 的 に可 能 で あ って も,現 状 で は それ に 関

す る運 用 面,法 制 面,機 密 保 護 の面 な ど基 盤 的 部 分 に つ い て立 遅 れ て い る。

例 え て言 え ば,デ ー タ を 渡 す 橋 は技 術 的 に架す こ とが で き たが,橋 脚 の 補

強,交 通 規 制,墜 落 防 止,安 全対 策 な ど種 々 不備 な状 況 に あ る。

電子 取 引 で は金 融 分野 が 進 ん で お り,エ レク トロニ ック ・マ ネ ー取 引 を 考

え が ちで あ る が,産 業 界 の ネ ッ トワー ク化 の 進展 に伴 い,金 融 機 関 に お け る

電 子 取 引だ けで な く,物 流 ・商 流 ・情 報 流 な ど範 囲 が拡 が りつ つ あ り,今 後

は 取 引全 般 の電 子 化 と して捉 え る必 要 が あ る。

そ の際,各 企 業 間,産 業 間 の シス テ ム化 の テ ンポ は 多様 で あ り,又 各 業 界

の特 性 とい う もの もあ る。

したが って,こ れ らの 違 いや ネ ッ トワ ー ク時 代 個 有 の諸 問 題 を 明 確 に認 識

して 電子 取 引 ル ール へ の 対 応 を急 ぐこ とが必 要 で あ ろ う。

一1一



2.電 子 取 引 の 考 え 方

電子 取 引 を実 施 して い くと,従 来 の商 習 慣 や ル ー ル,規 則 ・法律 で は整 理

で き な い問題 が 発 生 して くる。

例 え ば,企 業 間 に お け る納 入 ・請 求 ・支 払 な どの 伝 票 や 領 収 書 とい った紙

ベ ー スで 行 わ れ て い た資 金 決 済 や 受 発注 な どの 契 約 行 為 が デ ー タ伝 送 で処 理

す る こと に な り,現 在 の 伝 票 の オ リジナ ル ・控 ・写 とい っ た区 分 や 証 拠 と し

て の妥 当 性,契 約 の 成 立 時 点 を ど の よ うに規 定 す るか と い っ た問 題 が起 って

くる。

しか し現 状 で は,電 子 取 引 につ いて そ の定 義 一 範 囲,メ デ ィア,キ ャ リア

内容,完 全 自動 化 か ペ ーパ ー レスか な どに つ い て 明確 な もの が な い ま ま議 論

され て い る。

従 って,関 係 者 の意 識 統 一 と検 討 を促 進 させ るた め に も早 急 にそ の考 え方,

範 囲 な ど を明 確 に し,各 フ ェー ズで の問 題点 と解決 策 を 具 体 化 す る こ とが必

要 で あ る。

本 書 で は電 子 取 引 を 概 ね 次 の よ う に考 え,展 開 して い くこ と とす る。

① 従 来 の取 引で の 書 類(伝 票)の 交付,又 は電 話 で の応 答 に替 え て,そ の

内容 を コ ン ピュー タに 入 力 し,加 工 す るな ど して取 引相 手 の企 業 に通 信 回 線

に よ り伝 送 し,受 信 側 で もコ ン ピュ ー タ又 は端 末 機 に受 入 れ,も って取 引 意

志 の伝 達 を図 る。

② 取 引の 意志 表 示 の 入力 を受 け る こ と によ り コ ン ピュ ー タ内 に蓄積 さ れ て

い るデ ー タ フ ァイル の 内容 を一 定 条件 下 で 他 の フ ァイル に移 行 す る こ とに よ

り取 引 を行 う。

この うち① は,従 来 行 わ れ て い る伝 達 手 段 の ネ ッ トワ ー ク に よ る代 替 え で

あ り,② は電 子 化 さ れ た 情報 に よ る業 務 処 理 行 為 その もの と言 え る。

② の形 態 と して は,金 融 関 係 の資 金 口座 の 振替 が例 に あ げ られ る。

製 造業 の物 品 売 買 に伴 う取 引で は,商 社 ・卸 ・顧 客 等 か らの 注 文 を受 け,

当該 物 品 の 在庫 ・数 量 ・品 名等 の確 認 を行 い,倉 庫 に 出 荷 指 示 し納 品 す る こ
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と にな り,情 報 の 伝 達 は ネ ッ トワー クで で きるが,物 品 の移 動 は で きない 。

この点 が 金融 の資 金 口座 移 動 を コ ン ピ ュー タ の中 で行 え るの と は性 格 を 異

に してお り,こ の た め,物 流 と して は 完 全 自動 化 と はな りえず,必 ず 人 手 を

介 して次 の ステ ップ に 移 って い く。

この よ うに,電 子 取 引 と一 口で言 って も,取 引 の種類 や情 報 の 内容,さ ら

に は業 種,商 習 慣 に よ って,そ の形 態,内 容 は 大 き く異 って くる。

企業 間 ネ ッ トワ ー ク は,従 来 か ら取 引 関係 の あ る 企業 間で 事 務処 理 等 を 合

理 化 す る形 か ら進 め られ て い く。

続 い て,ネ ッ トワー ク化 は,商 流/物 流/資 金 流/情 報 流 とい った 四 つ の

流 れ を 有 機 的 に統 合 し,効 果 的 な マ ー ケテ ィ ング戦 略 の展 開 へ と広 が って い

くこ とに な る。

現 実 には,各 産 業 分 野 あ るい は各 業 界 毎 に商 慣 行 の特 性が あ り,こ れ らを

背 景 と した 取 引条 件 の整 備 が,電 子 取 引 ル ー ル の確 立 と密接 なつ な が りが あ

る。

各 企業 レベル にお け る企 業 内 オ ン ライ ン化か ら,企 業 間 ネ ッ トワ ー ク化へ

の試 行 錯 誤 を 重 ね た 実務 的 整 備 ス テ ップ の 中 に,ル ー ル化 へ の解 決 策 や考 慮

点 が残 さ れ て い る と考 え られ る。

ノ⌒
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第2章 電子取 引 にお ける システム上の諸問題

電子 取 引 を 行 う場 合,基 本 的 に は ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム を構 築 す る こ とが

必要 に な る。

つ ま り,自 社保 有 の コ ン ピュー タ も し くは端 末 装 置 を相 手 企 業 コ ンピ ュー タ

も し くは 端 末 装 置 と接 続 す る こ とで あ る。

当然,そ の 間 に は キ ャ リア と して第1種 通 信 事 業 者 やVANが 介 在す る こ と

にな るが,本 章 で は 問 題 を ク リア にす るた め,こ れ らを と りあえ ず 除外 し,単

に ネ ッ トワーク ・システム とい う視 点 か ら,電 子 取 引 を行 う に必 要 な取 り決 め と

と もに,電 子 取 引 推 進 に必 須 な信 頼 性 確保 の問 題 を取 り上げて述べ ることとす る。

1.シ ス テ ム上 の 取 り決 め事 項

ネ ッ トワー ク ・シス テ ム を構 築 す るに は,相 手 企業 と次 の よ うな基 本 的取

り決 め が必 要 とな る 。

① 使 用 す る回 線 の種 類,回 線 速 度 な どの 回 線 環境

② 伝 送 プ ロ トコル,モ ー ド,通 信 方 式 な どの通 信 ソ フ ト環境

③ 運 用 時間,回 線 障害 対 策,ス ケ ジュ ール 管 理 な どの 運 用 環境

④ フ ァイ ル フ ォー マ ッ ト,コ ー ドな どの アプ リケ ー シ ョン環境

こ れ らの基 本 的取 り決 め を も とに テ ス トを経 て,ネ ッ トワ ーク ・シス テ ム

は構 築 され る。

ネ ッ トワ ー ク構 築 の この段 階 で の最 大 の 問 題 点 と して,プ ロ トコル の 問題

が あ げ られ る。 企業 間 ネ ッ トワー ク を構 築 す る た め に は,異 な る メ ー カー の

コ ン ピュ ー タ間 で 接 続 が可 能 で な け れ ば な らな い。 しか し,現 状 で は 各 メ ー

カ ー に よ り通信 プ ロ トコル が異 な るた め,物 理 層 な ど下 位 層 は と もか くデ ー

タ リン層 以 上 に お い て は相 互接 続 可能 な 標準 とは な って い な い 。 ア プ リケ ー

シ ョン レベル まで を 包 括 した汎 用 プ ロ トコル と言 わ れ る もの に は,金 融 業 界

で 設 定 した 全銀 協 手 順,流 通業 界 のJ手 順 と運 輸業 界 のSITA手 順 な どが
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あ るが,全 業 種 間 で 共 通 な ネ ッ トワ ー クの た め の汎 用 的標 準 手 順 と言 うべ き

もの は存 在 して い な い。 そ の た め,現 状 で は,企 業 間で 個 々 に協 議 し,標 準

的 で 実績 の あ る上 記 プ ロ トコル を業 務 に合 わ せ 一 部 変更 す る な ど して 利 用 し

て い る こ とが 多 い 。

今後 ます ます 増 大 す るで あ ろ う企 業 間 デ ー タ交 換 によ り,そ の 情 報 量 と共

に 回線 接 続 時 間 も増 加す る。 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク は通 常,DDX,公 衆 回 線

な どが 利 用 され,接 続 時 間 の 増加 に比 例 して料 金 も増大す る こと に な る。 こ

の 対処 策 と して,デ ー タの 圧縮 機 能 に よ る伝 送 の効 率化 が考 え られ て い るが,

この機 能 が 組 み 込 まれ て い る標準 プ ロ トコ ル は 全銀 協 プ ロ トコル だ けで あ り,

他 の プ ロ トコル で は 標準 と して組 み 込 まれ て い な い。 この よ うに プ ロ トコル

の高 位 化 に 対 す る ニ ーズ も強 い。

さ らに コ ー ド(企 業 コ ー ド,商 品 コ ー ド,取 引 コ ー ドな ど)や 伝 送 フ ォ ー

マ ッ トな ど に つ い て も一 部 業界 で は標 準 化 が 進 め られて い るが ,未 整 備ら 状

態 に あ り,早 急 な対 応 が 望 まれ て い る。

ま た,異 な る メ ーカ ーの コ ン ピュ ー タ間 の デ ー タ交 換 の問 題 と して,漢 字

コー ドの問 題 が あ る。 漢字 コー ドは ,JISコ ー ドが制 定 さ れ て い るが,各

メー カ ー に よ って 不 統一 と な ってお り,現 状 で は 漢字 デー タの 交 換 は皆 無 に

近 い。 ま た個 々の 協 議 に よ り統一 した コ ー ドで 実 施 したと して もユーザ ー定 義

文 字 等 の 各 社 固有 の 文字 に っ い て は,不 可 能 と な る恐 れ があ る。

漢 字 コ ー ドは,大 きな 問題 で あ るが,当 面 は 経 済 的 ・効 率 的 に広 くネ ッ ト

ワ ー ク化 を推 進 して い くた め に,① 企 業 コ ー ドや 商 品 コー ドな どの コ ー ドの

標 準 化,② プ ロ トコル(通 信 プ ロ トコル,ビ ジネ ス プ ロ トコル)の 標 準 化 が

一 つ の 鍵 と考 え られ て い る
。

2.ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム の セ キ ュ リ テ ィ

(1}ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム に 対 す る 脅 威

ネ ッ トワ ー ク 化 へ の 依 存 が 高 く な り,コ ン ピ ュ ー タが 重 要 な デ ー タ を 取
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り扱 うよ うに な るに つ れ,そ の デー タ の安 全 性 の 確 保 が 重 要 と な っ て くる。

さ らに,ネ ッ トワー ク が大 き くな るに した が って事 故 や不 都 合 に よ って 影

響 を受 け る範 囲 が広 が って く る。 ネ ッ トワ ー クの信 頼 性 を 上 げ る た め に は,

伝 送 デ ー タや シス テ ム全体 に対 し,チ ェ ック体 制,リ カバ リ体 制 や トラブ

ル防 止 とい っ たセ キ ュ リテ ィ対 策 を 考 え て いか ね ば な らな い

ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ムに 対 す る脅 威 と して次 の よ うな もの が あ げ られ

る。

① 自然 災 害 ・環 境 障害

身 近 な 例 と して,昭 和59年 の 世 田 谷 区 の ケ ー ブル 火災 が あ る。こ

の事 故 に よ りデ ー タ通 信 網 の意 外 な脆 弱 性 が 示 され た よ うに,地 震 ・風

水 害 ・火 災 ・落 雷 な ど の 自然 災害 を考 慮 しな けれ ば な らない 。

② 設備 な ど の故 障

ネ ッ トワー ク化 され る ま で は極 端 に言 え ば,コ ン ピ ュー タ室 だ け を防

護 す れ ば よか った の に対 し,ネ ッ トワ ー ク化 以 降 は,そ れ にっ な が る全

て の コ ン ピュ ー タ付 帯 設 備,通 信 回 線 と い った ものが 対 象 と な って く る。

③ 人 為 的 災害 の犯 罪

従 来 は専 門 オ ペ レー タ,パ ンチ ャー と い った 限 られ た 人達 だ けが コ ン

ピ ュー タ に対 し直接 ア ク セ スす る こ とが 許 され て い た 。 しか し,ネ ッ ト

ワー ク化 の よ うに シス テ ム が拡 大 して くる と関 係 す る人 間 も増 加 し,人

的災 害,犯 罪 な どが 増 え る こ とが 懸念 さ れ る。

これ らの脅 威 に対 して は,通 産 省制 定 の 「電 子 計 算 機 シス テ ム安 全対 策

基 準 」 な ど を参 考 に し,ネ ッ トワ ー ク に接続 され たす べ て の シス テ ム にお

い て総 合 的 に対 策 を講 ず る必 要 が あ る。

(2)デ ー タの信 懲 性

電 子 取 引 を推 進 す る 上で大切 な ことは,一 方 か ら送 り出 した デ ー タが,正

しい相 手 に正 し く伝 わ る こ とで あ る。上 記 で 述 べ た シ ス テ ム に対 す る脅 威

や トラ ブル に対 し,万 全 と思 わ れ る対 策 が と られた と して も,全 く予 想 の
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つ か な い よ うな トラブ ル や犯 罪 が 発 生 し,正 し くデ ータが 送 られ な い こ と

もあ り得 る。

こ こで 述 べ る デ ー タ の信 葱性 の 問題 と は,接 続 を必 要 とす る両 者 が,何

らか の方 法 で接 続 で きた と して,そ の 後 で 解 決 を必要 とす る命 題 で あ る。

これ は,デ ー タが 「伝 わ る か ど うか,正 し く伝 わ るか ど うか 」 と言 った,

い わば,デ ー タ に対 す る信 頼 性 を入 口 か ら出 口ま で,ど の よ うに確 保 す る

か と い った問 題 で あ る。
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ネ ッ トワ ー ク領 域
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図2-1デ ー タの 流 れ の モ デル

図の デ ー タの 流 れ の モ デ ル の各 領 域 にお い て,デ ー タの 信 悪 性 が損 な わ

れ る主 要 ケ ース を 取 り上 げ て,現 状 の 対 応 方 法 を 考察 してみ る。

① 入 力(送 信)領 域 に お け る もの

イ.入 力 ミス

最 も発 生 し易 い もの で あ るが,あ る程 度 ソ フ トウ ェアや 運 用 上 で 解 決

で きる もの が 多 い。

・ソ フ トウ ェア で チ ェ ックで き る もの は ,ソ フ トウ ェアで チ ェ ックす る。

例:チ ェ ック デ ィ ジ ッ トの附 加,ロ ジ カル チ ェ ック,マ ス タ ーチ ェ ッ

ク等。

・エ ラー の生 じ易 い 手 動 部 分 の 削 減 によ る 自動 化 の推 進 。

例:マ グネ テ ィ ッ ク カ ー ド ・ICカ ー ドの採 用,ル ー テ ィ ン ワー ク ・

応 答 の 自動 化。
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ロ.シ ステ ム悪 用

・ア クセ ス コ ン トロ ール(本 人 確 認)

パ ス ワ ー ドの チ ェ ック等 が 行 わ れ て い るが,そ れ 等 に よ って運 用上 の

使 い 易 さの 阻 害,ソ フ トウ ェア 費 用 の増 大,コ ン ピ ュー タ 使用 効 率 の 低

下 等 の 問 題 が,新 し く生 じて お り,こ れ らの解 決 が必 要 と されて い る。

・運 用 管 理体 制 の 充実

人 的 管 理体 制 の強 化 のみ な らず,自 動 検 証 技 術 の 開発 が 強 く望 まれ て

い る。

② ネ ッ トワ ー ク領 域 に お け る もの

イ.デ ー タの 消 滅 と内容 の変 化 .

・基 本 的 に は ,回 線 お よ び ソ フ トウ ェ アを含 む 機 器 設 備 の 信頼 性 を 向上

させ る ことで あ る が,ど こまで い って も100%の 信 頼 性 を獲 得 す る こ と

は望 む べ く もな い こ とで あ る。 従 って,周 辺 の チ ェ ック機 能 を充 実 させ

る こ とが望 ま れ る。 一般 に ネ ッ トワー ク に対 す る入 出力 電 文通 数 の記 録

お よ び チ ェ ッ ク,電 文 内容 の 記録 とチ ェ ック 等,ソ フ トウ ェア によ るチ

ェ ッ クが有 効 と され て い るが,こ れ らを実 施 す る こ とに よ って,コ ン ピ

ュー タ処 理効 率 の 低 下,記 録 用 設備 の増 大 等 の 問題 が 生 じる。 この種 の

問 題 は,コ ス トの 増 大 に直 接 結 び 付 くた め,問 題 解 決 にあ た って は,技

術 領 域 にお い て,よ り一 層 の進 展 が 望 ま れ る。

ロ.シ ス テ ム悪 用 に 関す る もの

・ネ ッ トワ ー ク 内 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム に対 す る 「悪 意 を持 った第

三 者 」 の 不 正 介入 に よ る ソ フ トウ ェ アお よ び デ ー タ の 改 ざん,盗 難,コ

ピー と言 っ た問 題 に は,シ ステ ム の管 理 体 制 を充 実 させ 対 応す る こ とが

重 要 で あ る。 しか しなが ら,過 去 の経 験 か ら して,こ れ だ け で充 分 対 応

出来 ると は考 え られ な いた め,ア ク セ ス ・コ ン トロ ール を 従 来 の様 な比

較 的単 純 な メ カニ ズ ム か らよ り高度 な メ カ ニ ズ ム(本 人 確 認 技 術 ・使 用

す るネ ッ トワ ー ク要 素(プ ログ ラ ム ・デ ー タ ベ ー ス ・メ モ リ)に お け る
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認 証 技 術)の 開発 が 望 ま れ て い る。

③ 出 力(受 信)領 域 に お け る もの

イ.デ ー タ の削 除

・出 力 通 番 管 理等 に よ る欠 送 ,削 除 の チ ェ ッ ク等 この領 域 は,比 較 的 ソ

フ トウ ェ ア技 術 に 頼 る とこ ろが 多 い と考 え られ る。

④ シス テ ム全 体 に 係 る課 題

イ.デ ー タの漏 洩 に 関す る もの

・開 放 型VANと い う様 な ,開 か れ た 情報 通 信 網 の 利 用 が進 展 して お り,

極 端 に 言 え ば,誰 で もが ネ ッ トワ ー クに参 加 出来 る状況 が作 られ つ つ あ

る現在,機 密 防止 の た め,網 中 で の デー タの漏 洩 防止 技 術 の開 発 が 望 ま

れ ている。すで に幾 つ かの暗 号 化 技 術(慣 用暗 号 系,公 開 暗号 系 等)が 提

案 さ れ て い るが,一 長 一 短 が あ り効 率 性 と容 易 性 の 両 面 か らの要 求 を 満

足 さ せ るに は至 っ て い な い。

さ らに,今 後 予 想 さ れ る情 報 ネ ッ トワー ク は,従 来 の様 に単 純 な もの

で は な く,複 数 の 網 が 連 結 し,加 え て情 報 処 理機 能 を課 す 網 す ら出現 し

て き て い る環 境 の 中 で,情 報 の入 力端 か ら出 力 端 まで を一 つ の ア ー キ テ

クチ ャー で カバ ーす る様 な暗 号 化 技 術 の 開 発 が期 待 され て い る。

ロ.デ ー タ の改 ざん に 関 す る もの

・基 本 的 に は ,第 三 者 が デ ー タの 内 容 を 変 更 しよ うと して も,そ の方 法

が わか らず,仮 に変 更 された とした ら,そ の変 更 が検 出 で き る こ とが 必 須

条 件 で あ る。 当 然 の こ と なが ら,通 信 の証拠 の記 録,本 人確 認 を 含 む ア

ク セ ス ・コ ン トロ ール の 技 術 と あい ま って,よ り一 層 の技 術 の進 展 が 望

まれ る領 域 で あ る。

ハ.通 信 の 記録

・ネ ッ トワ ー クを通 して ,通 信 に よ る取 引 が行 われ た事 実 を 確認 す る た

めの 証 拠 と して の記 録 が必 要 とな って くる。

「デ ー タを送 信 した」,「 受 信 して い な い」 に始 ま り,「 デ ー タの 内
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容 が異 な る」 と い った た ぐい の 紛争 が,特 に リア ル タ イ ム処 理 に お いて,

発 生 す る こ とが 多 く,こ の よ うな 事 態 に備 え る必 要 が あ るが,

口 送 受 信 者 の 特 定

口 送 受 信 の事 実 の認 定

口 送 受 信 の 時刻 ・内 容 の確認

等,ネ ッ トワー ク 内で 記録 を 取 り,そ れ 等 を追 跡 す るた め の機 能 開発 が

課 題 とな る。

近 い将 来 予 想 さ れ る,一 般 消 費者 が 電 子 取 引 に大 量 に参 加 して くる状

況 に お い て,紛 争 を 生 じた場 合 の 「挙 証 責 任 」 の問 題 を考 え る と,重 要

な 課題 と言 え る。

二.不 当/不 法 ア クセ ス に関 して

・VANの 様 なパ ブ リ ック ・シ ステ ムに お い て は,最 も重 要 視 され るべ

き命 題 の 一 つ で あ る。 従 来,ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ムに お け るア ク セ ス

・コ ン トロ ー ル は,主 と して 不 正 使 用 防 止 の観 点 か ら,シ ス テム の入 口

に お け る コ ン トロー ル に力 点 を置 いて い た。 特 に 日本 に お いて は,通 信

回 線 の使 用 に対 し極 め て厳 しい 制 限 が 課せ られ て い た こ と もあ って,米

国 に お け る ご と く,第 三者 が故 意/悪 意 を も って 公衆 通 信 回線 を通 じて

シス テ ム に侵 入 す る可 能 性 が少 な く,こ の 面 にお け る対 応 策 が ネ ッ トワ

ー ク先 進 国 で あ る米 国 に比 べ ,立 ち遅 れ て い る こ とは,否 めな い事 実 で

あ ろ う。 した が って,ア ク セ ス ・コ ン トロ ール も単 に 入 口 に お け る もの

のみで はな く,シ ステム資 源(プ ロ グ ラム,フ ァイ ル等)や,シ ス テ ム の提

供 す る機 能 等 に対 す る アク セ ス も,そ れ らが 定 め られ た範 囲 で 正 し く用

い られ るか ど うか の チ ェ ックが な さ れな けれ ば な らな い。

3.電 子 取 引 推 進 へ の課 題

セ キ ュ リテ ィの 確 保 や デ ー タ の信 葱 性 を高 め る場 合,最 も問 題 と な るの が,

一 方 で 高 い レベル の セ キ ュ リテ ィを確 保 した と して も,相 手 の シス テ ム ・レ
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ベ ルが 低 い場 合 ,そ れ に合 わせ た ネ ッ トワー ク ・シ ステ ム を運 用 せ ざ るを 得

な い こ とで あ る。

従 って,電 子 取 引を 行 う際 は全体 を一 定 の水 準 に まで 引 き上 げ る こ とが 必

要 であ り,シ ステ ム監 査 等 の 動 きを含 め,電 子 取 引 と い う新 しい 視 点 か らガ イ

ドラ イ ン的 な もの の整 備 が 必 要 とな ろ う。

電 子 取 引 を推 進 す るた め に基 本 的 に必 要 な こ と は,こ れ まで 述 べ た よ うに

一 方 か ら送 り出 した デ ー タが ,正 しい 相 手 に正 し く伝 わ る ことで あ る。 シ ス

テム に対 す る脅 威 や トラブル に対 し,万 全 と思 わ れ る対 策 が と られ た と して

も,デ ー タ の遅 延 ・消 滅,ミ ニ デー タ の 送 信,デ ー タの2重 送 信,故 意 に よ

る デー タの 不 正 な改 ざん ・挿 入 ・情報 の 漏 洩,送 信 デ ー タ と受 信 デ ー タの 不 一

致 な ど,全 く予 想 の つ か な い よ う な トラ ブル や犯 罪 が発 生 し,正 し くデ ー タ

が送 られ な い こ と もあ り得 る。

また,伝 送 の確 認 が とれ なか った り,伝 送 を 行 った に も関 らず,取 引 相 手

が 確 認 しな い,ま た はで きな い といった事 が発 生 す る こと もあ るで あ ろ う。 こ

れ らを技 術 的 に100%対 処 す る こと は 不 可能 に近 い。 こ う した場 合 に,自

らの ロ グ情 報 な どを 正式 な もの と して主 張 し,相 手 に納 得 させ る こ とは大 変

困 難 で あ ろ う しtP逆 の立 場 で あ っ て も 同様 で あ ろ う。

電 子 取 引 を実 施 す る にあた っては,こ れ らの トラ ブル に対 応 した取 り決 め を

考 えなければな らない。 こ の取 り決 め の 内 に は,法 律 によ り裁 か ね ば な らな い

事 項 も含 ま れ て くるで あ ろ うが,現 状 で は その 具 体 例 は無 い に等 しい 。

また,電 子 取 引 を実 施 す る には,ネ ッ トワ ー ク化 の た め の取 り決 め や,信

頼 性 向 上 の対 策 以 外 に取 引 と して の 取 り決 めが 必 要 と な る。

今 後,企 業 活 動 の 合 理 化,効 率 化 の た め,ま た 顧 客 サ ー ビス,顧 客 管 理 の

充 実 をは か るため 企 業 間 ネ ッ トワ ー クを 通 じ,電 子 取 引 は増 大 して い く こ と

は確 実 で あ る。 現 在 は 同 業 種 間,系 列 企 業 グル ープ 間 で の電 子 取 引 が 中心 で

あ るた め,プ ロ トコル 等 の 技 術 問 題 や,企 業 間 取 引 と しての 取 り決 め 問 題 は

余 り表 だ って はい な い が,異 業 種,異 系 列 間へ 拡大 した とき に問 題 が 生 じる
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可 能 性 が予 想 され る。

対 策 と して 第 三 者 に よ る企業 間 ネ ッ トワ ー クづ く りや 第三 者 に よ る伝 送 取

引 デ ー タ の ログ管 理,ア ウ トプ ッ トの 確 保 とい った ネ ッ トワー ク管 理 体制 の

確 立 が考 え られ て い る。 これ は ネ ッ トワ ー ク上 で の 取 引 を第 三 者 が全 て ロ ギ

ン グ し,障 害 や トラブ ルが 発生 した 場 合 の い わ ば 証拠 と して 利 用 しよ うとす

る もの で あ り一 つ の解 決 策 で あ る。

い つ れ に して も,従 来 の商 習慣 とは 異 な った世 界 での取 引 で あ り,現 状 と

異 な る トラ ブル に対 す る取 り決 め は必 要 とな るで あ ろ う。
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第3章 オ ンライ ン取 引 デ ータ交 換 に関す る諸 問 題

"電 子 取 引"と い う言 葉 は
,情 報 化 が企 業 内 に限 定 され て い た時 代 に は なか

った言 葉 で あ ろ う。

通 信 の 自 由化 に 伴 い,企 業 内 の情 報 化 の 進展 は企 業 間 との 情 報 の 交 換 を 行 う

こ とによ り,相 互 の メ リ ッ トを増 幅 し得 る もの と して急 速 な拡 大 が な され つ つ

あ る。

ま た,情 報 の キ ャ リア を受 け持 つVAN業 者 の 出現 に して も,ネ ッ トワー ク

を容 易 か っ経 済 的 に実 用 で き る もの と して そ の利 用度 合 も逐 次 拡 大 しつ つ あ る。

この 傾 向 は,従 来 の 閉 ざ さ れ た一 法人 範 囲 内の 情 報 化 か ら一 更 に 開 か れ た 取

引企 業 間 との ネ ッ トワ ー ク に よ る情 報 の 交換 に よ り,企 業 内 で は 達成 で き な い

種 々の 合 理 化 が 可 能 と な り,又 取 引 デ ー タの蓄 積 加 工 によ り販 売 等 の戦 略へ の

展 開,資 金状 況 の一 元 管 理 ・早 期 化 に よ るメ リッ ト,企 業 相 互 の 事 務処 理 の効

率 化 な どが 図 られ る こ と に な る。

しか し反 面,企 業 内 と異 な り自社 コ ン トロ ール外 の 範 囲 で も あ り,ビ ジネ ス

プ ロ トコル,通 信 プ ロ トコ ル それ ぞ れ の 自社 固 有 の 情 報 処 理 シス テ ム等 の 相 互

調整 が必 須 で あ り,こ れ ら整 合 を図 り ネ ッ トワ ーク を接 続 す る に はか な りの 労

力 ・時 間 ・経 費 が か か るの が 現 状 で あ る。各 プ ロ トコルの 標 準 化 も し くは推 奨

モ デル の ま とめ が 叫 ば れ て い る こと は第2章 で述 べ た通 りで あ る。

こ こで は製 造 業(化 学 工業)と 商社 の 企 業 間 取 引 デ ー タ交 換 の実 施 例 を提 示

し,主 と して取 引行 為 に 係 る問 題 を 中心 に考 察 を加 え て み た い と思 う。

1.製 造業 の取 引企業 間 ネ ッ トワークの現状

製造業 の関係す る取引企業 は大別す ると次のよ うにな る。

得意先企業(商 社 ・需要家などの注文者)

倉庫業,運 輸業(倉 庫業 が運輸部門 を有 してい る ものが多い)

金融機 関(銀 行 な ど)
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これ らの取 引企業間 ネ ッ トワークと取 引デー タの流 れ は概 ね図3-1の よ

うにな り,化 学工業 に限定 しな くとも製造業であれば ほぼ基本的 に同 じパ タ

ー ンになると考 える。

これを もとに情報の流れ とそれに伴 う処理内容 にっいてみ ると次のよ うに

な る。

① 商社 よ り発 注(商 社側 発注 フ ァイル)

② 製造業で の受注(製 造業側 受注 フ ァイル)

一 営業 部門で の確 認 と出荷手配一

③ 納入先へ の出荷 ・配送の ため製造業よ り倉庫輸送業へ の出荷 ・配送指図。

(出 荷指図 フ ァイル)

前述のよ うに商社へ の受注確認通知を同時に行 う。

④ 商社 では製造業か らの受注確認通知 と商社側発注 フ ァイル との突 き合わ

せ によ り確認 。

⑤ 倉庫運輸業で は 出荷 配送指図 を受け,倉 庫内出荷配送手配書(こ れは納

入先への納品書 も兼ね る)を 出力す る。(出 荷配送手配 フ ァイル)

⑥ 納入先に納 品後(納 品書確認印受領)倉 庫 では納品 内容 と運賃情 報を確

認入力す ることによ り出荷配送手配 フ ァイル との照 合確認 を行い,荷 主へ

出荷報告 と して送信す る。

⑦ 製造業で は倉庫 運輸業 よ り送信 された出荷報告の データ と出荷指図 フ ァ

イル との突 き合わせ によ り確認 を行 い,売 上が確定 され ることにな る。

同時に商社 に対 して この売上 データを送信 す るこ とによ り商社 では発 注

ファイル との突 き合 わせ によ り買掛金 の確 定が行われ る。

これ によ り納 品書 の発行 とな り,製 造業よ りの請 求明細 とな り得 る。

なお,コ ンピュー タ ・フ ァイル内で の確認の機会 は次の よ うになる。

商 社 側 発 注 データと製造業 の倉庫運輸業への 出荷指 図データと

の突 き合 わせ。ω

製造業の売上確定 データとの 突 き合 わせ 。②
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製 造 業 側 倉 庫 運 輸業 に対 す る 出荷 配 送 指図 デ ー タ と,倉 庫 運 輸 業

(3)か ら
の 出荷 配 送 報告 デ ー タ と の突 き 合 わせ 。

倉 庫 業 側 出荷 配 送 手 配 デー タ を納 入 先 の納 品 確 認 印 受 領後 の納 品

書 により入力 し突 き合わせ(4}の上 出荷 報 告 と して荷主 に送信 。

1件 の 個 別 取 引 に つ い て上 記 の例 で は4段 階 の フ ァイル 照 合 を 経 て行 わ

れ て い る こ とに な る。

で は,こ の よ うな ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム に よ る取 引,っ ま り電 子取 引

に お け る問題 ・留 意 事 項 に つ いて 次 第 で 考 察 して み る こ と とす る。

2.取 引情報 の流 れ と問題点 ・留意事項

(1}得 意 先(商 社)と の データ交換

① 契約 ・覚 書等

イ.契 約

継続的 に製品 の売買を行 うに先立 ち一般 的には当事者間で"売 買基本

契約"を 締結す る。

例 えば従来 の基本契約で は,「 個別 契約 は,原 則 として,乙 が 甲に品

名,規 格,数 量,引 渡条件,支 払条件,そ の他の必 要事項 を記載 した注

文書 を交付 し,甲 が これを承諾 し注文請 書 を交付 した時に成 立す る。」

(個 別契約 の成立)

(注)甲 は製造業

乙は得意先

このよ うな表現で取引が決め られてい るが,電 子取 引の形態を考慮 し

てい ないため,種 々不都合 を生 じて くるので次 のよ うな文章を追加す る

など してお く必要が ある。

「前項の定 めにかかわ らず,個 別契約は,通 信回線によ る通知,磁 気

記録媒 体等 の交 付,そ の他 甲乙別途協議 して定め る方法 によ り行 うこと

がで きるもの と し,こ の場合 には,そ の方 法に応 じ,甲 が承諾の意志 表
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示 を行 った と きに,個 別 契約 は成 立 す る。 」

この よ う にネ ッ トワ ー クあ る い は 磁 気 媒 体 に よ る情 報 の交 付 も行 え る

こ とに し,ビ ジネ ス プ ロ トコル,運 営方 法 等 細 部 は別 途 協議 の上 覚 書 ま

たは実 施 要 領 な ど締 結 す る こ と に な る。

ロ.覚 書 等(デ ー タ交 換 用)

例 と して デ ー タ交 換 に 関 す る覚 書 を 次 に示 した。

な お 別 途協 議 事 項 に っ い て は デ ー タ交換 実 施 要 領 と して両 者 合意 の上

取 り決 め る こ とに な る。

データ交換実施要領(例)

昭和 年 月 日

更 新 レベル 更 新 日 時

新 設 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

A(製 造 業)株 式 会 社(以 下 甲 と い う。)とB(商 社)株 式 会 社(以 下

乙 とい う。)と は デ ー タ交換 に 関 す る覚 書 に基 づ き,実 施 要領 を次 の とお

り取 り決 め る。

1.対 象 範 囲

デ ー タ交 換す るデータの種 類 お よびデ ータ所 管事 業 所,部 門等 の範 囲 に

つ い て は添付 資料 ・1に 表示 す る と お り とす る。

2.交 換手 段

デ ー タ交 換 は オ ン ラ イ ン と し,交 換 手 段 は 全銀 協 手順(ZGN)を 採

用す る。 具 体 的 条件 は,全 銀 協 手 順 接 続 条件 確 認 表 に従 う もの とす る。

3.交 換 時 間

デ ー タ交 換 は 日次 単 位 と し,交 換 日 は両 者 の営 業 日を原 則 と し,そ の
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ス ケ ジ ュー ル は1ケ 月単 位 に 両 者 協 議 の 上 決 定 し,添 付 資料 の ス ケ ジュ

ー ル表 を交 換 して実 施 す る
。

又,交 換 時 間 帯 は デ ー タの 種 類 別 に添 付 資 料 に表 示 す る とお り とす る。

4.交 換 デ ー タ の保 存

デ ー タ交 換 す る デ ー タは 送 信 側 で 第 営 業 日後 迄 保 存 し,ト ラ ブル 時

の再 送 に備 え る こ と とす る。

5.障 害 時 の対 応

1)障 害 時 の連 絡 先

デ ー タ伝 送 上,お よび デ ータ処 理 上 の トラ ブルの 時 は コ ン ピュ ー タ部

門 と し,デ ー タ 内容 上 の トラ ブル の時 は各 デ ー タ 所管 部 門 を連 絡 先 と

す る。 各 連 絡 先 とTEL・NO.は 添付 資 料 に示 す とお りとす る。

2)障 害 発 生 時 の取 扱 い

デ ー タ送 信 上 お よ び デ ー タ処 理 上 の トラ ブル に よ って デ ー タ交 換 が

で き なか った時 は,原 則 と して 翌 営 業 日に ま とめ て交 換 す る 。 た だ し,

縞 目等 で翌 営 業 日の交 換 で は対 応 で きな い場 合 は そ の つ ど協 議 す る も

の とす る。

6.連 絡 事 項

デー タ交 換 シス テ ム に関連 す る 次 の事 項 が 発生 した 時 は,シ ス テ ム上

の 対 応 が とれ るよ う速 や か に書 面 にて 連 絡 を と る もの とす る 。

1)組 織変 更

2)品 名 関 係 の追 加 ・変 更

3)コ ー ド等 の変 更

4)シ ステ ムの 変 更

5)デ ー タの 取 扱 い 上 の 変 更

6)そ の 他 デ ー タ交 換 シ ス テ ム に 関連 す る と思 われ る変 更

7.交 換 デ ー タ の取 扱 い

デ ー タ交 換 さ れた 各 デ ー タ は次 の よ うに取 扱 う もの とす る 。但 し,テ
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ス ト期 間 中 は 文 書 に よ る納 品書,請 求 明細 書 も送 付 す る こ と とす る。

1)乙 は 甲 か らの売 上明 細 デー タ を基 に納 品 書 またはこれ に代 替 す るもの

を作 成 す る。 甲 は乙へ の売 上 明 細 デ ー タの 送 信 を もって納 品 書 の送 付

の 代 替 とす る。

2)乙 は 甲 か らの請 求 明細 デ ー タ を基 に請 求 明 細 書 を作 成 す る。 甲 は 乙

へ の請 求 明 細 デ ー タの 送付 を もって 請 求 明 細 書 の 代 替 とす る。

3)甲 は 乙へ 請 求 デ ー タを送 信 す るが,別 途 請 求 書 を送付 す る。

8.デ ー タ交 換 関連 業 務 処 理 フ ロー

デ ー タ交 換 対象 デー タの処 理 に関 連 した 甲,乙 そ れぞ れ の業 務 処 理 の

流 れ は添 付 資料 に示 す 通 り と し,業 務 処 理 の 流 れ が 変 わ った時 に は,速

や か に この 資 料 の 訂 正 を行 い相 手 先 に送 付 す る もの とす る。

9.交 換 デ ー タ設 計 資 料

各 交 換 デ ー タの フ ァイ ル レイ ア ウ トお よ び項 目名等 は添 付 資 料 に示 す

とお りとす る。

デ ータ交換 に関す る覚書(例)

A(製 造 業)株 式 会 社(以 下 甲 とい う。)とB(商 社)株 式 会 社(以 下

乙 とい う。)と は,両 者 間 の 商 取 引 に関 す る情 報 の授 受 のた め の 企業 間 デ

ー タ交 換 に関 して
,次 の と お り覚 書 を締 結 す る。

(目 的)

第1条 甲お よび乙 は,相 互の業務の 円滑 な運営お よび効率化を図 るため

両 者間の データ交換を密接 な連絡 の もとに実施するものとする。

(対 象)

第2条 甲および乙は,両 者間の取 引上発生す る各種 のデータの内 データ

交換の対象 とす る ものを,別 途協議の上決定す る。

(実 施要領)
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第3条 デ ー タ交 換 に 関 す る各 種 の 規 則 お よ び 実施 方 法(デ ー タ フ ォー マ

ッ ト,使 用 コ ー ド,シ ス テ ム条 件,各 種伝 票 の取 り扱 い,運 用時 間

帯 など)に っ い て は,甲 ・乙 協 議 の 上 決 定 す る。

(設 備)

第4条 デ ー タ交 換 に 必 要 な設 備 は,甲 ・乙 双 方 が そ れ ぞ れ設 置 す る もの

と し,通 信 設 備 な ど の仕 様 は,甲 ・乙 協 議 の 上決 定す る。

2.デ ー タ交 換 に必 要 な通 信 設 備 ・媒 体 は,甲 ・乙双 方 が それ ぞ れ設

置 負担 す る もの と し,回 線 料 金 に つ い て は,送 信 起 動 者 が 負 担 す る

もの とす る。

(担 当部 署)

第5条 デー タ交 換 に 関す る甲 お よ び乙 の窓 口 は,直 接 取 引 を 行 う部 門 が

対 応 す る もの とす る。

(有 効 期 間)

第6条 本 覚 書 の 有 効 期 間 は,昭 和 年 月 日か ら昭 和 年

月 日迄 とす る 。

2.前 項 の,期 間満 了 日の1ケ 月 前 まで に 甲 乙 いず れ か ら も,書 面 に

よ る解約 の 申 し出 が な い場 合 は,更 に1年 間 自動 延長 す る もの と し,

以 後 も同 様 とす る。

(機 密 保 持)

第7条 甲お よ び 乙 は,デ ー タ交 換 実施 に 関連 して知 り得 た相 手 方 の業 務

上 の機 密 にっ いて,期 間 満 了 後 と言 え ど も第 三 者 に漏 洩 して は な ら

ない。

(シ ス テ ムの 管 理 と改善)

第8条 甲 お よ び 乙 は,双 方 の 業 務 に支 障 を きた さ ぬ よ う,デ ー タ交 換 の

運 営 を善 良 な る管 理 者 の注 意 を もって 行 わ ね ば な らな い。

2.甲 お よ び 乙 は,シ ス テ ムの よ り円滑 な稼 動 を 行 うた め,新 た な交

換 手1順の採 用 な ど,現 行 方 式 の 改善 を行 う必 要 が 生 じた と認 め る場
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合 は,相 手 方 に対 して 協 議 を求 め る こ とがで き る。

3.デ ー タ交 換 に必 要 な通 信 設 備 ・媒 体 の維 持 ・保 守 に必 要 な 管 理 に

つ い て は,甲 ・乙 双 方 が責 任 を負 う もの とす る。

(第 三者 へ の委 託)

第9条 甲 は,こ の 覚 書 に基 づ くデ ー タ 交換 に関す る業 務 の 全 部 ま た は一

部 を × × ×計 算 セ ンタ ー(以 下 丙 と言 う。)に 委 託 す る こ とが で き

る。 この 場 合 にお い て は 甲 は,丙 に第7条 お よ び第8条 に定 め る と

同 様 の義 務 を負 わ せ る もの とす る。

2.乙 は,こ の覚 書 に基 づ くデ ー タ交 換 に 関す る業務 の全 部 ま た は一

部 を○ ○ ○ 計 算 セ ンタ ー(以 下 丁 と言 う。)に 委 託 す る こと が で き

る。 この場 合 にお い て 乙 は,丁 に第7条 およ び第8条 に定 め る と同

様 の義 務 を 負 わ せ る もの とす る。

(損 害賠 償)

第10条 甲 お よ び 乙 は,デ ー タ 交 換中 に事 故 が 発 生 した場 合,ま た は そ の

お それ が あ る場 合 に は,直 ち に相 手 方 に連絡 し適切 な措 置 を講 じ る

もの と し,相 手 方 か ら文 書 で 損 害 賠 償 の請 求 が あ る場 合,損 害 の有

無 お よ び賠 償 額 につ い て協 議 す る もの とす る。 た だ し,天 災 ・地 変

等 不 可 抗 力 に よ る場 合 は,互 に免 責 され る もの とす る。

(覚 書 の解 除)

第11条 甲 お よ び 乙 は,次 の事 由 に該 当す る事 態 が 生 じた と認 め る場 合 は,

1ケ 月前 に書 面 で 通知 し,こ の覚 書 を解 約 す る こ とがで き る。

(1)シ ス テ ム運 行 上,重 大 な 支障 が 生 じた と き

② 相 手 方 が第8条(機 密保 持)に 違 反 した と き

(そ の他)

第12条 こ の覚 書 に定 め の な い事 項,ま た は こ の覚 書 の解 釈 に っ き,疑 義

が 生 じた場 合 は,甲 ・乙双 方 が 誠 意 を もって 協 議 し,円 満 解 決 を 図

る もの とす る。
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この覚 書 締結 の 証 と して 本 書2通 を作 成 し,甲 乙記 名 捺 印 の 上,各 自1

通 を保 持 す る。

したが って デ ー タ交 換 上 の損 害 賠 償 の項 目 は売 買 基 本 契 約 よ り外 れ て

覚 書 に載 せ る こ と に して い る。

な お損 害 賠 償 の 内容 につ い て は,相 方 善 管 義 務 を十 分 履 行 して い る こ

とを 前 提 と した上 で 協 議 事 項 と した。

② 取 引 の成 立

前 述 の よ うな一 般 的 売買 基 本 契 約 にお い て個 別 契 約 の成 立 は,ネ ッ ト

ワー ク に よ る デ ー タ通 信,ま た は磁 気記 録 媒 体 等 の交 付 に よ る こと も可

能 とな り,承 諾 の意 志 表 示 を して 個 別 契 約 が 成 立 して い る。

こ こで ネ ッ トワー ク ・シス テム と して商 社 一 製 造 業 間 の 受 発 注取 引 と,

製造 業一 倉 庫 ・運 送 業 間 の 出荷 指 図 の 流 れ が 製 造 業 で 両 側 の ネ ッ トワ ー

ク ・シ ステ ム を持 っ て い る と して考 え て み よ う。

(最 近 の 製 造 業 ネ ッ トワ ーク は物 流 関 係 の倉 庫 ・運 輸 業 との企 業 間 が

先 行 して い るの が ほ とん どで あ り,商 社 系 との ネ ッ トワ ー ク拡大 が進 行

中 で あ るの が 現 状 で あ る 。)
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受注
在庫確認

[受 注確認通知]

図3-2製 造 業 を中心 と した取 引 ネ ッ トワ ーク

図3-2の よ うに製造業 では注文 を受 け ると内容確認,在 庫 確認 の上

倉庫 ・運輸業 に出荷 指図 をネ ッ トワークを介 して倉庫 ・運輸業 に送信 す

る。 同時 に注文 を出 した商社に も送信す るこ とにす れば これを もって受

注確認通 知 とな り個別契約が成立す ると考 え られる。

商社側 では この データと,当 初発注 したデータとを コン ピュータ内で

照 合す ることに より食 い違いがあれば追跡す る ことが可能である。

また,タ イミングよく行われれば需要家への納 品の前に修正 をす ること

もでき るので無用の トラブル回避 と もな る。

③ 製造業 の売上 明細 データ と納品書

製造業で は商社 よ りの受注 につ き,前 述 の経路 を経 て,倉 庫へ 出荷 指

図を行 い,安 全 ・適格 ・適時 に出荷 配送 を行わせ 需要家(ユ ーザ ー)へ

納品を行 う。

この納 品確定後倉庫 および運輸部門よ りの出荷 報告書 を受信 し出荷 指

図 との照合 を行 い正 しい ものが製造業 の売上デ ータとな る。

この製造 業の売上 の個別 明細 データ確定後(毎 日の処理)商 社にデー

タ送信す れば,商 社で は先 に送信 した注文 内容 との突 き合わせ をする こ

とによ り正 しいデータは買掛計上処理 され ることにな る。

また,従 来納品書 は製造業側 で発行 していたの を商社側で発行す るこ

とが可能 とな る。

④ 請求明細
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③で述べた 日々の製造業 よ りの売上 明細 データの累 計処理 を し,あ る

期 間で〆 ることによ り,請 求明細 と して製造業側 よ り月報単位 の もの を

送信 しな くて もよい ことにな らないか。

現状で は従来の慣行 によ り月報単位の請求 明細 を送信 してい るが,近

い将来廃止可能 と思われ る。

② 倉庫 ・運輸業 との データ交換

物流関係の契約 は通常

貨物 寄託基本契約

貨物 運送基本契 約

作業請負基本契約

がある。一般に倉庫業 はほ とん ど運輸部 門を有 して いるので寄託 と運送 を

一括 して述 べる ことにす る。また作業請負 はあま り関係 ないので省略す るこ

ととす る。

従来の書類 の交付 は次 のよ うにな ってい る。

① 入庫

製造 業(荷 主)は 製品 を倉庫 に寄託す るときは,所 定の寄託申込書 を

交付す る。

② 出庫 および運送

荷主 が寄託 製品 の引渡 しを求めるとき,ま たは荷主が指示す る荷受人 へ

の運送を依頼 す るときは,所 定の荷渡 し依頼書 を交付す る。

③ 入出庫報告 ,

倉庫側 は寄 託製 品を入出庫 した ときは,所 定の入 出庫報告書を作 成 し,

遅 滞な く荷 主側 に提 出す る。

④ 運送書類

倉庫又 は運輸 業は,荷 主の指示す る荷受人への荷渡 しに際 して,所 定

の運送書類 を提出 し,受 領書 に荷受人 の受領印を受け,遅 滞な く荷主側

に提 出す る。
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通常 は各 書 類 は 倉庫 ・運 輸 業 側 が 保 管 し荷 主 の要 請 が あれ ば速 や か に提

出 す る こ と にな って い る。

現 状 で は製 造 業 と倉 庫 業 間(含 運 輸 業)の 企 業間 ネ ッ トワー ク はCPU

-CPU ,CPU－ 端 末,オ ンライ ン リアルタイム,オ ンライ ンバ ッチ 処 理 な

ど の ネ ッ トワーク ・システ ム形 態 の 違 い は あれ ほ とん どの 製 造 業 で は 自社 ネ

ッ トワーク の拡大 に よ り企業 間 デ ー タ交 換 を実施 ま た は計 画 して い る。

この た め,① で 触 れ た よ うに寄 託 依 頼 書,荷 渡 し依 頼 書 な ど,そ れ に伴

う報 告 関 係 の電 子 化 を 可 能 とす る 旨 の 契約 内容 を追 記 す る必 要 が あ る。

そ れ に 従 って,デ ー タ交 換 に 関す る覚 書,実 施要 領 など を締 結 し運 用 に

支 障 の な い よ う取 り計 ら うこ と に な る。

{3)フ ァー ムバ ンキ ング

こ こで は フ ァー ムバ ンキ ング に おけ る製 造 業 側 か らの 実 務 上 の 問題 点,

留 意 点 にっ い て述 べ る。

① 口 座 名 儀人 の キ ー コー ドが 内 国為 替 取扱 規 則 によ るカ ナ文字 表示 で あ

る こ と。

この た め 入金 先依 頼 人,支 払 先 口座 名儀 人 の 自社 内 コ ン ピュ ー タ処 理

上,コ ー ド変 換 を行 う必 要 が生 ず る。

ま た,カ ナ文 字 にす る と同 名 法 人,同 姓 同名 とな り得 るケ ー ス もあ り

整 合 を 図 る上で 複 雑 な こ とに な る。

全 国 法 人 会社 の コー ド体 系 標 準 化 に つ い て は この 面 だ けで な く,商 取

引 に は必 ず 相手 先 企業 を認 識 す る コ ー ドが 必 要で あ り,広 く ビジネ ス プ

ロ トコ ル の標 準 化推 進 の 中 で も多 くの 企 業 ・業界 か らも望 まれ て い る と

こ ろで あ る。

② 当 店 券 ・他 店 券 支払 の処 理

全 銀 協 統 一 の フ ァイル ・フ ォ ー マ ッ トに は当店 券 ・他 店 券 の 区 分 項 目

が ない 。

(当 店 券 の み の 処 理 を前 提 と して い る と思 わ れて も仕 方 が な い)
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現 実 に は両 方 の支 払 行為 が発 生 す る こ と に な り処 理上 不 都 合 で あ る。

全 銀 協 の フ ァイル ・フ ォー マ ッ トに識 別 区 分 項 目を追 加 す るか,当 店

券 用,他 店 券 用 の 依 頼 人 コー ドを設 定 して も らうな どの方 法 を考 え られ

な いだ ろ うか 。

③ 他 店 券 処 理

予 金 残 高,利 息 計 算 はす べ て起 算 日 を基 本 と してい る が他 店 券 は勘 定

日で あ るの で 口座 の取 引前 残,後 残 を 起 算 日 に洗 い 替 え る必 要 が生 ず る。

④ 機 密 保 護(回 線 接 続)

伝 送 を開 始 す る には,銀 行 に 対 し,

イ)ダ イ ア リン グ して 回 線 接 続 を す る。

ロ)認 可 パ ス ワ ー ドによ り確 認。

・寸 フ ァイル ア ク セス キ ー に よ り フ ァイ ル操 作 可 能。

二)デ ー タ抽 出 後 伝送 。

に よ り行 って い る。

現 状 で は利 用 側 よ り銀 行 に対 して ア ク シ ョンを取 り,回 線 接 続,フ ァイ

ル ア ク セ ス,伝 送 とな る。

従 っ てA社 の イ),ロ),ハ)がB社 に漏 洩 した場 合,B社 でA社 の デ

ー タ を取 り出 せ る こ と に な る。

倉 庫 ・運輸 業 の と こ ろで 述 べ た よ うに コ ールバ ック方 式 を採 用 す るな

どの措 置 を講 ず る こ と も考 え られ る。

(回 線料 金 の 負 担 問題 は別 と して)

ま た,あ る期 間 を 経過 した な ら,双 方 合 意 の 上 パ ス ワー ドな ど重 要 キ

ー に つ い て更 改 す るな どが 考 え られ る。

(4)電 子 取 引 ル ール確 立へ の 課題

電 子 取 引 の 定 義 づ け は定 か で ない が,そ の 方 向 と して,商 社 一 製 造業,

製 造 業 一 倉 庫 運 輸 業 間 で 述 べ た よ うに,発 注 ・指 図 デ ー タ(予 定 ファイル)

と実 施 後 の 報 告 デ ー タ(実 績 フ ァイ ル)と の,そ れ ぞれ の 企 業 で の コ ン ビ
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ユ ー タ 内 フ ァイ ル突 き合 わ せ に よ り整 合 ・確 認 を はか る まで を 含 め る こ と

が 必 要 に な るの で は な い か 。

それ ぞ れ の 責 任範 囲,追 跡 調 査 の範 囲 が 限定 さ れ トラブル対 処 が や り易

くな る と考 え るか らで あ る。

各 企 業 で は,自 社 内 の 監 査 制 度,シ ス テム監 査,ま た外 部 の 会 計 調 査,

税 務 調 査 な どで シ ステ ムお よ び運 用 内容 に っ いて は逐 次 齪 齢 の な い よ う 改

善 が行 われ て い くこ とに な るが,企 業 間 にま た が る電 子 取 引 デ ー タ交 換 に

つ い て は も う一 つ 上位 レベ ルで の監 査 体 制 が 望 まれ る とこ ろ で あ る。

近 時VAN会 社,計 算 セ ンタ ー を利 用 す る ケ ース が増 加 す る傾 向 に あ る

が,キ ャ リア にNTT,第1種 電 気 通 信事 業 者 を 利用 せ ね ば な らず,こ れ

ら境 界 責 任範 囲,損 害 賠 償,免 責 事 項 な ど従 来 の電 々公 社 の思 想 維 持 で な

く抜 本 的 に大 局 的 見地 よ り見 直 す 必 要 もあ る と考 え る。

不 幸 に して紛 争 が起 こ った場 合,技 術 的 に解 明 が難 し く,ま た シ ス テ ム

内容 が 異 な る こ と もあ り,再 現 の 難 しさ,証 拠 の 保持 ・作 成 の 困 難 さ,磁

気 的 物 件 の証 拠 能 力 の可 否 な ど原 因 究 明 が至 難 の業 と思 わ れ る。

また,裁 判 にな って も,上 記 の よ うに 証 拠物 件 を揃 え るこ とは難 しい し裁

判 所 で も解 明で き る専 門家 は少 い よ う に思 われ る。

弁 護 士 佐 野 稔 氏 は民 事 訴 訟 法 の 「仲 裁 」機 関 を設 置 し,権 威 者 の 集 まりに

よ り妥 当 な結 論 を 出 し,こ れ に従 うこ とを提 唱 さ れて い る がよ い方 法 で あ

る と思 う。

3.商 社 にお け る企 業 間 ネ ッ トワ ー クの 現 状

(1)情 報 シス テ ム化 の 現 状 と特 徴

商社 は何 万 種 類 もの 取 扱 商品 を 持 ち,そ の事 務 処 理 量 は 膨 大 で あ る。 又,

個 々 の取 引 もそれ ぞ れ に業 界 特 性 が あ り,そ れ に伴 う処 理 シス テ ム も さま

ざ ま な対 応 が 要 求 され る。

A社 に お い て は,各 商 品 部 門 のオ ン ライ ン化 に10年 前 よ り取 組 み,現
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在 ほぼ 全 部 門 にわ た り稼 動 の状 態 にあ る。

A社 の シス テ ムの 構 成 は図3-3の よ うに 全社 的 な総 合 シス テ ム が軸 に

あ り,そ こか ら繊 維,鉄 鋼,機 械,化 学 品 な どの 部 門 別 シス テ ムが有 機 的

に結 ば れ て い る。

この 中で 繊 維 部 門 オ ン ライ ン ・シス テ ム は昭 和50年 に稼 動 開始 した も

ので,も う10年 も前 の こ とに な るが,そ の 規 模 と して 部 門 シス テ ム群 の

最 大 級 の もので あ り,以 下,電 子 取 引 の視 点 か ら,こ の シ ス テ ム を例 と し

て 簡単 に紹 介 す る こ と とす る。(図3-4)

繊 維 オ ン ライ ン ・シス テ ム は次 の よ うな特 徴 があ る。

① 「会話 型」 即 時処 理 方 法

営 業 現 場 か らの オ ン ライ ン端 末 操 作 によ る業務 処 理 を 行 う。

② 営 業 ・受 渡 全 員 が 自分 で 操 作

③ 動 態 的 な シ ス テ ム

売 上 げ,仕 入 と い う債 権,債 務,っ ま り換 言 す れ ば 「既 実 現 取 引」 の

会 計 的 管 理 に対 して,「 未 実 現 取 引」 の 分野 にお け る成 約 か ら売 上 仕 入

まで の流 れ を追 跡 管 理 す る シス テム で あ る。

④ 取 引管 理 ポ イ ン トの 設 定

契 約,指 図,報 告,売 上 仕 入 の業 務 別 に管 理 ポ イ ン トが設 け られ,個

々 の物 流 お よ び両 流,機 械 的 に 自動 チ ェ ック を受 ける仕 組 みにな 〔ている。

⑤ シス テ ムの 基 本3原 則

社 内商 取 引 規 定 との 整 合 性 か ら,契 約 入力 が全 て の 前 提 条 件 で あ り,

指 図,報 告 を 経 て 売上 仕 入 さ れ る方 式 で あ る。 契 約 な き指 図,指 図 な き

報 告,報 告 な き売 上 仕 入 は,こ れ を認 め な い こ とが,シ ス テ ムの 基 本3

原 則 で あ る。

⑥ 営 業 ・受 渡 業 務 の 社 内標 準 化 の ベ ー ス

本 オ ンラ イ ン ・シス テ ム を ベ ース と して,シ ス テ ムの 導 入 実 施 と併 行

しな が ら現 場 実 務 の 作 業 統 一 化 を推 進 す る。
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⑦ 全 社 統 一 シ ス テム(総 合 シス テ ム)へ は,本 システ ム を経 由 して 自動

連 結 され る。

な お,繊 維 部 門 で は別 に 「繊 維 貿 易 オ ン ライ ン ・シ ステ ム」 が稼 動 中で

あ り,貿 易 実 務 を サ ポ ー トして い る。

② 企 業 間 ネ ッ トワー ク の概 要

A社 で は,各 商 品部 門 の オ ン ライ ン化 に よ り,そ れ 自体 で 所期 の 効 果 を

得 た が,更 に 合 理 化 を 進 め るた め に は,取 引 先 か ら送付 され る コ ン ピュ ー

タ出 力 の エ ビ デ ンス を照 合 し,人 手 に 頼 った端 末 操 作 業務 の 削 減 が ポ イ ン

トで あ った。

企 業 間 に と って一 方 が 売 な らば一 方 が 買,デ ー タ は同一 の もの で あ る。

企 業 間 シス テ ム の結 合 は両 社 に ま たが る 人手 に よ る重 複事 務 の 解 消 を 図 る

有 効 手 段 で あ り,本 来 のOA化 の大 きな ポ イ ン トと考 え られ た。

以 下,繊 維 オ ン ライ ン ・シス テ ム の考 え方 と ネ ッ トワー ク化 の対 応 を 中

心 に述 べ る。

この シス テ ム は,デ ー タ伝 送 の 対 象 範 囲 が 商 談 成立 時 の 契 約 か ら入 出荷,

売 上仕 入,お よび品代 決 済 に至 るまで の 一貫 システ ムで あ る。 こ の シス テ ム

に よ り,契 約,売 買 等 の 帳 票 が な くな り,事 務 処 理 の迅 速性,省 力 化 と共

に,管 理 精 度 の 向上 も期 待 出来 る こ と とな った。

シス テム の基 本 的考 え 方 は,以 下 の3点 で あ る。

① 取 引先 の コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム と 当社 の コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム を

機 械 的,シ ス テ ム的 に直 結 す る。

② 両 社 間 で 発 生 す る情 報 を いず れ か 一 方 の み(原 則 と して 発 生 側)が 処

理(入 力)す る。

③ 双 方 にお け る事務 の 重 複 を排 除 す る。

ネ ッ トワー ク処 理 の関 連 と機 能

その基 本 的考 え方 は

① 取 引 先 の機 種 に 合 わ せ て(ハ ー ド,ソ フ ト共 に)伝 送 可 能 とす る。
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② 取 引 先 の営 業 時 間 に合 わ せ て,1日24時 間 常 時 伝 送 可 能 とす る。

③ 取 引 先 の コ ー ドや フ ォー マ ッ トに合 わ せ て デ ー タ の送 受 信 を可能 にす

る。

・で あ る。 これ は 多 数 の取 引先 を有 す るA社 に と って,ネ ッ トワ ー ク化推 進

に欠 くべ か らざ る機 能 で あ る。(図3-5)

(3)企 業 間 ネ ッ トワー ク によ る取 引業 務 処 理 の仕 組 み

実 際 に コ ン ピュ ー タを 使 って,ど の様 に 業務 を遂 行 して い くのか を,大

手紡 績 メ ー カ ー と商 社 に お け る適 用 事 例 と して,① 売 買契 約,② 出荷 案 内

と請 求,③ 買 掛 金 の支 払 い にっ いて ま と め て み た。(表3-1)

繊 維 業 界 の 企 業 間 シス テ ムは,ほ ぼ この仕 組 み が ベ ース に な って い る と

推 定 さ れ る が,こ の操 作 事 例 を 電子 取 引 の一 つ の ケ ース と して参 考 に して

頂 けれ ば幸 いで あ る。

(4)電 子 取 引 ル ー ル確 立 へ の諸 問 題 と考 慮 事 項

企 業間 シス テ ム ネ ッ トワー ク にお いて は,個 々の 取 引 それ ぞ れ に特 性 が

あ り,実 際 の シス テ ム運 用 は各 企 業 内 の情 報 シス テ ムや 会 社 の 制 度,組 織

等 と大 きな 関 わ りが あ る。

そ こで,こ れ 迄 の シス テ ム ユ ー ザ ー の立 場 か ら得 た ネ ッ トワー ク化 へ の

諸 問 題 とそ の 解 決 策 を述 べ,併 せ て今 後 の 電 子 取 引 ル ール確 立 へ の考 慮点

に触 れ て 見 た い と思 う。

(Dハ ー ドウ ェアお よ び ソ フ トウ ェア面(機 械 系 シス テ ム)

① 相 互 の シ ス テ ム の尊 重

業種 ・業 態 の異 な った 企 業 が,そ れ ぞ れ特 性 を持 った システ ムを そ の

ま ま結 合 さ せ るに は幾 多 の問 題 が あ る 。双 方 の シス テ ムは互 い に尊重 し,

シ ス テ ム間 の イ ンタ フ ェイ ス に配 慮 を加 え る こ とが必 要 で あ る。

例 え ば取 引 先 の 機 種 に合 わせ た伝 送 処 理 や,各 種 コー ドフ ォー マ ッ ト

変 換 に っ い て 技 術 的 対 応 に種 々 の考 慮 が必 要 とな る。
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表3-1企 業間 システム によ る繊維 取引業務 の操作事例

A)売 買 契 約 に っ い て

例 え ば,紡 績 メー カ ー か ら原 糸 を 買 約 定 した場 合,メ ー カ ー か ら コ ン

ピュ ー タ を通 じて 売約 デ ー タが 送 られ て く る。 当社 で は,そ の約 定 内容

を確 認 して 間違 い が な け れ ば 「OK」 とコ ン ピュー タ を通 じて返 事 をす

るこ と に よ り,両 社 の 売 買 契 約 が 成 立 す る。

も し,誤 りが あれ ば 「NO」 の 返 事 をす る こ とに よ って,メ ーカ ー側

で 約 定 内容 が修 正 され る仕 組 み に な って い る。

両社 に と って,契 約 情 報 の 迅 速 化 と確 実 化 が 図 れ る と共 に,契 約 か ら

の イ ンプ ッ トに よ る営 業 管 理 の精 度 向 上 と,契 約 の つ ど,売 買 契 約 書 を

捺 印交 換 す る必 要 が な くな る等,ペ ーパ ー レス に よ る省 力 化 効 果 は非 常

に大 きい。

B)出 荷 案 内 と請 求 に つ い て

紡績 メ ーカ ー に対 す る出荷 オ ー ダ ー を,電 話 又 は書 類 で 行 う点 は 従 来

と変 りな いが,商 品 が 出荷 され る と メ ー カ ーか ら直 ち に 出 荷 デ ー タが,

コ ン ピュ ー タを 通 じて 伝 送 さ れて 来 る ので,当 社 で は ほぼ 自動 的 に仕 入

お よ び売 上 処 理 され る こ とに な る。

これ に よ り当 社 の 請 求 事 務 の 迅速 化 と省力 化 が 実 現 され,メ ー カ ー の

出荷 情報 を そ の まま 計 上 して 請 求 す るの で,売 掛 金 の 回 収 もス ム ー ズ に

行 え る様 に な って き た。

勿 論,出 荷 デ ータ 内容 に誤 りが 発 見 され た 場合 は,「NO」 と コ ン ピ

ュ ー タ を通 じて返 却 す る こ と に よ り,メ ーカ ー側 で 修正 され る仕 組 み は

契 約 の時 と同様 で あ る。

C)買 掛 金 の 支 払 につ い て

企 業 間 デ ー タ交 換 シ ス テ ム に よ れ ば,基 本 的 に両 社 の 債 権 債 務 残 高 は

イ コー ルで あ るか ら,支 払 照 合 事務 は 大 幅 に省 力 化 で き,ま た コ ンピュー

タが 支払 明細 を作 り,メ ー カ ー に伝 送 す るの で,メ ー カ ー側 で は入 金 消

込 作 業 が合 理 化 され て,今 迄 の 様 な算 盤 計算 や 明細 照 合 な ど は不 要 に な

っ た。
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② 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク にお け る イ ンタ ー オ ペ ラ ビ リテ ィの確 保

これ迄,企 業 対 企 業 で は デ ー タ交 換 に伴 う覚 書 等 を取 り交 す こ と によ

り,電 子 取 引 の ル ール 化 を実 務 的 に行 って い る。

しか し,今 後 デ ー タ交 換 の拡 大 に よ り複 数 ネ ッ トワー クの形 成 が 進 む

と,互 い に企 業 間 シス テ ム が輻 接 して くる もの と予 想 され る。

従 って,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム や端 末 機 器 類 の 接続 や相 互 利 用 の た

め,イ ン ター オ ペ ラ ビ リテ ィ(相 互 運用 性)の 確 保 の 問題 が生 ず る。

イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィの 確保 の た め に は,シ ス テ ム相互 間 の通 信 プ ロ

トコル や ビジネ ス プ ロ トコル(伝 票,フ ォ ーマ ッ ト,コ ー ド類)の 標 準

化 ・ル ール化 が 当面 の 急務 と な る。

現 実 には,ネ ッ トワ ー クに お け る イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィの 確 保 に努

力 しつ つ,一 方 で はVAN等 の提 供 サ ー ビス を利 用 す る際 の ル ール 化 も

含 めて,弾 力 的 に対 応 す る こ とが 必 要 で あ ろ う。

(川 業 務 処 理 面 お よ び組 織 制 度 面(人 間系 シス テ ム)

① ペ ーパ ー レス化

従 来,一 般 的 に行 わ れ て い る企 業 間 デ ー タ交 換 で は,現 行 の書 類 が正

で,デ ー タは 副 物 とい った扱 いを して い る ケ ース が多 い 。 そ の ため 事 務

処 理 上 の点 検,捺 印,送 達 等 の合 理 化 が 図 れ な い上,書 類 と デ ー タ の整

合 性 確 認 作 業 等 不 合 理 な問 題 が 生 じる。 っ ま り,依 然 と して 書 類 が正 の

た め ペ ーパ ー レス化 さ れ て い な い こ とに な る。

特 に,取 引 に お け る契 約 か ら決 済 迄 一 貫 した シス テ ム結 合 が な され て

い な い 場合 は,部 分 的 な シス テ ム化 とな る ため,デ ー タ の主 体 性 ・一 元

化 が と り難 い結 果 と な る。

要 は,コ ン ピ ュ ー タ ・シス テム の デ ー タ を正 と し,ペ ーパ ー レス 化 を

図 る こ とが大 きな課 題 で あ り,そ の 解 決 策 の一 つ と して,契 約 よ り入 出

金 に 至 る取 引 を一 貫 した シ ス テ ムネ ッ トワー クが 有 効 で あ る と考 え られ

る。
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た だ,ペ ーパ ー レス取 引 が 正規 の取 引 と して 認 め られ るた め に は,現

行 で は,少 な くと も各 企 業 にお ける社 内規 程 制 度 等 の検 討 整備 が 必要 と

な ろ う。

② 取 引 先 との 信 頼 関 係

システム開 発,ま た は運 用 す る上 で,種 々 の問 題 に直面 す るケ ー ス は少

な くない 。 社 内制 度,規 定,事 務 手 続,法 律 な ど に 関 す る こ と も頻 繁 に

発 生 す るが,企 業 間 システ ム にお い て は,特 に取 引を通 じて青 くまれ た

信 頼 関 係 に よ り解 決 され る場 合 が 多 い と言 え よ う。

例 え ば,企 業 間 シス テ ム ネ ッ トワー クで は,す べ て 通信 回 線 に よ る デ

ー タ伝 送 に変 わ り ,ペ ーパ ー レス と な るので,契 約 書 の 在 り方,帳 表 の

取 扱 い等 にっ い て,経 理 部,法 務 部 等 を 含 め,全 社 的 な総 力 の結 集 お よ

び コ ンセ ンサ ス が必 要 とな る。

今 後,電 子 取 引 に伴 う 法 整 備 あ るい は ル ール 化 が 漸 次 進 む で あろ うが,

基 本 的 に は,や は り双 方 の 信 頼 感 が 企 業 間 シス テ ム のベ ー スで あ る と言

え よ う。

③ 営 業 現 場 で の シス テ ム 運営 ル ー ル作 り

企 業 間 に お い て,よ り重 要 な点 は,契 約 管 理,物 流 指 図,売 買伝 票 の

発 行,買 掛 金 の 支 払 等 に つ い て の基 本 的 な考 え方,営 業 取 引 のや り方 等

な ど を明確 に す るため,双 方 でよ く話 し合 い,お 互 い に シス テ ム運 営 の ル

ー ル を決 め る こ とで あ る。 つ ま り ,双 方 の社 内 に お け る基礎 的 事 前準 備

調 査 を十 分 に行 う こ とで あ る。

特 に,各 企 業 の シス テ ム部 門 の 間 だ け で な く,営 業 部 門 を含 め た現 場

サ イ ドの 関 係 者 を中 心 に,新 ら しい シス テ ム運 営 の ル ール 作 りに積 極 的

に参 加 させ るよ う配 慮 す る こ とが 必 要 で あ る。

実 際 に シ ス テ ムが 始 ま っ てか ら色 々 な 問題 が 発 生 し,そ れ か らで は問

題 解 決 が 困 難 と な る。

そ の意 味 で は,今 後 の電 子 取 引 ルールも,出 来 るだ け早 期 に着手 し,事 前
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に準 備取 組 す る ことが 求 め られ よ う。

④ コ ー デ ィネ ー タ ー の必要 性

従 来 の ル ー ル は,ペ ーパ ー取 引 を 前 提 と した もので あ り,電 子 取 引 に

お け る取 引成 立 時 点,取 引 の証 拠,セ キ ュ リテ ィ等 の要 件 を カバ ー して

い る わ け で は な い。

冒頭 に述 べ た如 く,今 後 は電 子 取 引 を,物 流,商 流,代 金決 済,情 報

提 供 等 取 引行 為 全 体 の 流 れ と して と らえ,そ の 中 で個 々 の デ ー タが ど う

意 味 づ け られ るか を ル ール 化 す る必 要 が あ る。

そ の た め に は,ハ ー ド ・ソ フ ト面 の 開 発 や 性 能 の 向上 に向 け られ る関

心 と 同 じ く,新 ら しい取 引パ タ ー ンや,企 業 レベル で の運 営 体制 整 備 に

もっ と 目が 向 け られ るべ きで あ る。

今 後 は,D/P部 門,ソ フ ト開 発 部 門,お よ びユ ーザ ー部 門 とい っ た

既 存 部 署 に加 え て,各 商 品 部 門 の 中 に例 えば 「情 報化 推 進 室 」 の如 き部

署 を新 た に設 け,エ ン ドユ ーザ ー との 間 で,コ ー デ ィネ ー ター と して の

新 ら しい役 割 を遂 行 出来 る よ うな 体 制 を考 慮 す べ き と考 え られ る。

企 業 間 に お け る電 子 取 引ル ール の あ り方 につ いて,主 と して,ネ ッ トワ

ー クの 進 展 に伴 う企 業 ユ ーザ ーサ イ ドの 実 務 的 ル ール整 備 の 状 況 を 中 心 に ,

その 諸 問題 と考 慮 点 を述 べて来 た。

現 在 は,ま だ紙 ベ ー スの 取 引 と電 子 取 引の た め の シス テ ムが併 行 的 に行

わ れて い る段 階で,必 ず し も大 きな 問題 が 生 じて い るわ け で は ない。

しか し,今 後 の産 業 界 の情 報 化 は,銀 行,大 型 小 売 店,流 通 業 等へ も急

ピ ッチで 広 が りつ つ あ り,更 に,通 信 自 由化 後 のVAN等 の新 たな 登 場 は,

大 企 業 の み な らず 中小 企業 を含 め た ネ ッ トワー ク化 ・取 引 の電 子 化 の 動 き

に更 に拍 車 を か け る で あ ろ う。

した が って,こ れ か らの電 子 取 引 ル ール の あ り方 につ いて は,企 業 レベ

ルで の経 験,判 断 に加 え て,業 界 レベ ル あ るい は行 政 機 関 の指 導 支 援 の 下
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に,十 分 な調 査,研 究 が 必 要 とな ろ う。

特 に 今後 の課 題 お よ び対 応 の 方 向 と して は,

第 一 に,電 子 取 引 に 関わ る法 整 備 につ いて で あ る。

特 に,紙 ベ ー ス の取 引か らペ ーパ ー レス取 引 へ 移 行 して行 く際 の法 的 ル

ー ル の 整 備 が 一つ の ポ イ ン トに な ろ う。

第 二 に,国 際 間 の デー タ流 通 に 関わ るル ー ル化 の 問 題 で あ る。 これ は,

海 外 の 先 進 事 例 と して 米国 や 国 連 の活 動 を十 分調 査 す る と共 に,最 近 活 発

化 しつ つ あ る情 報 提供 サ ー ビス分 野 を 含 め た研 究 が必 要 で あ ろ う。

最 後 に,こ れ か らの 電子 取 引 ル ール 確立 へ の と りま とめ 方 で あ るが,各

産 業 分 野 や 多 くの 業 界 に 関連 す る問 題 とな るの で,公 的機 関(産 業 推 進 セ

ンタ ー等)の リー ダ ー シ ップ に期 待 す る と共 に,企 業 の側 に お いて も更 に

関 心 を高 め る よ う努 力 して い き た い と思 う。
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第4章 金 融機関 における電子取引進展のイ ンパ ク ト

1.フ ァー ムバ ンキ ングの 発 展 方 向 と課 題

金 融 機 関 に お け る機 械 化 は,エ レ ク トロニ ク ス技 術 の急 速 な 進 歩,金 融 ・

通信 行 政 の緩 和,さ らに は顧 客 ニ ー ズ の 多様 化 ・高 度 化 な どを背 景 と して著

しい進 展 を 見 せ て い る。 それ は 昭和30年 代 の オ フ ライ ン時 代 を皮 切 りと し

て,40年 代 の第1次 オ ン ライ ン時代,50年 代 の 第2次 オ ン ラ イ ン時 代 を

経 て,今 ま さに第3次 オ ン ライ ン時代 を迎 え よ うと して い る。

この第3次 オ ン ライ ン は,事 務 処 理 の 一 層 の 合 理 化,新 金 融 商 品 開発 体 制

の整 備 の ほか,対 外 ネ ッ トワ ー ク接 続 の拡 大 あ る い は ニ ュ ー メ デ ィアへ の対

応 に も注 力 して お り,金 融 機 関 は これ に よ りフ ァー ムバ ンキ ン グ,ホ ー ムバ

ンキ ング,異 業種 提 携 バ ンキ ングな ど ア ウ ト ドア ・バ ンキ ン グ ・サ ー ビス の

提供 を積極 的に進 めよ うと して い る。

(1)フ ァー ム バ ンキ ン グの 現 状

わ が 国 の フ ァー ムバ ンキ ングは,昭 和50年 代 半 ば 頃か ら開始 され た テ レ

ック ス,テ レフ ォ ンを 利 用 した通 知 連 絡 サ ー ビス を鳴 矢 と し,振 込 入 金通

知 ・残高 通 知 な ど従来 人手 を介 したサ ー ビス を,メ デ ィア に置 き替 え 提供

す る こ とか らス タ ー トした。 そ の後,50年 代 後 半 に入 り,公 衆 電 気 通信

法 の 改正(第2次 通 信 回 線 の 自 由化)お よび 銀行 行 政 弾 力 化 の第3次 措 置

を背 景 と して,金 融 機 関 の コン ピ ュー タ と取 引 企 業 の コ ン ピュ ータ を接 続

す るオ ン ライ ン ・デ ー タ伝 送 サ ー ビス,パ ソコ ンサ ー ビスが双 方 向 対応 で

開 始 され 新 た な展 開 を 見 せ 始 め て い る。

フ ァー ムバ ンキ ン グは,取 引企 業 に お け る経 理 ・財務 部 門 の事 務 効 率 化

あ るい は資 金 運 用 管 理 に役 立 て る こ と を狙 い とす る一 方 で,金 融 機 関側 と

して も これ に よ り,① 事 務 量 の飛 躍 的 増大 に対 す る合 理 化,省 力 化 の 推 進,

② 新 た な サ ー ビス 提 供 に よ る手 数 料 収 入 機 会 の増 大,③ 他業 種 の金 融 機 関

業 務 へ の 参 入 に対 す る競 争 力 強化 な ど を 目 指 して い る。 この よ うに フ ァー
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ムバ ンキ ングは,金 融 機 関 経 営 の質 的変 化 あ るい は社 会 環 境 の 変 化へ の対

応 と して重 要 な意 味 を持 って い る。

現 在,金 融 機 関 が 提供 して い る フ ァー ムバ ンキ ングの 内 容 は,大 別す る

と① 振 込入 金 通 知,残 高 通知 な ど の情 報 を提供 す る会 計 情 報 サ ー ビス,②

総 合 振 込,給 与 振 込,口 座 振替 な どの 資金 支 払 ・回収 依 頼 デ ー タの 受 付 を

中心 とす る資 金 移 動 サ ー ビス,③ 金利,市 況 情 報 な どを 提 供 す る金 融 ・経

済情 報 サ ー ビス の三 つ に 分類 す る こ とがで き,こ れ らサ ー ビス を テ レ ック

ス,テ レフ ォ ン,フ ァ ク シ ミ リ,パ ソ コ ン,コ ン ピュ ー タ な ど取 引企 業 の

接 続 メ デ ィア を介 し提 供 して い る。

フ ァームバ ンキ ン グの 進展 状 況 につ い て は,財 団 法人 金 融 情 報 シス テ ム

セ ンタ ーで本 年2月 金 融 機 関 を 対 象 とす るア ン ケー ト調 査(第2回)を 実

施 した が,そ れ に よ る と次 の よ う な特徴 が 見 られ る。

イ.テ レック ス を 除 く各 メデ ィア と も,実 施 金 融 機 関 数,サ ー ビス先 企 業

数 は順 調 に増 加 して い る。 特 に大 手 金 融 機 関で はパ ソ コ ンサ ー ビス が,

ま た中小 金 融 機 関 で は テ レ フ ォ ンサ ー ビス,フ ァク シ ミリサ ー ビス の伸

び率 が 高 い。

ロ.サ ー ビス 内 容 と して は,入 出金 取 引明細,預 金 残 高 な ど の通 知 連絡,

照 会 サ ー ビス が 主 流 で あ り,コ ンピ ュー タ,パ ソ コ ンに よ る総 合 振込,

給与 振 込 等 の デ ー タ受 付 サ ー ビ ス も拡 大 傾 向 に あ る 。 反 面金 融 ・経 済

情 報 サ ー ビス は進 展 が 見 られ な い が,情 報 の 鮮 度 ・付 加 価 値 な ど に課 題

を抱 え て い る よ うで あ る。

ハ.リ ア ル タ イ ム に よ る資金 移 動 サ ー ビス は,昭 和59年 に プ ッシ ュ ホ ン

お よび キ ャプ テ ン端 末 に よ る もの が 認 め られ た が,現 在 の と ころ本 格 的

な展 開 を み せ るま で は至 って い な い。(図4-1)

次 に,フ ァー ムバ ンキ ング の接 続 形 態 の変 化 を 見 る と,当 初 金 融 機 関 の

コ ン ピュ ー タ と取 引 企 業 の メ デ ィア を個 別 接 続 した サ ー ビス形 態 で ス タ ー

トした が,そ の後NTTの 共 同 利 用 型 ネ ッ トワー クで あ るANSERシ ス
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図4-1フ ァ ー ム バ ン キ ン グ の 進 展 状 況

テ ムを 介 して,'金 融 機 関 の コ ン ピュー タ と取 引企 業 の メ デ ィ アを接 続 した

サ ー ビス 形 態 が 出 現 し,現 在 は この二 つ の接 続 形 態 が主 流 とな って い る。

この ほ か 地方 銀 行,相 互 銀 行 で は,マ ル チバ ンクサ ー ビス の段 階 的対 応 と

して,そ れぞれの業 態 ご との 共 同CMSセ ンタ ー に個別 の金 融機 関 な らび に

証 券,生 損 保 な どの 企 業 の コ ン ピュー タ を接 続 し,総 合 振 込,給 与 振 込 な

どの 資金 移 動 デ ー タ の 受 付 サ ー ビス を実 施 して い る。

② 金 融 機 関 と して の今 後 の 対 応

す で に述 べ た よ うに,フ ァー ムバ ン キ ング は,社 会 環 境 の変 化 に対 す る

金 融 機関 の 対 応 と して重 要 な意 味 を持 って い る。 ただ,こ れ まで の と こ ろ
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どち らか とい う と,従 来 人手 を要 して い た 事務 の 合 理 化 に 力 点 が 置 か れて

い た。 しか し今 後 は,企 業 の 経理,財 務 シス テ ムに,よ り適 合 す る形 で の

サ ー ビス展 開 が 求 め られ る も の と思 わ れ る。 その 場 合,企 業 が フ ァー ムバ

ンキ ン グに望 ん で い る点 は,以 下 の よ う な もの で あ ろ う。

イ.コ ス トの節 減,操 作 の単 純 化 を 図 る ため,一 つ の 端 末 で 複 数 の 業 態の

金 融 機 関 と接 続 が で き るよ うな ネ ッ トワ ー クの 構 築 。

ロ.複 数 の金 融 機 関 か らの 同 時 的 な会 計 情 報 の 提 供(い わ ゆ る マ ル チ バ ン

ク レポ ー ト)

ハ.リ アル タ イ ムで の 自由広 域 な 資金 移 動(振 替 口 座 の 拡 大)

二.企 業 シス テ ム と連動 した付 加情 報 の提 供

ホ.企 業 の 資金 管 理 の効 率 化 を 図 るた め の コ ンサ ル テ ー シ ョン ・サ ー ビス。

これ らの諸 点 を踏 ま え,今 後,金 融 機 関 が対 応 す べ き こ と を整理 す ると,

① ネ ッ トワ ー ク の拡 大 に よ る サ ー ビス の向 上,② 企 業 シ ス テ ムへ の 適切 な

接 続 に よ るサ ー ビス の 向 上,に 分 け る こ とが で き よ う。

① ネ ッ トワー クの 拡 大 に よ るサ ー ビス の向 上

金融 機 関 が フ ァー ムバ ンキ ング に よ り,取 引企 業 に会 計 情 報通 知,資

金 移 動,一資 金 運 用 な どの サ ー ビス を提 供 す る場 合,複 数 の 金 融 機 関 お よ

び 複数 の企 業 を ネ ッ トワ ー クで 相 互 に接 続 した方 が,企 業 に と って はよ

り大 きな 効 果 が 得 られ るで あ ろ うこ とは,容 易 に想 像 さ れ る と ころで あ

る。 そ の 意 味 で,複 数 の金 融 機 関 との オ ン ライ ン接 続 が容 易 で,か っ 複

数 金 融 機 関 の 取 引情 報 が1回 の操 作で 同 時 に得 られ る,マ ル チバ ンク ・

サ ー ビス の 提 供 が早 急 に望 まれ て い る。

この よ うな マル チバ ンク ・サ ー ビス と して は,ま ず 昭 和59年 に地 方

銀 行 およ び相 互 銀 行 業 界 が,証 券,生 損 保 な どの 企 業 を対 象 と して相 次

いで 実施 した デ ー タ伝 送 サ ー ビス を あ げ る こ と が で き る。 これ らは資金

移 動 デ ー タ を 業 態 共 同 セ ンタ ーを経 由 して オ ン ライ ン集 配 信 す る共 同 ネ

ッ トワ ー ク ・シス テ ム で あ り,マ ルチ バ ンク ・サ ー ビス提 供 の 第 一段 階
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と言 え る もの で あ る。

金 融 界 で は,さ らに都 市 銀 行,地 方 銀 行,相 互 銀 行,信 用 金 庫 な ど各

業態 別 に マル チ バ ンク レポ ー ト等 を提供 す る共 同CMSセ ンタ ーの 構 築

あ る い は シス テ ムの レベ ル ア ップ を進 め て お り,昭 和61年 秋 以 降,商

用 サ ー ビス の開 始 を予 定 して い る。 た だ,こ こ に お け る マ ル チバ ンク ・

サ ー ビス は あ くまで 各 業 態 内 の サ ー ビス提供 に 限定 され て お り,業 態 を

越 え た サ ー ビス提 供 は 予定 され て い ない 。利 用 者 ニ ー ズ を考 慮 す る な ら

ば,業 態 を越 え た マ ル チバ ン ク ・サ ー ビス は必 要 不 可 欠 で あ り,フ ァー

ム バ ンキ ング の普 及促 進 を 図 る見 地 か らも,今 後金 融 業 界 と して も対 応

を 迫 られ よ う。

ま た,一 方 で マ ル チ バ ンク ・サ ー ビス提 供 に関 し金 融 外 の 動 きが あ る。

そ の一 つ は 昭和61年1月 か らサ ー ビス提 供 を開 始 した,NTTのAN

SERネ ッ トワー クを 利 用 したパ ソ コ ンサ ー ビスで あ る。 これ を 利 用す

る と業 態 を越 え た マ ル チ バ ンク ・レポ ー トの デ ー タ提 供 が 可能 とな り,

ア クセ ス ・ポ イ ン トの 拡 大 と と もに利 用 増 加 が 見込 ま れ て い る。 他 の 一

つ はVAN会 社 の フ ァー ムバ ンキ ン グ ・サ ー ビスへ の 参 入 で あ る。 す で

に一 部 企 業 グル ープVANで は,グ ル ー プ 内の 情報 処 理 担 当 企 業 に共 同

CMSセ ン タ ーの 機 能 を持 た せ,取 引金 融 機 関か ら グル ープ 内各 企 業 の

デー タを 集 め,マ ル チバ ンク ・サ ー ビス の提 供 を行 う事 例 が 見受 け られ

る。VAN会 社 の 提供 す るマ ル チバ ン ク ・サ ー ビス は,高 度 な付 加 価 値

デー タ に加 工処 理 す る こと も予 想 され,今 後,金 融 業 界 との 競 合 も十 分

考 え られ る。

② 企 業 シ ス テ ムへ の 適 切 な接 続 に よ るサ ー ビスの 向 上

わ が 国 の フ ァー ムバ ンキ ング は,メ デ ィア の形 態,メ ニ ュー の種 類 は

比 較 的 豊 富 で あ る反 面,サ ー ビス の質 的 な 面 で ま だ不 十 分 と され て お り,

今 後 フ ァー ムバ ンキ ン グの普 及 促 進 を 目指 し,サ ー ビス 内容 の拡 充 を 図

る こ とが 求 め られ よ う。
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イ.会 計 情 報 サ ー ビス

会 計 情 報 サ ー ビス は,基 本 的 に は従 来 の 電 話等 人 手 を介 した 通知 連

絡 サ ー ビス を機 械 に置 き替 え た もの で あ り金 融 機 関,取 引企 業双 方 に

と って,一 定 の 省 力化 効 果 が得 られ て い るが,取 引 企 業 に と って は提

供 情報 を 十 分 に活 用 で き な い とい う問 題 が 残 って い る。 す なわ ち 取 引

企業 と して は,財 務 ・経 理 の 事務 効 率 化,省 力 化 を進 め る上 で,自 社

の コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ム に連 動 す る付 加 価 値 デ ー タ の提 供 を期 待 し

て お り,具 体 的 に は振込 入 金 通知 デ ー タ,入 出金 取 引 明細 デ ー タ に,

売 掛 金 等 の 自動 消 込 処 理 に必 要 な 消込 キ ー コ ー ド(契 約 者 コー ド,企

業 コ ー ド等)を 付 加 す る等 の対 応 が必 要 で あ ろ う。

ロ.資 金 移 動 サ ー ビス

資 金 移 動 サ ー ビス は,総 合 振 込,給 与 振 込 な どの デ ー タ受 付 サ ー ビ

ス が主 流 で あ り,プ ッ シ ュ ホ ン,キ ャプテ ン端 末 を 利 用 した リア ル

タ イム に よ る 資 金移 動 に つ い て は,振 替 口座 の 範 囲 に制 限 が あ り大 き

な 進展 が 見 られ てい ない。 た だ,リ アル タ イ ム に よ る 資金 移 動 は,企

業 ニ ー ズ の 強 い サ ー ビス で あ り,今 後 は振 替 口座 の範 囲 の拡 大 あ るい

は フ ァー ム バ ンキ ングの 利 用 メ デ ィアの 本 命 で あ るパ ソ コ ンに よ るサ

ー ビス の 実 施 な ど に よ りその 進 展 が期 待 さ れ る。

ハ .資 金 運 用 管 理 サ ー ビス

金 融 の 自 由化,国 際化 が 進 展 す る中で,個 別 金 融 機 関 の 競争 力 強化

は極 めて 重 要 な課 題 とな って お り,取 引 優 位 を確 保 す る た め に フ ァー

ムバ ンキ ン グ機 能 の 拡充 が 求 め られ て い る。 特 に,取 引企 業 にお け る

資 金 運 用 の 迅 速 化,効 率 化 に 資す る,よ り優 れ た金 融 ・市 況 情 報 の 提

供 あ るい は運 用 分析,財 務 分析 な ど コ ンサ ル テ ィ ン グサ ー ビス に注 力

す る必 要 が あ ろ う。
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2.VAN業 者 の金 融 業務 参 入 に よ る金 融機 関 へ の イ ンパ ク ト

(1}決 済 業 務 へ のVAN業 者 の参 入 動 向

電 気 通 信 事 業 法 の 改正 に よ り通 信 事 業 が 解放 さ れて以 降,多 数 の事 業 体

がVAN業 務 参 入 に名 乗 りを挙 げ,す で に商 用 サ ー ビス を 開始 して い るV

AN業 者 も少 な くな い 。 受 託 計算 会 社 がVAN業 務 に進 出 した ケー スが 比

較 的多 く,こ れ らの 業 者 は 企 業 の 受 発 注事 務処 理 を ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ

ス と一 体 化 して提 供 す る こ とを 主 な 機 能 と して い る。

こ う したVAN業 者 は,現 在 の と こ ろ,決 済 面 で は金 融 機 関 との ス イ ッ

チ ング機 能 を 提 供 す る形 態 に止 ま って い る。 最 も,企 業 の 側 か らは,受 発

注 事 務 と支 払 決 済 との 連動 処 理 へ の ニ ー ズ は強 い もの が あ ろ う し,VAN

業 者 と して も受 発 注 を 中心 とす る商 流 の ネ ッ トワ ーク化 の 延長 と して 資 金

決 済 に係 わ る業 務 にま で 進展 して い くこ と を望 む よ うに な ろ う。

現在,金 融機 関 の決 済 業務 に関 連 す る サ ー ビス と してVAN業 者 が 提 供

して い る もの に は次 の よ うな もの が あ る。

① 決 済 デ ー タの集 積 ・加 工,売 掛 金 等 の消 込処 理

幾 つ か のVAN業 者 が手 掛 けて い る もの で あ り,従 来 の 受 発 注 業 務 の

代 行 サ ー ビス の 延長 と して位 置 づ け られ る。 具 体 的 に は,複 数 金 融 機 関

に ま た が る デ ータ の加 工 処 理,総 合振 込 デ ー タの 集積,振 込 入 金 によ る

売 掛 金 の 消 込処 理等 で あ る。

これ らの サ ー ビス は主 と して流 通 企 業 グル ープで 設 立 したVAN業 者

に よ って 提 供 され て い る もので あ るが,汎 用 的 なVANサ ー ビスを 提 供

しよ う とす る大規 模VAN業 者 の一 部 も手 掛 け てい る。 この うち,前 者

の グル ープVANの 一 例 を示 せ ば 次 の とお りで あ る。

イ.接 続 形 態 …… グル ー プ 内 の百 貨 店,ス ーパ ー,コ ン ビニ エ ンス ス ト

ア,生 命 保 険会 社,専 門 店 の フ ァー ム バ ンキ ング用 シス テ ム と接 続 す

る一 方,金 融 機 関 と も個 々 に数 十 行 と接続 。

ロ.サ ー ビス ・メ ニ ュ ー… …資 金 移 動 サ ー ビス と して は各 金 融 機 関 に対
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す る給 与 振 込,総 合振 込,自 動 引 落 しの 依頼,会 計 情 報 サ ー ビス と して

は 資金 移 動 に絡 む 入 出金 明細 等 の 提 供 な ど。 情 報 サ ー ビス につ い て は

す べ て の取 引金 融機 関 の デ ー タを 集 配 し,マ ル チバ ンク ・レポ ー トと

して提 供 す る こ とが 可 能。

ハ .グ ル ー プ企 業 との シス テ ム結 合 の特 徴 ……VAN業 者 が流 通 企 業 の

社 内 情報 処 理 を担 当 して い る こ とか ら,売 掛 金 消込 や仕 訳 伝 票 自動 起

票 とい った 経 理 シス テ ム とVAN業 務 と して の フ ァー ム バ ンキ ン グシ

ス テ ムを 直 結 す る ことが で き る。

② 決 済 取 引 の 集 中 サ ー ビス

薬 局 の 受 発 注 業 務 に 関す る情報 処 理 を 受 託,一 括 処 理 す る フ ァル マ(

大 阪 を中 心 と した 薬局 の ボ ラ ン タ リーチ ェー ン会 社)が 代 表 的 な存 在 で

あ る。 そ こ に お け る資金 決 済 の 方 法 は,ワ ン デ ィ ・ペ イ メ ン トと呼 ば れ,

新 しい決 済 方 法 と して 注 目 され て い る。 フ ァル マ の シス テ ム の特 徴 は以

下 の とお り。

イ.受 発注 事 務 の 合理 化 … …加 盟 店(150)と 問 屋(30)の 間で受 発 注

が 行 わ れ るが,相 対 で 行 う と4,500(150×30)の 商流 ル ー トが 必

要 とな る と こ ろがVANを 経 由す る こ とで180(150+30)に 減少

す る。 更 に 全 体 の4割 を 占 め る音 声,メ モ に よ る発 注 もPOSで 再

入 力 させ る こ とで 完 全 に 自動 発 注 シス テ ム(EOS-ElectronicOr-

deringSystem)化 す る。

ロ.共 同 決済 口座 の 活 用 … … フ ァル マ は加 盟 店 が 問 屋 に 支 払 うた め の共

同決 済 口座 を設 け,フ ァル マ は問 屋 に受 注 額 に応 じ一 定 期 日 に替 り金

を入 金 す る一方,各 加 盟 店 か らは 問 屋へ の支 払 金 額 を関 係 問 屋 支 払 分

を まとめて受 け入 れる。このよ うに 決 済 取 引 を 集 中す る こと に よ り,振

込 手 数 料 を 大 幅 に軽 減 で き る。

ハ .市 場 情報 と して の 活 用 …… す べ て の受 発 注 がEOS化 す る こ とに よ

り,フ ァル マ は各 加 盟 店,問 屋 の発 注 内 容 を単 品 毎 に 把 握 で き る。 そ
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の 結 果,フ ァルマ は商 品回 転 率 を 高 め在 庫量 を 圧縮 す る こ とが で き る。

② 資金 流 の 変 化 と金 融機 関 へ の イ ンパ ク ト

企業 間決 済 の 形 態 は,企 業 側 の ニ ー ズ と も相 ま って,手 形,小 切 手,現

金 に よ る支 払 か らネ ッ トワ ー クを介 した 振込 が 進 展 す るで あ ろ う。 ま た,

不 特定 の 個 人 顧 客 等 か らの 代金 回 収 につ い て は,ホ ー ム シ ョッ ピ ン グ,通

信 販売 やPOSを 通 じた 販 売 代金 の回 収 方 法 と して,VANサ ー ビ スを使

っ ての 自動 引 落 しが 活 用 され る こ とに な ろ う。

この よ うに金 融取 引 の 電 子 化 は,そ の 機能 を ます ます ネ ッ トワ ー クに よ

り置 換 され る可 能 性 を 増 して い く。 そ して,そ の ネ ッ トワ ー クは 金 融 機 関

以 外 の 組 織 に よ って も提 供 され よ う と して お り,む しろ棋手 して い れ ば 外

部 組織 で あ るVAN業 者 等 の ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス に決 算 口座 を 単 に提

供 す る と ど ま る こ とに な りか ね ない。

この 間,本 年2月,大 蔵 省 の 口頭事 務 連 絡 で金 融 機 関の 関 連 会 社 が 電 気

通 信 事 業 を行 う こ とが 制 限 付 き なが ら認 め られ る こと に な った。 そ の中 で

金 融 機 関 の 業 務 お よ び資 金,経 理 に関 連 した もの を主 とす る電 気 通 信 事 業

が 認 め られ,具 体 的 に は受 発 注業 務,売 掛 ・買掛 債 権 管 理 業 務 な ど資 金 決

済 に関 す る もの の ほか,会 計,税 務,資 金 運 用 な ど に関 す る デ ー タ処 理 お

よ び そ の 際 に通 信 の媒 介 業 務 を伴 うよ う な場 合 が該 当す る もの と考 え られ

る。

こ う した措 置 に よ り金 融 機 関の 業 法上 の 制 約 は幾 分緩 和 され,電 子 取 引

化 に伴 う受 発 注 業 務 を 中心 と した商 流 の変 化 に金 融 機 関 と して も対 応 して

い け る道 が拓 か れ た と も言 え る。 しか し,決 済 に係 わ る情 報 通信 の 面 で は

金 融機 関 の方 が 優 位 にあ る と して も,受 発 注業 務 と の連 動処 理 とい った ニ

ー ズ に応 え る た め には 各 々 の 業 界や グル ー プ固 有 の 事 務 処 理 形 態 もあ る も

の と考 え られ,こ う した各業 界 や グル ー プ寄 りのVAN業 者 との協 力 は 不

可 欠 で あ ろ う。 ま た,前 述 した よ うに,多 角 的 な決 済処 理 や情 報還 元 の 上

で は さま ざ ま な 業 態 に ま た が る金 融 機 関 の マ ルチ バ ン クサ ー ビス が 必 要
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で あ り,金 融 機 関 側 で こ う した ニ ー ズ に応 え る努 力 を して い く必 要 が あ ろ

う。 さ もな けれ ば,米 国 のNDCやADP社 の よ うに,大 手 の 情報 通 信 業

者 が,こ う した サ ー ビス に進 出 し,ま た そ れに頼 らざ る を え な くな ろ う。

この ほか,資 金 決 済 に要 す る費 用 の軽 減 の た め の検 討 を 金 融 機 関 と して

も迫 られ る可 能 性 が あ る。 フ ァル マの 共 同 決 済 口座 の 設 置 や,一 括 支 払 シ

ス テ ム の導 入(年 内 に は実 施 さ れ る予 定)な どは,こ う した企 業側 の ニ ー

ズを反 映 した もの と言 え よ う。
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一
第5章 電 子 取 引 に お け る キ ャリア ・

VAN業 者 に 関 す る 諸 問 題

企業間 における電子取 引(金 融取引,物 流取引,請 負その他の継続的取引)の

進展 と通信 サー ビスの高度化 に伴 い,第 一種通 信事業者(キ ャ リア)やVAN業

者の果す役割 も増 々重要 に な って くる。そこで,キ ャ リアやVAN業 者 が何 らか

の事情 によ りサ ー ビスの提供 を行 えない場合の影響が極 めて重大 にな る事態 も考

え られ る。

こ こで は,電 子取 引 に お いて キ ャ リア やVAN業 者 が提 供 す る サ ー ビス に関 連

す る法律 的 な 諸 問題 を中 心 に提 起 し,整 理 す る こ と とす る。

1.キ ャ リア ・VAN業 者 の 提 供 す るサ ー ビス

上 記 の 問題 を 整理 す る に あ た って は,ま ず,キ ャ リアやVAN業 者の 提 供 す

る サ ー ビス内容 を 明確 にす る必要 が あ ろ う。

(1)'キ ャ リアの 提 供 す る サ ー ビス

キ ャ リアの 提 供 す る サ ー ビス は,基 本 的 に当 該 キ ャ リアが 許 可 を受 け た電

気通 信 役 務 と い うこ と にな る。最 も基本 的 かつ重 要 な サ ー ビスは,電 気 通 信

回 線 設 備 を設 置 して 行 う電 気 通信 役 務,す なわ ち回 線 提供 で あ る こ とは 言 う

まで もな い(電 気 通 信 事 業 法(以 下 「電 通 法 」 と い う。)6条)。 この 回線

提供 は送信 者 の 手 許 に あ る端 末機(電 話 機 ・コ ン ピ ュー タ等)に よ って 電 気

信 号 化 され た 情 報 に 処 理 加 工 を 加 え ない で受 信者 に伝 送 す るとい う基 本 的 特

性 を有 す る こ と にな る。

(2)VAN業 者 の 提 供 す るサ ー ビス

VAN業 者 は,電 気 通 信 回 線 設 備 を 設置 せ ず に電 気 通信 事 業 を 行 う も の で

あ り(電 通法6条3項),具 体 的 には,「 第 一種 通 信 事 業 者 か ら賃 借 した通

信回 線 に 自営 の コ ン ピュ ー タを介 在 させ て,メ ー ル ボ ッ クス ・サ ー ビス や プ

ロ トコル変 換,フ ォー マ ッ ト変 換 等 の付 加 価 値 通 信 を行 うサ ー ビス」 で あ る。

す な わ ち,発 信者 か ら送 られ た デ ー タ にVAN業 者 の コ ン ピ ュー タに よ る処
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理 加 工 を 加 えて 相 手 方 に伝 送 す るサ ー ビス を行 う と言 え る。

VANシ ス テ ムを 利 用 した受 発 注 デ ータ交換 に お いて は

① 発 注 者 は発 注 デ ー タを 自社 の 端 末 又 は コ ン ピュ ータ に イ ンプ ッ トし

② オ ン ライ ン等 の方 法 に よ り これ らの デ ー タをVAN業 者 に 引 き渡 し

③VAN業 者 は引 き渡 され た デ ー タ に コ ー ド変 換,プ ロ トコル 変 換 等 の

処 理 加 工 を加 え

④ オ ン ライ ン等 の方 法 に よ り これ らの デ ータを 受 注 者 に 引 き渡 す 。

と い う手 順 で デ ー タ交 換 が 行 わ れ る。

実 際 に提供 され るVANサ ー ビスは これ らの手 順 を シス テ ム と して提 供

す る こと も多 い で あ ろ うか ら,提 供 され るサ ー ビス は,具 体 的 に は

イ。発 注 デ ータ の処 理 プ ロ グ ラム の 設 計 ・開 発

ロ.プ ロ トコ ル変 換,フ ォ ー マ ッ ト変 換,コ ー ド変 換 等 の プ ロ グラ ムの

設 計,開 発 お よ び実 施

ハ 。受 発 注 デ ー タの伝 送 役務

と い う こ とに な ろ う。 また,オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クを 利 用 して収漬

し得 る受 発 注 デ ー タを 利 用 した デ ータ ベ ー ス に よ る売 れ筋 商 品 情 報 の 提供,

小 売 店 の 仕 入代 行,更 に は後 述 す る決 済 業 務 な ど 本来 の 通信 役 務 と は別 の

各 種 サ ー ビス も企 画 され,実 施 されて い る。

以上 概 観 した よ うに,キ ャ リアの 提供 す る通 信 役 務 の うち最 も主 要 な もの

は通 信 回 線 設 備 の 提 供 で あ り,VAN業 者 は,各 種 の プ ロ グ ラ ム,ソ フ トの

設計 ・開発 ・実 施,キ ャ リアの 通信 回 線設 備 を賃 借 して行 う伝 送,こ れ らに

付 随 す る別 個 の サ ー ビス を 提 供 す る。

両者 の 提 供 す る サ ー ビス の相 違 は,通 信 回 線 設 備 所 有 の有 無 に 由 来 す る も

の と考 え られ,問 題 点 を考 察 す る にあ た って も,こ の相 違 に意 味 が あ るよ う

に思 われ る。

2.キ ャ リアの 提 供 す る サ ー ビス の 責任 に 関す る問 題

前 述 の よ うに,キ ャ リアの 提 供す る最 も重 要 な サ ー ビス は通 信 回 線 設 備 の
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提 供 で あ る。 従 って,キ ャ リアの 提 供 す るサ ー ビスに 関 す る問 題 は,基 本 的

に は通 信 回 線 設 備 に関 す る役 務 の不 提 供 等 に関 す る問 題で あ る と言 え る。

こ の役 務 不 提 供 の 形 態 は大 別 して,① 通 信 途 絶 によ る役 務 不 提 供,② 通 信

途 上 に お け る デ ー タの変 質 等 の いわ ば不 完 全履 行型 の役 務 不 提 供 の 二類 型 に

分 類 で き よ う。

(1)通 信 途 絶 に よ る役務 不 提 供

世 田 谷 ケ ー ブル 事 故 の よ うに通 信 回 線 が 断絶 した り,交 換 機 の故 障 等 に

よ り通信 が途 絶 す る場 合 は法 律 上 履 行 不能 と考えられる。したがって,通 信 途

絶 に つ いて キ ャ リアに 故意 ま た は過 失 が あれ ば,こ れ に よ って 生 じた損 害

に つ い て キ ャ リアが損 害 賠 償 義 務 を 負 うの が民 法 上 の 原 則 で あ る。

しか しな が ら,NTTの 約 款 上 は,後 述 の よ うに,損 害賠 償 の範 囲 を制

限 す る約 定(以 下 「責 任 制 限 条項 」 と い う。)が 設 け られ てお り,他 の キ

ャ リア も同 種 の 責任 制 限 条 項 を設 け る こ とに な ると見 込 ま れ る。

② 通信 途 上 に よ る デ ータ の 変 質(不 完 全履 行 型)の 役 務不 提 供

通 信 や コ ン ピュ ータ とい え ど も完 全 無 欠 な もの で はな く,む しろ,確 率

的 に は,何 ら人 為 が介 入 しな くと も,エ ラ ーが 発 生す るのが 当然 で あ る。

通信 途 上 に おい て この よ うな エ ラーが 発生 した場 合(例 え ば,あ る商 品 に

つ き 単価 を100円 と して 発 注 した の に,こ れ が1 ,000円 に変 質 して 伝 送

され た場 合,ま た は,あ る商 品 を100個 注 文 した の に,こ れ が1,000個 に

変 質 して伝 送 され た場 合 な ど)に は,デ ータの 伝 送 は あ る が,伝 送 され た

デ ー タが,本 来 伝 送 され るべ き デ ー タ と違 って お り,こ の よ うな変 質 され

た デ ー タの伝 送 は,法 律 上,不 完 全 履 行 と考 え られ,通 信 途 絶 と異 な り,

非 継 続 的 に発 生 し得 る場 合 も考 え られ る。

現 在 のNTTの 約 款 上 は,こ の よ うな不 完 全 履 行 に よ る役 務 不 提 供 に関

す る規 定 は な い。 この こ とは,一 見 す る と,NTTが 不 完 全 履 行 に よ る通

常 の 損 害 賠 償 義 務 を 負 うか に も思 え る。 しか しなが ら,実 務 上 は,通 信 途

上 にお け る デ ー タの 変 質 等 の い わば 通 信 品 質 の劣 化 につ いて は,そ の 状 態
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が 一 定 期 間 以上 継 続 した 場合 に限 り,役 務 の 不 提 供 とみ な し,(1)と 同様 の

賠 償 を す る と い う処 理 が な さ れ て い る よ うで あ る(電 気 通信 事 業 に お ける

損 害 賠 償制 度 の在 り方 に関 す る調 査 研 究 会報 告 書(以 下 「報 告 書 」という)

3頁 参照)。

③ 責 任 制 限 条項

上述 の よ う に,現 在,キ ャ リアの役 務 不 提 供(不 完 全履 行 を含 む 。 以下

特 記 しな い か ぎ り同 じ。)に つ い て は責 任 条 項 が置 か れ て い る。 この よ う

に,キ ャ リアの 責 任 を限 定 しよ う とす る態 度 は,わ が 国 だ けで は な く,先

進 国 に お いて 共 通 で あ る。(例 え ば,ニ ュ ー ヨー ク ・テ レホ ン,ATT,

BT,PTT(仏),DPT(独)な ど も,程 度 の 差 は あ るが,か か る限 定 賠 償

制 度 を有 して お り,特 にPTT,DPTな ど は,一 定 の要 件(PTTは 連 続

7日,DPTは 連 続5日 以上 の 使 用 不 能)の 場 合 に お け る料 金返 還義 務 し

か負 わ な い 。)

NTT約 款 上 は,① 電 話 サ ー ビス(パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス 等 を 含 む。)

に つ い て は,連 続24時 間 以 上 の 利 用 不 能 の場 合 に,そ の 日数 に 対 応 す る

使 用 料(定 額 で 定 め られ て い る もの に限 る)を 返 還 し,更 に,NTTの

責 に帰 す べ き連 続24時 間 以 上 の利 用 不 能 の 場 合 に は,日 数 に対 応 す る使

用 料(定 額 で 定 め られ て い る もの に 限 る)の5倍 の賠 償 を 行 う こと と され,

② デ ー タ通 信 設 備 サ ー ビス につ いて は,例 え ば端 末,接 続 用 電 子 計算 機,

定 額 制 回 線 が1日 の使 用 時 間 の2分 の1以 上 使 用 不 能 と な った場 合 に,日

数 に対 応 す る使 用 料 を 返 還 し,更 にNTTの 責 に帰 す べ き1日 の使 用時

間 の全 部 に っ いて 使 用不 能 の 場 合 に は① 同 様 の賠 償 を 行 い,③ 専 用 サ ー ビ

ス の 場合 に つ い て は,12時 間以 上 利 用 不 能 の 場合 に は時 間 に対 応 する 使

用 料(12時 間 の 倍数)の 使 用料 を 返 還 し,更 にNTTの 責 に帰 す べ き

12時 間 以 上 の 利 用不 能 に つ いて は時 間 に 対 応 す る使 用 料(12時 間 の 倍

数)の5倍 の 賠 償 を行 う等 の 規 定 が 設 け られ て い る。

わ が 国 に お いて も,諸 外 国 に お いて も,か か る責 任 制 限 制 度 が採 用 され
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て い る理 由 は,

イ.通 信 事 業 者 は回 線 を 提 供 す るの み で,伝 送 され る通信 の 内 容 自体 に は

タ ッチ して い な い こ と。

ロ.損 害賠 償 を 無 限 定 にす る と,通 信 コス トもそれ に 応 じ高額 と な り ,大

量 か つ 安価 な 通 信 サ ー ビス の 提供 が で き な くな る こ と。

ハ 。通 信 途 絶 等 に よ る損 害(特 に間 接 損 害)は 算 定 す る こ とが困 難 で あ り

か つ,時 と して その額 も巨額 に な り,通 信 業 者 の 存立 を危 く しか ね な い

こ と。

を あ げ る こ とが で きよ う。

これ らの理 由 に基 づ く限定 賠償 制 度 は,最 もな面 もあ る。

た だ し,現 行 のNTT約 款 上 は,

イ.NTTに 故意 ま た は重 過 失 あ る場 合 に も責任 制 限条 項 を適 用 す る こ と

(例 え ば,ニ ュ ー ヨー ク ・テ レホ ンは か か る場 合 に賠 償 額 を 限 定 して い

な い)

ロ。 損 害 賠 償 制 度 が 一 定 程 度 時 間 的 に継 続 す る使 用 不能 を 中心 に構 成 され

て い る た め,一 過 性 の デ ータ変 質 な どの通 信 品質 不 良 に よ る賠 償 が 考 え

られ て い な い,

な どの 問題 が あ り,今 後,こ れ らの 問題 に つ いて 検 討 が 必要 に な ろ う。

(な お,NTTは 近 く損 害 賠 償制 度 の 内容 を 一部 変 更す るとの ことである。)

(4)キ ャ リアの 相 互 接 続 の 場 合 の責 任

周知 の とお り昭 和60年4月 か ら電 気 通 信 三 法 の 改 正 に よ り,キ ャ リア

に っ いて もNTTの 独 占体 制 が廃 止 され,今 後 はNTTと 他 の キ ャ リアの

通 信 回 線 の 接続 が 行 わ れ る こ とに な る。 例 え ば,東 京 ・大 阪 に 市 内通 信 回

線 設 備 を 有 す るA社 の回 線 に,同 区間 の 市 外 回 線 設 備 を 有 す るB社 が回 線

を接続 す るよ うな例 が発 生 す るので あ る。 この よ うな キ ャ リア の相 互 接 続

の 場 合 に,上 述 の通 信 途 絶 や デー タの 変 質 が 生 じた 場 合 に は,

① どの 通 信 業 者 の通 信 回線 設 備 下 にお いて途 絶 原 因 や変 質 原 因 が 生 じた
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か を追 及 す るこ とが 困難 な 場 合 が あ り得 る。

② 途 絶 原 因 や 変 質 原 因 が 確 定 され た場 合 で あ って も,各 キ ャ リア の損 害

賠 償 制 度 が異 な る場 合 に い ず れ の キ ャ リアの 制度 が適 用 され るか を一 義

的 に 決定 す る こ とが 困 難 で あ る。

③ い ず れ か一 方 のみ の キ ャ リアの 責 に帰 すべ き事 由 によ る途 絶 ・変 質 に

つ いて,他 の責 に帰 す べ き事 由 な き キ ャ リア もユ ー ザー に対 して 連 帯 し

て 責任 を 負担 す るか否 か,

な ど新 た な問 題 が発 生 す る。

これ らの 問題 は,各 キ ャリアど う しの 通信 回 線 接 続 契 約 や,各 キ ャ リアの

約 款 によ って解 決 され る こ と に な ろ うが,途 絶 や変 質 の原 因,特 に変質 の

原 因 究 明 が 困 難 で あ る こ と,な ど単 に契 約 上 で 解 決 で き な い問題 が あ る。

今後 充 分な 議 論 を な さな けれ ば な らな いで あ ろ う。

3.VAN業 者 の 提供 す る サ ー ビス の責 任 に関 す る問 題

VAN業 者 の 提供 す る サ ー ビス は,前 述 の とお りで あ るが,こ れ を 分類 す る

と,① デ ー タの 処 理 加 工 に関 す るサ ー ビス,② デ ー タ の伝 送 に 関 す る サ ー ビ

ス,③ デ ー タベ ース ・サ ー ビ ス その 他 の 付 随 的 サ ー ビス の三 類 型 に 分 け るこ

とが 出来 る。 従 って,VAN業 者 の 役 務 不 提 供 ま た は役 務 の不 完 全 な 提供 に

関 す る 問題 は こ れ らの 類型 ご と に考 察 す る のが 便 宜 で あ ろ う。 な お ・VAN

業者 の 多 くは一 般 第 二 種 通 信 業 者(昭 和61年6月 現 在 のVAN業 者 総 数

252社 の うち243社 が 一 般 第 二種 通 信 業 者)で あ るが,一 般 第 二 種 通信

業 者 は,第 一種 通 信 業 者,特 別 第 二種 通信 業者 と異 な り,約 款 を定 め る こと

も,VANシ ステ ム利用契約 上役務不提供 に関す る損害賠償 の定 めを設 ける

ことも法律 上義務 づけ られ てい ない ことは注意 を要す る。

このため,上 記 三類型 のサ ー ビスの役務不提供等 に関す る問題 はユ ーザ ー

・VAN業 者間のVANシ ステム利用 契約 によ り,あ るいは同契約 に定めな

き場 合は民法 ・商法等の一般法 に より解決 され ることにな る(「 電気通信事

業 にお ける損害賠償制度 の在 り方 に関す る調査研究会調査報告書(資 料編)」
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に よ る と,同 研 究 会 の ア ンケ ー ト調 査 に回 答 したVAN業 者73社 の うち,

22社 が 契 約上 責 任制 限 条 項 を 設 けて い る とい う。)。 以下 この前 提 を 基 に

前 記 三 類 型 の サ ー ビ スの 役 務 不 提 供 等 の 問題 に関 す る考 察 を 行 う。

(1)デ ー タの処 理 加 工 に関 す るサ ー ビスの不 提 供 等

デ ー タの処 理 加 工 に関 す る役 務 不 提 供の 典 型 的 な場 合 は,処 理加 工 プ ロ

グ ラム の ミス によ る デ ー タの変 質 で あ ろ う。 例 え ば コ ー ド変 換 プ ロ グラ ム

の ミス に よ り 商 品 の コ ー ドが誤 ってB商 品 に変 換 され た 場 合 で あ る。 こ

の よ うな エ ラーは,法 律 上 は,債 務 不履 行(不 完 全履 行)に あ た る ことは

言 うま で もあ る ま い。 こ の ケ ースの 場 合 に は,約 款 上 また はVANシ ス テ

ム利 用契 約 上 に責 任 制 限 条 項 が な い場 合 に は,VAN業 者 は民 法 上 の 原 則

に 従 い,通 常 損 害,特 別 損 害 の賠 償 責 任 を 負 う こと にな る。

た だ,こ の損 害 賠 償 額 の算 定 が 困 難 で あ る こ と,賠 償 額 を 無 限 定 にす る

と通 信 コ ス トが それ に応 じて高 額 になることは,第 一種 通 信 事 業 者 の 損 害 賠

償 の個 所 で触 れ た と同 様 で あ り,特 にVAN業 者 か らは,受 託 料 と シス テ

ム維 持 の コス ト計算 をす れ ば 責任 制 限 は不 当 な要 請 で は な い 旨 の主 張 が さ

れ て い る。

② デ ー タの 伝 送 に関 す る サ ー ビス の不 提 供 等

VAN業 者 は第 一 種 通 信 業 者 か ら回 線 を 借 りて通信 役 務 を提 供 す る。 従

って,デ ー タの伝 送 に関 す る役 務不 提 供 がVAN業 者 自 らの 責 に帰 す べ き

事 由 に よ る場 合 は 比較 的 まれ で あ ろ う。

しか しな が ら,VANシ ス テ ム利用 契 約 上,VAN業 者 は,一 般 的 に は

デ ータの 受 け取 りか ら相手 方 の伝 達 に 至 る まで包 括 的 な責 任 を 負担 す る も

の と考 え られ,こ の場 合 の 通信 回 線 設 備 の提 供 者 は,VAN業 者 が 自 らの

危 険 と責 任 に よ り使 用 す る履 行 補助 者 で あ る と も考 え られ る。 だ とす る と

法 律 上,履 行 補 助 者 の故 意 ・過 失 は債 務 者 の 故意 ・過 失 と同 一 視 され るの

で あ るか ら,結 局,VAN業 者 は,VAN業 者 が ユ ーザ ー の指 示 に基 づ き

ユ ーザ ーが キ ャ リアか ら賃 借 して い る通信 回 線設 備 を用 い て 伝 送 を行 うよ
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う な場 合 を除 き,自 らの故 意 ・過 失,キ ャ リアの 故 意 ・過 失 に基 づ く伝 送

の 不提 供 に つ いて 責 任 を 負 う こ とに な る。

た だ,キ ャ リア に対 す る関 係 で はVAN業 者 も回 線 の 利 用者 にす ぎ ず・

前 述 の 責任 制 限 条 項 が 適 用 され る こ とに な ろ う。 この た め,伝 送 の 不 提供

が キ ャ リア の 故 意 ・過 失 に 起 因 す る場 合,VAN業 者 と して は,キ ャ リア

か ら得 られ る補 償 の範 囲 内 で ユ ー ザ ーに対 す る責 任 を 負 担 す ると い う立 場

を と るこ とが 考 え られ,こ の よ うな約 定 を置 くVAN業 者 もあ る。

以 上 の 点 を 除 き,デ ー タの 伝 送 に関 す る役 務 の不 提 供 に つ い て は、 第 一

種 通 信 事 業 者 の と こ ろで触 れ た と ころ とほ ぼ同 様 で あ る と考 えて よ い。

㈲ デ ー タベ ース ・サ ー ビス そ の他 の付 随 的 サ ー ビス に関 す る責 任

VAN業 者 は,そ の業 務 の 性 質 上,交 換 され る さま ざ ま な デ ー タを収積

す る こ とが 可能 で あ る。 現 時 点 に お い て は,ユ ーザ ー側 の デ ー タ の取 扱 い

に 対 す る厳 重 な 要 請 や,VAN業 者 自身 も デ ー タ に直 接 タ ッチす る こ とを

差 し控 え る とい う傾 向 か ら うか が わ れ,VAN業 者 が こ れ らの デ ー タ を積

極 的 に 利用 して い るケ ー スは な いよ うで あ る。 しか しな が ら ア メ リカで は

POS情 報 を収 積 ・利 用 す る ス キ ャン ・デ ータ ・サ ー ビ スが 稼動 して お り,

わ が 国 にお いて も同 種 の サ ー ビスが 流 通 シ ステ ム開発 セ ン タ ー に よ る流 通

デ ー タ ・サ ー ビス実 験 と して 計 画 され て い る。

こ の よ うな現 状 か ら考 え て,VAN業 者 が デ ータを 収 積 して 同種 の デ ー

タ ベ ー スサ ー ビス を 実施 し得 る こ と も将 来 的 に は考 え られ る。

た だ,VAN業 者 は,法 律 上 秘密 保 持 義 務 を 負 って お り(電 通 法4条)・

VAN業 者 が著 作 権 法 上 デ ー タ ベー ス著 作 権 を有 す る とい って も(著 作権

法12条 の2),ユ ー ザ ーの 同 意 な く して収 積 され た デ ー タを デ ー タベ ー

スの 一 次 資 料 と して使 用 し得 るか否 か に は問 題 が あ る(こ の点 につ き室 町

正 実 「VANシ ス テ ム」 を利 用 した受 発 注 デ ータ交換一 発 注 デ ー タに関 す

る諸 問 題NBL354号6頁 以 下参 照)。VAN業 者 が 付 随 的 サ ー ビス と

して デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス を行 う場合 は,ま ず この 問題 を検 討 す る必 要
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が あ ろ う。

また,ユ ーザ ーの 同 意 等 によ りVAN業 者 が デ ー タ ベ ース ・サ ー ビスを

行 え る場 合 に,そ の サ ー ビス を提 供 しなか った と き,ま た は,提 供 した サ

ー ビス に暇 疵 が あ っ た場 合 の問題 は ,前 述 の通 信 役 務 の不 提 供 と は別 個 の

もの と して 考 え るべ き で は あ る ま いか。

この点 に関 して は,い まだ に議論 が な され て い ない が,例 え ばVAN業

者 が誤 った 売 れ筋 商品 情報 を提 供 した こ とに よ りユ ー ザ ーが 損 害 を 生 じた

場合 を想 定 す ると,ユ ー ザ ー はVAN業 者 に対 して不 完 全履 行(ま た は暇

疵担 保 責 任)の 責 任 を 追 及 し得 る か,情 報 の過 誤 と損 害 の 間 に 相 当因 果 関

係 が認 め られ る のか,救 済 され る損 害 の範 囲 は履 行 利 益 な の か 信 頼 利 益 な

の か,な どの 問題 が 出て く る。 デ ー タベ ース ・サ ー ビスの 提 供 者 は一 種 の

情報 提 供 者 責 任 を負 うこ と に な ろ うが,今 後 検 討 す るべ き課 題 と思 わ れ る。

VAN業 者 は,前 述 の よ うに ユ ーザ ーか らの デ ータを 自 ら積 極 的 に 利用

しない場 合 で あ って も,ユ ー ザ ー とのVANシ ス テ ム利 用 契 約 に基 づ き,

また は,VAN業 者 自 らが緊 急 時 の バ ッ クア ップ ・フ ァイ ル と して,受 送

信 に か か る デー タ を ジ ャ ー ナル と して保 存 す る場 合 が あ る。 特 に,VAN

シス テ ム利 用 契約 上 か か る デ ー タの保 存 が義務 づ け られ,ユ ーザ ーの 利用

権 が 約 定 され て いる場 合 に は,こ れ も付 随的 サ ー ビス の 一種 と考 え て 差 し

支 え な いで あ ろ う(こ の 点 に つ き室 町 正実 「VANシ ス テム を 利 用 した受

発 注 デ ー タ交 換 一 発 注 デ ー タに 関 す る諸問題 」NBL354号6頁 以 下

参 照)。

ユ ーザ ーがVAN業 者 に対 して その 保 存す るデ ー タの 提 供 を 求 め る場 合

と して は,例 え ば,発 注者 と受 注 者 間 で 受 送信 デー タ に食 い違 い が あ る と

き に,各 自の 保 存 す る デ ー タ とVAN業 者 のデ ータを 照 合 す る,な どの ケ

ース が考 え られ る。

この 約 定 が あ る場 合 にVAN業 者 が デ ータの保 存 を 怠 った とき に は ・ 当

然 に債 務 不 履 行 の 問 題 が 発 生 す る。 しか しなが ら,前 述 した デ ー タベ ー ス
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・サ ー ビス と同 様 に ,デ ータ保 存 義 務 違 反 と損 害 との間 の 因 果 関 係 が認 め

られ るか 否 か,救 済 され る損 害 の 範 囲 は履 行 利 益 なの か 信 頼 利益 な のか,

な どの 問題 は 依 然 と して残 され て お り,保 存 義 務 違 反 に対 してVAN業 者

の 負担 す る責 任 は必 ず しも明確 とは言 え な い。

デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビスや 受 送 信 デ ータ の 保 存 サ ー ビス は,付 随 的 サ ー

ビス と言 って も通 信 役 務 提 供 との 関連 性 が 高 い。 とこ ろが,前 述 の 「小売

店 の仕 入 代 行 サ ー ビス 」 の よ うな 新 しい サ ー ビスはVANシ ス テ ムを 利用

して は い るが,も は や通 信 役 務 提 供 と は関連 性 の薄 い別個 の サ ー ビス と考

え て差 し支 え な いで あ ろ う。

例 え ば,小 売 店 の 仕 入代 行 サ ー ビス は下 記 の よ うな 仕 組 で あ る とい う。

① 代 行 サ ー ビス提 供 者(VAN業 者 で もあ る)は,小 売 店 か ら各 種 の 商

品 発 注 デ ー タを 収集 す る。

② 代 行 サ ー ビス提 供 者 は 収集 した 商 品 発 注 デ ー タを仕 入 先 ご とに分 類 し

各 仕 入 先 に商 品 の発 注 を行 い,提 携 して い る配 送 セ ンタ ーを 通 じ,商 品

の納 入 を行 う。

③ 小 売 店,仕 入 先 は それ ぞれ 銀行 に 口座 を つ くり,代 行 サ ー ビス提 供 者

か らの 取 引 デ ータ を 基 に 口座 振替 に よ る代 金 決 済 を行 う。

な お,こ の シス テ ム に よ って 代行 シス テ ム提 供者 は仲 介 手 数 料 を 得 る と

い う こ とに な る。

この よ う な シズ テ ム は,同 じくVAN業 者 が 提 供 す るサ ー ビス と言 って

も法律 的 に は仲 立 営 業(商 法543条)ま た は これ に 類似 す る営業 で あ る

と考 え られ る。従 って,こ の シス テ ム に お いて は,VAN業 者 は結 約 書 の

交 付 義 務(商 法545条),自 らの履 行 義 務(同 法549条)等 の義 務 を

負 担 す る こ とに な ろ う。 そ うす る と,VAN業 者 とユ ー ザ ーの 間 に特 段 の

約 定 が な い場 合 に は,VAN業 者 は小 売 店 の仕 入代 行 サ ー ビス に関 す る仲

立 人 の責 任 を 一 切 負担 す る こと とな り,仮 に特 段 の 定 め を もっ て その責 任

を制 限す る 場 合 で あ って も,前 述 の 通 信 役 務 不提 供 に関す る責 任 制 限 条項
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の 根 拠 は非 常 に成 立 しに くい もの と な るの で はあ る ま いか 。

VAN業 者 の 行 う付随 的 サ ー ビス の例 と して,デ ータベ ース ・サ ービスや

デ ータの 保 存 サ ー ビス,小 売 店 の仕 入 代 行 サ ー ビス など を取 り上 げ た が,

こ れ らの サ ー ビスに っ い ては これ とい った判 例 や研 究 もな く,実 務 の 動 向

も必 ず しも定 って い る とは言 え な い。 今 後VAN業 者 は,よ り付 加 価 値 の

高 い サ ー ビスと して これ らの サ ー ビス を行 う可能 性 が あ り,実 務 的検 討 を

要 す る分野 と言 え よ う。

そ こで,次 第 でVAN業 者 を 利 用 した フ ァー ムバ ンキ ングを 例 に金 融 機

関 の サ イ ドか ら問 題 の考 察 を 行 う こ と とす る。

4.VAN業 者 を利 用 した場 合 の フ ァー ムバ ンキ ングに お け る 問 題

(主 と して金 融 機 関 か らみ た視 点)

〔1)問 題 の所 在

資 金 移動 を伴 う フ ァー ムバ ン キ ン グの 利 用 は未 だ 普 及 して い る と は言 え

な い状 況 に ある 。DDXサ ー ビスを 利 用 したオ ン ライ ン総 合 振 込 デ ー タ

伝 送 は,現 在 パ ソコ ンに よ る フ ァー ムバ ンキ ングの うち最 もよ く利 用 され

て い る サ ー ビス の うちの ・一 つ で あ るが,送 金 す る企 業 が 口座 引落 しを行 う

に あ た っ ては,小 切 手 や 預 金 払 い 出 し票 を 用 い るの が原 則 で,リ ア ル タイ

ムで の 送金 は行 わ れ て い ない 。 リア ル タ イ ムでの処 理 は,プ ッ シュ ホ ンや

キ ャプ テ ン端末 によ る もの が 限 られ た振 込 先 に対 して認 め られ て お り,本

年 の5月 か らはパ ソ コ ン によ る即時 資 金 移動 も認 め られ たが,同 一行 内の

事 前 登録 先 への 振 込 に 限 定 され て い る。

ま また,い わゆ るVAN業 者 を介 在 した即 時 資金 移 動 サービスも認 め られ て は

い な い 。 これ に は,セ キ ュ リテ ィ等 の 課 題 が 解 消 して いな い こ とが大 き な

事 由 の よ うで あ るが,現 状,VAN業 者,利 用 企業,金 融 機 関 共 にそ の ニ

ー ズ は低 い よ うで あ る。

しか し,将 来 的 に はVAN業 者 を利 用 した 資 金 移動 も認 め られ るで あ ろ

う し,VAN業 務 に付 随 した形 で リアル タ イ ムでの 資金 移 動 サ ー ビスを 行
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うニ ーズ が,VAN業 者 の み な らず 利用 企業,金 融機 関 か ら も生 じて くる

もの と思 わ れ る。大 手 のVAN会 社 は,NTTの ア ンサ ー と同 様 な 資 金移

動 取 引 サ ー ビスを展 望 して い るよ うで あ る。

そ の場 合,VANシ ス テム 自体 が 如 何 な る方 向 に発 展 す るか 分 か らず,

ま たVANシ ス テ ム 自体 に如 何 な る課題 を 内 包 して い るか も現 段 階 で は必

ず しも定 か で な い が,VANシ ス テ ム発 展 の 下 で の フ ァームバ ンキ ングにお

い て,法 的 な観 点 か ら予想 され る問 題 点 を列 挙 す れ ば以 下 の よ うに な ろ う。

① エ ン ド ・ユ ーザ ー(顧 客)とVAN業 者,VANを 利 用 して サ ー ビス

を 提供 す る銀 行,流 通業 者 等 との相 互 間 の権 利 ・義 務 関 係 が 複雑 に な る。

特 に,複 合 化 し たVANシ ス テ ム(VANシ ステ ムが 相 互 に結 合 され

た よ うな場 合 を指 す)の 下 で は,問 題 とな ろ う。

② 複 合 化 したVANシ ス テム の 下 で は,デ ー タが消 失 ・変 造 した 場合 に

原 因 の所 在,責 任 の 分界 が 不 明確 な 事 態 が生 ず る可能 性 が あ る。

③VANシ ステ ムが発 展 した下 で一 旦,事 故 ・障 害 が発 生 す る と,不 特 定

多数 の エ ン ド ・ユーザ ーか ら,サ ー ビス提 供 者 た る銀 行,流 通 業 者(場

合 に よ って はVAN会 社 も含 ま れ よ う)は 損 害 賠償 責 任 を 追 及 され る可

能 性 が あ る。

④ 個 人 ・企業 の デ ー タの漏 洩 の 危 険 が高 ま る。 デ ー タの盗 用 ・横 流 し等

の 不 正 行 為 が生 じて も原 因 の所 在 の究 明 が難 しい こ と も考 え られ る。 ま

た,そ の場 合,サ ー ビス提 供者 が 被 害 に あ った エ ン ド ・ユ ー ザ ーに 対 し

て如 何 な る責 任 を負 うの か とい った こ と も問 題 とな る。

(2)VAN業 者 利 用 に お け る契 約 当事 者 の形 態

これ らの 問題 を 考 え るにあ た って,ま ず予 想 され るVAN利 用 形 態 を分

類 すれ ば 次 の 四 つ にな ろ う 。

　

①VAN業 者 は大 企業,ユ ー ザ ー は一般 私 人

※VAN利 用者の意 。サー ビス提 供者,エ ン ド・ユーザーの双方を含 む。

②VAN業 者 は大 企 業,ユ ーザ ー は不 特 定 多数 の 企業

一60一



③VAN業 者 は大 企業,ユ ー ザ ーは特定 の大 企業

④VAN業 者 は 中小 企 業,ユ ー ザ ーは特 定 の企 業

(VAN業 者 との契 約 形 態 の あ り方)

VANシ ステ ム利 用 に あた ってのVAN業 者 との 契約 形 態 は 以下 のように

考 え られよ う。最 も,サ ー ビス提 供 者 とVAN業 者 との 関 係 に よ って は,

VAN業 者 と エン ド・ユ ーザ ーとの 契 約 は締 結 されな い可 能 性 もあ る。

①,② のケ ース に つ いて は,契 約 は定 型化 され,約 款 と い う形 を と る こ

とに な ろ う。 ま た,VAN業 者 は そ の優 越 的立 場 を利 用 す る こ との な いよ

う配 慮 す る必 要 が あ る。特 に,免 責約 款 に っ いて は慎 重 な 配 慮 が 望 まれ る。

ユ ーザ ーへ の十 分 な説 明 ,リ ス クの 開示 も必 要 で あ ろ う。

③,④ の ケ ース に つ いて は,契 約 形態 は 定型 的 な約 款 と は な らな いこ と

が 多 い で あ ろ う。 ま た,ユ ーザ ー よ り種 々の 注文 が 出 され るので,仮 に 紛

議 が 生 じ係 争 に持 込 ま れ て も文言 ど お りの 条項 の効 力 が 認 め られ るこ と に

な ろ う。 契約 内容 や リス ク につ い て は ユ ーザ ー も熟知 して い る ので,ユ ー

ザ ーへ の説 明 ・開 示 は不 要 で あろ う。

(参 考)現 在 のVAN業 者 利用 に お け る フ ァームバ ンキ ン グ契約 の 実 例

① ア ンサ ー型:銀 行=企 業(フ ァー ムバ ンキ ング契 約)

銀 行=NTT(NTTの 免責 条項 を 含 む 業 務 委 託 契約)

企 業=NTT(第 一 種 サ ー ビス利用 契約)

② 西 武 型:銀 行=企 業(フ ァームバ ンキング契約+企 業か ら銀行へ

VAN業 者 利 用念 書)

企業=VAN業 者(業 務 委 託 契 約)

③ 三 菱 型:銀 行=企 業(フ ァームバ ンキ ン グ契約 す企 業 か ら銀 行 へ

VAN業 者 利用 念 書)

銀 行=VAN業 者(VAN業 者 の守 秘 義 務)

企 業=VAN業 者(業 務 委託 契 約)

④FIP型:銀 行=企 業(フ ァー ムバ ンキ ン グ契約+企 業 か ら銀行 へ

一61一



VAN業 者 利 用 念 書)

銀 行=VAN業 者(責 任 の 分 岐 の 明確 化+VN業 者 の

守 秘 義 務)

企 業=VAN業 者(業 務 委 託 契約+VAN業 者 の守 秘義

務)

… た だ し,現 在 のVAN業 者 との 利 用 契約 で は,VAN業 者 の責 任 範

囲,賠 償 限 度 額 等 に つ い ての 明文 規定 を設 けて い な い ケ ー スが 多 く,

事 故 が生 じた場 合 は別 途 利 用 者 と協議 を す る扱 い とな って い る。 な お

① ア ンサ ー型 で は,銀 行=企 業 間 の 契 約 で銀 行 はNTTの 責 め に よ る

障 害等 の 責 任 を負 わ な い扱 い と して い る。

(3)VAN業 者 の故 意 ・過 失 に よ り顧 客(エ ン ド ・ユ ー ザ ー)に 与 え た 損害

の責 任

当 事者 間 の 契 約 内容 如 何 に よ るが,一 般 に次 の よ うに考 え られ よ う。

(銀 行 の責 任)

〈 ケ ー ス1>VAN業 者 が 銀 行 の履 行 補 助者 に あ た る 場合,次 の 二 通

りの考 え 方 が あ ろ う。

① 銀 行 が 顧 客 に対 して責 任 を負 う。

② 銀 行 はVAN業 者 の選 任 ・監 督 上 の 責 任 を負 うが,そ れ 以 上の 責

任 は負 わ な い 。

〈 ケ ー ス 皿>VAN業 者 が ま った く独立 の 立 場 に あ た る場 合。

銀 行 は 選択 上 の 責 任 を 負 うが,そ れ以 上 の責 任 は負 わ な い,と 一

般 に考 え られ よ う。(請 負 的 な 契約 を銀 行 が顧 客 と の間 で結 べば,

銀行 が 責 任 を負 うこ と も考 え られ よ う。)

(VANの 責 任)

<ケ ー ス1>VAN業 者 が銀 行 の履 行 補 助 者 にあ た る場 合

VAN業 者 は銀 行 に対 して の み責 任 を 負 う こ とに な ろ う。(勿 論

顧 客 か らも不 法 行為 責 任 を 問 わ れ る こ とは あ り得 る。)
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<ケ ー スH>VAN業 者 が 独 立 の 立 場 にあ た る場 合

VAN業 者 は 直接 顧 客 に 対 して も責 任 を 負 うこ とに な ろ う6

(利 用 企業 の責 任)

この ほか,利 用 企 業 がVAN業 者 の 下 請 け 的 に使 って い る場 合 に は

逆 に 銀 行 に対 して利 用 企業 がVAN業 者 の 故 意 ・過 失 に よ る損害 の 責

任 を 負 うこと も考 え られ る。

(4)過 失 の所 在 が 不明 確 な い し第 三 者 の 故 意 ・過 失 に よ る事 故 の 責 任

複 合 化 したVANシ ステ ムでは,こ う した事 態 を考慮 に 入れ る必要 が あ

る。契 約 に 明示 的 に盛 込 ま な い限 り,被 害 者 の 救 済 は無 理 で あ ろ う。 と く

に,② ① ② のVAN利 用 形 態 で は 問 題 に され る可 能性 が あ る。

しか し,本 件 は,シ ス テ ム参 加 者 間 の 責 任 分 担 が難 しい ので,リ ス ク分

散 の観 点 か ら保 険制 度 の活 用 や,基 金 の積 立 な ど が検討 され るべ き と も言

え よ う。

⑤ 契 約 成 立 お よ び取 引 内容 の 記録 に つ いて の 問 題

個 々 の 資金 移動 取 引 の 契約 の 成 否,換 言 す れ ば 申込 みを 受 け た銀行 に 指

図 の履 行 に つ いて の責 任 が生 ず るか 否 か は,一 般 に 申込 み と承 諾 とい う二

つ の意 思 表 示 の 合致 に よ って 成 立 す るが,(フ ァームバ ンキ ン グな ど)E

FT取 引 下 で は,紙 ベ ース の とき の よ うに相 互 に その意 思 を確認 で き る書

面 を交 わ す こ とに よ って契 約 が 成 立 す ると い う構 成 を取 り得 な い ため,予

め基 本 契約 で,紛 議 をか も さな い よ うに個 々の 契 約 の成 立 に関 し明確 に う

た って お くことが必 要 で あろ う。ち なみ に キ ャプ テ ン端 末 に よ る資 金 移動 取

引 の場 合 は,取 引規 定(試 案,基 本 契 約 に相 当)2条3項 で 顧客 の 依 頼 確

認 コー ドを銀 行 が受 信 した 時 点 で 申込 みに 応 ず る ことを 約 してお り,こ の

時 点 で 個 々 の 契約 が 成 立 す る と考 え られ る。 また,こ の 規 定 の中 で,仮 に

振 込 資 金 や手 数 料 が不 足 した り,受 取 人 口座 が 存 在 しない と きな ど,契 約

が 成 立 して も債 務 を履 行 で き な い場 合 を列 挙 し,そ の場 合 に は履 行 責 任 を

負 わ な い こ とを 明記 して い る。 こ う した手 当 て は,VAN業 者 を 経 由す る
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よ うな フ ァー ムバ ンキ ング に関 す る契 約 で は一 層 肌 目細 か く盛 込 む 必要 が

あ ろ う。

よ り重 要 な問題 は,個 々の 契 約 成 立 お よ び処 理 に係 わ る記録 の 保 有 お よ

び エ ラ ーの 訂正 手 続 に 関 す る もの で あ ろ う。紙 ベ ー スで は,例 え ば振 込 取

引 で は原 始 取 引 証 票 と して顧 客 の 手 許 に 「振 込金 受領 書 」,銀 行 の手 許 に

「振 込 依頼 書 」 が残 り,紛 議 が生 じた場 合 に は各 々証 拠 資 料 と して活 用 す

る こ とが で き る。 これ に 対 し,顧 客 端 末 か ら指 図 を 発信 す る取 引 で は,原

則 と して銀 行 側 お よ び企業 側 と もに紙 に よ る記録 が 残 らず,銀 行 側 に処 理

結 果記 録 お よ び交 信 記 録 が 残 る のみ で あ る。 勿 論,企 業 側 の端 末 に プ リン

タ ー装置 を 付 け れ ば銀 行 と同 様 の記 録 を残 す こ とは可 能 で あ るが,紛 議 が

生 じた 場 合 の記 録 と して は,記 録 の作 成 ・保 管 面 で の客 観性 ・信 頼 性 が要

求 され るこ とか ら,厳 格 な シス テ ム監 査 体制 にあ る 銀行側 の 記録 の 方 が 信

頼 性 が高 い と一 般 に考 え られよ う。 したが って,書 面 に よ る記録 を残 した い と

す る企 業 か らは,銀 行 か らの記 録 送 付 サ ー ビスの要 請 が 出 て く るか も知 れ

な い。 た だ,単 に 確認 の 目的 で あれ ば,銀 行側 で は あ る程 度 の期 間 に わ た

る照 会 サ ー ビス を 実施 して い る ことか ら,必 ず しも書面 に よ る送 付 は必 要

で は なか ろ う。な お,銀 行 の 問 題 と して は,従 来 の 原始 取 引証 票 に替 わ る

もの と して如 何 な る記録 を ど の程 度 の期 間 に わ た って保 存 す べ きか と い っ

た こ とを,よ く検 討 す る必 要 が あ る。

と こ ろで,欧 米 で は,取 引 明細 書(一 般 に期 間 計算 書 の か た ち)を 一律

に 交 付 す る代 わ りに,顧 客 に 一 定期 間 内 に お け る確 認 義 務 を負 わせ る ケ ー

ス が 多 い。 た だ,ア メ リカ の よ うに 法律(連 邦EFT法)で 定 め て い る場

合 を 除 けば,法 定 の 出訴 期 限 や 時効 の 問 題 が あ り,異 議 申 し立 て 期 間が 銀

行 と顧 客 間 で 結 ん だ 契約 にお い て,ど の 程 度 の 拘 束 力 を有 す るか は微 妙 な

問 題 が あ るよ うで あ る。

これ に 対 し,わ が国 の 場 合,顧 客 には取 引 内容 の確 認 義 務 が 明 示 的 には

課 され て お らず,ど ん な に古 くて も調 査 が可 能 で あれ ば調 査 し,対 処 して
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い るの が 実情 で あ る。

い ずれ が望 ま しい か は難 しい問 題 であ るが,わ が 国 に お い て は,消 費 者

を は じめ一 般 大 衆 を 対象 とす る取 引 に つ い て は,従 来 の 取 扱 いを踏 襲 す る

こ とが 望 ま しい と言 え よ う。

た だ,欧 米 的 な や り方 も,大 企 業 や金 融 機 関相 互 間 な ど特 定 の 取 引 で は

エ ラ ーの早 期 発 見 や取 引 内容 の早 期 確定 ひ いて は記 録 の保 存 期 間 の短 縮 な

ど に も資 す る もの と考 え られ るので 検討 に値 しよ う。 な お,欧 米 的 な方 法

を採 る場 合 に は,記 録 の訂 正 手 続 き につ いて,契 約 等 で 明確 に示 して お く

必 要 が あ る もの と思 わ れ る。

更 に,銀 行 の 処 理 結 果 や 口 座 残 高 等 に っ いて 顧 客 側 で 疑義 を生 じた場

合 の取 扱 い につ いて も明確 に してお く必 要 が あ ろ う。記 録 の作 成 が 銀行 に

委 ね られ て い る 場合 に は,銀 行 の機 械 記録 の 内 容 を も って処 理 せ ざ るを得

な い(キ ャプ テ ン規 定 試 案 で は4条2項 で こ の こ とを 顧 客 が確 認 す るか た

ちと な って い る)と 思 わ れ るが,銀 行 との間 で トラ ブル を 生 じな い よ う顧

客 か らの調 査 依 頼 や エ ラーが あ った場 合 の解 決手 続 な ど も基 本 契 約 その他

で 明示 して お くべ きで あ ろ う。

(6)VAN業 者 の 守 秘 義 務 につ いての 問題

わ が国 で は,デ ー タ 自体 の価 値 に対 す る関心 も低 か っ た こ とか ら,「 デ

ー タ保 護 」 に係 る法制 に つ いて は ,欧 米諸 国 に比 し整 備 は 遅 れ て い る。通

信 上の デ ータ保 護 法 規 は,憲 法(21条2項),電 気 通 信 事 業法(3条,

4条),電 波法(59条)な どに見 られ る程 度 で あ る。 したが って,VAN業

(注
者 従業 員 の守 秘 義 務 に つ い て は,電 気 通信 事 業 法 で定 め られ て い る とは 言

う ものの,使 用 者 と しての 責 任 も明 らか で な く,別 途 何 らか の方 法 で 企業

機 密 や顧 客 の プ ライバ シ ー保護 策 を講 ず る必 要 が あ ろ う。 現在,フ ァー ム

バ ンキ ング取 引 で は ,契 約 の 中 でVAN業 者 の 守 秘 義 務 を うた って お り,ユ

ー ザ ー企業 あ る い は銀 行 か らか な り厳 格 な 取 扱 いを 要 求 され てい るよ うで

あ る。
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デ ー タ通信 シス テ ム を利 用 して受 発 注 デ ー タ交換 取 引 を行 う場 合,VA

N業 者 は さま ざ ま な デ ー タを 集 積 す る こ とが 可能 で あ り,米 国 で は これ ら

の集 積 デ ータ に加 工 処 理 を施 した デ ータを 有 料 で売 買 す る大 き な マ ー ケ ッ

トが 存 在 す る。 こ れ らの 情 報 処 理 業 者 は,公 正 信用 報 告 法(1970年)に

よ る規制 を受 け,消 費 者 信 用 情 報 等 の作 成 お よ び取 扱 いに つ い て詳 細 に定

め られ て い る。 わ が国 で も,VAN業 者 が こう した市 場 に係 わ って く るよ

うに な れ ば,契 約 上 の守 秘 義 務 に 委 ね られ るだ けで はな く,何 らか の 法規

制 が必 要 に な って く る もの と思 わ れ る。

(注)

〔電 気通 信 事 業 法 第4条 〕 ① 電 気通 信 業 者 の 取 扱 い に係 わ る通信 の 秘 密

は 侵 して は な らな い。

② 電 気 通 信 事業 に従事 す る もの は,在 職 中電

'気 通 信 事 業者 の取 扱 中 に係 わ る通 信 に関 し

て 知 り得 た他 人 の 秘密 を守 らな けれ ばな ら

な い。 そ の職 を退 いた後 も同 様 で あ る。

〔罰 則 規 定 第104条2項 〕:電 気 通 信 事 業 に従 事 す る者 が,通 信 の 秘密

を侵 した時 は2年 以下 の懲 役 又 は50万 円

以下 の罰 金 に処 す る。

5.ネ ッ トワ ー クの 安 全 性 に関 す る対 応

受 発 注 デ ー タ交 換 な どの ネ ッ トワー ク ・シス テ ム は一 度 採 用 され ると従 来

の注 文書,注 文 請書 の 交 換 に よ る受 発 注 に戻 す こと は不 可 能 に近 い。従 って

ネ ッ トワー クの 安 全性 を 高 め,シ ス テ ム を常 に正 常 に機 能 させ る こ との重 要

な こ とは い う まで もあ る ま い 。 この ネ ッ トワー クの 安全 性 は,キ ャ リア,V

AN業 者 な どの 通信 業 者 と ユ ー ザ ーの三 者 に よ って 図 られ るべ き もの と考 え

られ る。

こ こで は,通 信 業 者 の と り得 べ き対応,ユ ーザ ー の と り得 べ き対 応 につ き

考察 す る。
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(1)通 信 事 業 者 の と り得 べ き対 応

① キ ャ リアの と り得 べ き対 応

すで に しば しば 述 べ た とお りキ ャ リアの最 も重 要 な役 務 は電 気 通信 回 線

設 備 の 設 置 ・提 供 で あ る。 そ して,キ ャ リアが ネ ッ トワ ー ク の安 全性 を確

保 す るた め に と り うべ き施 策 も,第 一 に は,電 気 通 信 回 線 設 備 を 安全 に

確 保 す る こと に あ る と言 え る。 昭 和59年11月 の 世 田谷 電 話 局 ケ ー ブ

ル火 災 事 故 に よ り,同 電話 局 の全 利 用 者 の通 信 が途 絶 した が,こ の 事故

以 来,NTTに お いて は,回 線 の多 重 化,ケ ー ブルの 難 燃 化,統 括 局 の

分散 等 の 安 全 対 策 を実 施 し,他 の新 規 キ ャ リア も事 故 の 対策 を検 討 して

い ると言 う。

今後,企 業 間 に お け る取 引 の ネ ッ トワー ク依 存 性 は増 々高 ま るで あ ろ

うか ら,こ の よ うな安 全対 策 が実施 され る こ とは,当 然 の こ と と な って

こよ う。

ま た,前 に触 れ た通 信 途 上 に お け る デ ータ変 質 の 問題,す な わ ち通信

品質 の 問題 に つ い て は,中 継 の誤 りや 外部 雑音 の 影 響 を で き るだ け 少 な

くな る よ うにす る技 術 的措 置 が考 え られ る と言 うが,こ れ らの 措 置 は 非

常 に コス トが か か る と い う。 現 在NTTは 符 号 伝 送 に つ いて加 入 電信 サ

ー ビス は10万 分 の1以 下 ,DDX交 換 サ ー ビスで は概 ね100万 分の1

以下 の 符号 誤 りに な る よ うに設 計 され,国 際 電 信 電 話諮 問 委 員会(CC

ITT)も 符 号 誤 り時 間 率 に つ いて の勧 告 を 出 して い る。

この通 信 品 質 の 問題 は,今 後 ネ ッ トワ ー クに依 存 す る ことが 多 くな る

企 業 間 の取 引 にお い て非 常 に重 要 な地 位 を 占め る と思 われ るの で(例 え

ば受 発注 デ ー タ交 換 を オ ン ライ ンで 行 い,こ れ に リンク して同 時 に 代金

決 済 を す るよ うな場 合,デ ータの 変質 は重 大 な事 故 を招 きか ね な い),

よ り低 コス トで 品質 を 高 め る技術 の 開発 が望 まれ る。

②VAN業 者 の と り う べ き対 応

前 述 した とお り,VAN業 者 の提 供 す るサ ー ビス は,デ ー タの処 理 加
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工 に関 す るサ ー ビス,デ ー タの伝 送 に関 す るサ ー ビス,そ の他 の付 随 的

サ ー ビス が あ る。

この う ち,デ ータ の伝 送 に 関 す るサ ー ビス に っ い て は,VAN業 者 は

キ ャ リアか ら回 線 を 賃 借 す るの で あ る か ら,比 較 的 述 べ る こと は少 な い。

す な わ ち,VAN業 者 自 らは デ ー タの伝 送 に関 す る安 全 性 に つ いて 独 自

の 対 応 を と る こ とが 困 難 なの で あ る。 た だ,あ る通 信 回線 が途 絶 した場

合 に備 え,他 の キ ャ リア と通 信 回線 の 利 用契 約 を締 結 し,通 信 回 線 の 多

ル ー ト化 を 図 るな どの 対 応 は,今 後 十 分 に考 え られ るで あ ろ う。

デ ー タ の処 理 加 工 に 関す る サ ー ビス につ いて は,処 理 加 工 に関す るプ

ロ グ ラ ム(フ ォ ー マ ッ ト変 換 プ ロ グラ ム,プ ロ トコル変 換 プ ロ グ ラム等)

を正 確 に 開発 す る こ とが,ま ず基 本 と な ろ う。 更 に,前 述 した通 信 品質

の 問題 に関 連 して は,品 質 事故 を防 止 す る た め,パ リテ ィ ・チ ェ ッ クな

どの シス テ ムを あ らか じめ 付加 す る こ とも考 え られ るで あ ろ う。

付 随 的 サ ー ビス に関 して は,現 時 点 に お い て は どの よ うな問 題 が発 生

し,こ れ に 対 し,ど の よ うな 対 応 を とれ ば ネ ッ トワー クの安 全 性 を 図 れ

るか は必 ず し も明 白で は な い。

VAN業 者 が 行 う付 随 的 サ ー ビスの 現状 を 分析 し,こ れ を 検討 す る必

要 が あ ろ う。

(2)ユ ー ザ ーの と り うべ き対 応

しば しば繰 り返 す よ うに,コ ン ピ ュ ー タを 用 い た ネ ッ トワ ー クと言 え ど

も完 全 無欠 な もの で はな い。 ネ ッ トワ ークを利 用 す る ユ ー ザ ー と して は,

この こ とを前 提 に して ネ ッ トワ ークの 安全 性 を 図 る た めの 対 応 を と るべ き

で あ ろ う。

技術 的 に は,送 られ た デ ー タに関 す る異 常 値 検索 シ ス テ ムな どが実 用 化

され るこ と に な ろ う(例 え ば ア メ リカの 銀 行間 決 済 シス テ ムで あ るCHIPS

-TheClearingHouseInterbankPaymentsystem－ で は,一

定 限 度 額 以 上 の金 額 の決 済 が 行 われ な い よ うな プ ログ ラムが 採 用 され て い
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る)。

また,デ ータ トラブル が 発生 した場 合 の処 理 に つ いて,デ ータ交 換 の 相

手 方 と基 本 契 約(継 続 的供 給 契 約)を も って,あ らか じめ定 めて お くこ と

は極 めて 重要 で あ ろ う。例 え ば,デ ータ の変 質 が あ った場 合 の 受 注者 ・発

注 者 間 の法 律 関係 は極 め て複 雑 な もの に な る。 この よ うな事 態 が 生 じた 場

合 や,最 も多発 す る と思 わ れ る発 信 者 側 の デ ータ入力 ミス に つ いて,そ の

処 理方 法,損 害 の 負担 方法 を定 め て お くこ と は意 味が あ る。

この よ うな観 点 か ら,受 発 注 デ ー タ交 換 の場 合 の ユ ーザ ー間 の継 続 的供

給 契 約(基 本 契 約)の 問 題 は,本 格 的 に検 討 され て しか るべ き もの と考 え

る。

こ こで は,電 子 取 引 ル ール の 問題 に関 し,キ ャ リア ・VAN業 者 に関 連 す

る問 題 を 提供 す る サ ー ビス ご とに概 観 した 。 しか しなが ら,こ の問 題 は高 度

の技 術 的 問題 点 を含 み,法 律 的 検討 も端緒 に つ い た ばか りで あ る。 また,

UNCITRALやCCITTに よ る国 際 的 な検 討 もな され て お り,ネ ッ トワー

ク取 引が 世 界 的規 模 で拡 大 して いる現 状 を 見 ると,こ れ らの国 際 的動 向 を 無

視 す る こ とはで きな い。

今 後 この 分 野 に関 す る論 議 が 更 に な され る こ とを期 待 す る。
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第6章 電子取引における法的諸問題

1.電 子 取 引 に お け る法 的観 点

コ ン ピ ュー タが ネ ッ トワ ー クに より結 ばれ,い ろ い ろ な情 報 が通 信 され る

こ とに な る。 この 情 報 移転 に は次 の もの が考 え られ る。

① 価 値 の移 転:資 金 の 移動 を 電 気 的信 号 の 移転 で 行 う。EFT

② 信 用 の 移転:将 来 の 決 済 の 資 金 等 を 金融 機 関等 が電 気 的信 号 の移 転 に よ

って信 用 付 与 す る。

③ 取 引意 思 の移 転:商 品 の 売 買 等 に関 す る取 引 につ いて 契 約 の意 思 表 示 を

電 気的 信号 の 移転 に よ って行 う。

④ 有 権 情報 の 移 転:本 来 無 体 財産 法 上の 権 利客 体 と して保 護 され る財 物 が

電 気 信号 化 され取 引 の客 体 と な る。 コ ン ピュ ー タプ ロ グ ラ

ム,文 献等 の デ ー タ ベ ー ス,コ ン ピュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク等

の デ ータ

⑤ 無権 情 報 の 移転:旧 来 の法 制 上 は保 護 の対 象 と され て い なか った 情 報 で

あ るが,こ れ を コ ン ピ ュー タ処 理 す る こ とに よ って 取 引 の

客 体 と な り得 る もの 。個 人 情 報,企 業 取 引情 報,法 令,判

例 デ ータ

これ等 の情 報 移 転 は個 々の 取 引 に お いて複 数 混存 す る こ とにな る。 これ 等

の 法 的 問題 点 を 扱 う時 に は,温 存 す る取 引 ・あ るい は取 引 デ ー タの 法 的 側 面

を分 析 して 考 察 す る必 要 が あ る 。

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ーク を決 済 シス テ ム と して使 用 す る形 態 は,ネ ッ

トワ ー クに よ る取 引 の共 通 の法 的 問題 を含 ん で い る 。金 融 機 関 の 支 払 又 は振

替 システ ムを検討 し,法 的視点 を概観 す ることによって電子取 引の法的 な共

通 の 問題 点 を 示 す こ とに な る と考 え る。

金 融 機 関 に お け る情 報 通 信 シス テ ム の導 入 の普 及 は,経 営 を 一層 効 率 化 し,

合理 化 す る共 に,サ ー ビス を 多 様 化 す る こ と に な る 。 企 業 の 取 引 に と っ
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て も多 くの 便益 を 与 え る もの とな って い る。 そ して,こ の よ うな サ ー ビス の

拡 大 は,金 融機 関 か らの 情 報 通 信 シス テ ム を通 して 情報 の 提供 や 決済 手 段 の

提 供 は不 可 欠 の もの と な って き て い る。 合 わせ て,証 券 会 社等 を含 め た金 融

産 業 全 体 に お け る エ レク トロニ クス化 は,余 資 運 用 につ いて の積 極 化 を促 し

て い る。 この よ うに 金 融 産 業 にお け る情 報 通 信 シス テ ムの 活用 や エ レク トロ

ニ ク ス化 に よ る高 度 情 報 化 は,企 業 金 融 機 関,企 業 間 取 引に 対 して直接 ・間

接 的 な 影響 を 与 え,一 定 の 効 果 を 生 ぜ しめ て きて い るが,他 方 で は 企業 の 利

益 保護 に関 して 多 用 な問 題 を提 起 す る もので もあ る。 この 傾 向 は,企 業 と消

費 者 間 の 取 引 に お け る エ レク トロニ クス化 に も同種 の問題 を提 起 す る もので

あ る。 ホ ー ム ・バ ンキ ン グや ホ ーム ・シ ョッ ピン グの便 利 さ と裏腹 に これ を

利 用 す る消費 者 に多 用 な問 題 を提 起 す る もの で あ る ことを 忘 れ て はな らな い。

検 討 され るべ き金 融 機 関 企 業 消 費 者 間 の取 引の 問 題 点 と して は,エ レク トロ

ニ クス化 あ るい は情 報 シス テ ムの導 入 で従 来 の伝 統 的 な形 態 と は異 な り,変

様 して きた金 融 取 引 の 中 で どの よ うに企 業 ・消 費 者 の利 益 を 守 る べ きか とい

う点 で あ り,換 言 す れ ば この よ うな新 た な形 態 を持 った金 融 取 引 の な か で 企

業 ・消費 者 の 観 点 か ら必 要 と され る新 た な法 的 ル ー ル を探 る こ とで あ る。 そ

して,こ の よ うな新 た な法 的 ル ール を 探 る 上 で 検 討 さ れ る べ き点 は,金 融

取 引 自体 を 直接 規 制 さ れ るル ール と して,取 引法 上 の 法 規 制 を 考 え な けれ ば

な らな い。 次 に この よ うな ル ールの存 在 の 前 提 と な るべ き当 事 者 の立 場 や 商

品 自体,取 引 内容 お よ び そ れ か ら生 ず る企 業 に と って の リス クの 明確 な認 識

の ため の適 切 な 開示 の あ り方 が示 され な けれ ば な らな い。 そ こで,と りあ え

ず 以 上 の よ うな 新 た な 金 融 取 引 に対 す る法 的 検 討 事 項 を ピ ック ア ップ す る こ

とにす る。

電 子 取 引 の進 展 に と もな って法 的 に検 討 を 要 す る点 と して 指 適 され て い る

もの は以 下 の もの で あ る。

① 企 業 操 作 端 末 に よ る指 図 の意 思表 示 は,従 来 の依 頼 書 の提 出 あ る いは 小

切 手 の振 出行 為 と同 じよ うに考 え られ るか 。 また そ の際 使 用 され る カ ー ド
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(ク レ ジッ ト ・カ ー ド,CDカ ー ドな ど)の 法 的性 格 づ け は ど う な るのか 。

② 依頼 書 ・担 当者 の識 別 情 報 で あ った署 名 ・捺 印 が消 失 す る こ とに問 題 は

な いか。

③ ネ ッ トワ ーク取 引で は メ ッセ ー ジの 伝 達 お よ び処 理 が瞬 時 に して 行 わ れ

るが,依 頼 人 の指 図 撤 回 可 能 時 点 は何 時 まで か 。

④ エ ラ ーや シス テ ム障 害 発 生 時 の金 融 機 関 の 責 任 の範 囲 を法 的 に ど う考 え

るか。

⑤ 無権 限 取 引 に よ って 生 じた損 害 賠償 責 任 を 法 的 に ど う考 え るか。

⑥ 無 能 力 の 行為 や,脅 迫 等 が あ った取 引 の取 扱 いを ど う考 え るべ きか。

⑦ 電子 記 録 の証 拠 力 に つ い て 法 的 に問題 は な いか 。

⑧ 新 しい シス テ ム ・サ ー ビス が 提 供者 側 の 経 済 的 事 由 に よ って進 め られ る

色 彩 が 濃 い こと か ら,シ ス テ ムの 公平 化 を担 保 す る必 要 が な いか 。

上記 の① ～④,⑥ ～⑧ を概 観 し,⑤ の 無権 限 取 引 ・お よ び証 拠 の 法 的 問題

点 に言 及 す る。

無 権 限 取 引の責 任 帰 属 の 問題 は,シ ステ ムを 不 当 に第 三者 が 利用 した場 合

の危 険 を誰 が どの よ うに 負 担 す るの か と言 う問 題 で あ るが,こ の 問 題 は,原

因 が シス テ ムの機 能 面 に か か ら しめ られ,当 事者 の 利 害 が 正 面 か ら対 立 す る

問 題 で あ る と共 に,旧 来 の 法 制 度 の ル ー ルに よ って処 理 で き な い種 々 の問

題 を含 んで い る。 実 体 法 上 の ル ー ル,コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ム 自体,約 款,

社 会 的認 識,手 続 法 上 の ル ール な い しは紛争 解 決 の制 度上 の 問題 も含 めて ネ

ッ トワー ク化 と法 制 度 全 般 に 問題 を提 起 して い る もの と考 え る。 これ に触 れ

る こ とに よ って,電 子 取 引 に 関 す る法的 視 点 の 概 観 と した い。

2.電 子 取 引 の 法 的 性 格

電 子取 引の 端 末 操 作 は,資 金 の移動 で は,金 融 機 関 に対 す る委 任(準 委任)

の 申 込 み とな り,取 引 デ ータ等 の取 引 にあ って は,売 買 な い しは ライ セ ンス

契 約 の 申込 に該 当 す る こ と に な る 。 そ して,資 金 の現 実 の 振替 や取 引 デ ー タ

の移 転 は,こ の 契 約 に よ って 形 成 され た 法律 関 係 の履 行 に該 当 す る こ とに な
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る。

この各 端 末 の 操 作 によ る個 別 的取 引 が有 効 に成 立す る為 に は,こ れ等 の シ

ス テム に よ って取 引,決 済 を 行 うこ との 合意 が存 在 す るこ とに な る。

この 合 意 は,限 られ た グ ル ー プ内 の 取 引 を前 提 とす る もの にあ って は契約

書 に よ って 形 成 され,不 特 定 多数 の 企業 を対 象 とす る場 合 に は シス テム提 供

者 が あ らか じめ 定 め る約 款 に よ って 形 成 され る こ と にな る。 しか し,こ の 取

引 が さ らに普 遍 的 にな っ て くる と,書 面 化 され た約 款 の 授 受 も行 わ な い で こ

の 法 律 関 係 の 形 成 が 計 られ る こ とに な る と思 われ る 。 この 傾 向 は パ ソ コ ンを

通 信 の機 器 と して は じま っ た ユ ー ザ ー間 の通 信,メ イル サ ー ビス な どか ら進

行 して行 き,通 信 販売,与 信 取 引 な ど に進 行 して い くこ とに な る。 こ こで 形

成 され る ので あ ろ う法 律 関 係 が 普 遍 的 な もの とな った とき,制 定 手続 を 経 な い

一種 の 法 と な る。 この 法 の 形 成 は,グ ル ープ 内 の契 約 書 や約 款 に よ って先 行

的 に形 成 され る こ とが考 え られ る。 現在 の取 引 の継 続 基 本 契約 ・約 款 の 内 容

が 妥 当 な もの で あ るか を 検 討 す る必要 性 が あ る。 わ が国 で は預 金取 引 に つ い

ては 統 一約 款 が あ るの に 対 し,振 込 に 関 す る取 引規 定 が な く取 引慣 行 に委 ね

られ て い る面 が 強 いよ うで あ る。 振込 等 の決 済 に関 し,契 約 が締 結 され る こ

とが あ るが,取 引慣 行 にゆだ ね られ るまたは銀 行 と企 業 の協 議 で解 決 す ると い

う条項 に な って い る場 合 が 多 く,ト ラ ブルが 発 生 した時 の解 決 の ル ール を規

定 して い な い。 この 場 合 に は 振込 の 契約 関係 を 分析 して 民法 等 の実 体法 の 適

用 を受 け る こ とに な ろ う。 ちな み に,振 込 契 約 の 法 的 性格 につ い て は,わ が

国 の通 説 は委 任 契 約 とみ て い る。

3.電 子 取 引の 完 了 時 点 に関 す る問題

電 子 取 引 につ い て は完 了 時 点 につ いて問 題 が あ る。

振 込 完 了 時 点 に つ い て は,UNCITRAL(国 連 国 際取 引法 委 員 会)の

LegalGuideDraftで も詳 細 に論 ぜ られ て い る問題 で あ る。 振 込 完

了 の 結 果 と して論 ぜ られ る法 律 的 効 果 と しては,支 払 指 図 の撤 回 不 能,受 取

人 の 払 戻 請 求権 の 発 生,(資 金 開 放)受 取 人 口座 に 入金 され た預 金 の 付 利 開
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始 等 が 問 題 と され る。 依 頼 人 か らの 指 図撤 回 不 能 時 点 で あ るが,紙 ベ ー スの

振 込 取 引 で は わが 国 を 含 め 一般 に 受 取 人 口座 に 入 金 され るま で は撤 回 可 能 と

考 え られ て いた が,EFTに 伴 い,取 引 が瞬 時 に処理 され る(リ ア ル ・タ イ

ムの 場 合)こ と,取 引 の迅 速 性 ・確 実性 に 配 慮 す る必 要 が あ る こと等 か ら,

撤 回 不 能 とな る時 点 を前 倒 しに求 め る傾 向 が あ る。 イ ギ リスで は,被 仕 向銀

行 が解 放 リス クを 負 わ な くな る時 点 ま で受取 人 口座 への 入 金 記 帳 は遅 ら され,

資 金 移 動 も完 了 せ ず,払 戻 しはで き な い ことに な って い る。 た だ し,イ ギ リ

スの シス テ ム で あ るCHAPSを 通 ず る振 込 は,送 信 す る銀 行 の 履行 保 証 が'

付 い て い る ほか 銀行 間 決 済 を イ ン グ ラ ン ド銀 行 が 保 証 して い るた め,被 仕行

銀行 は メ ッ セ ージを 受 けた時 点 で直 ち に受 取 人 口座 に記 帳 し,資 金 解放 に も

即座 に応 じて い る。

企業 間 取 引 の 場 合,資 金 移動 によ って資 金 解 放 され る時 点 が重 要 に な る。

一定 時 間 銀 行 サ イ ドで 留保 で き るよ うな シス テ ムが 作 られ る と これ だ けで 巨

額 の 資 金 が 銀 行 間 に滞 留 す る形 にな る 。 シス テ ムの 監 査 を要 す る事 項 と言 え

よ う。

4.意 思 表 示 に暇 疵 が あ る場 合 の取 引 の 効 力 に 関 す る問題

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クを利 用 して取 引 を す る者 の行 為 た とえ ば 振込

依頼 人 の指図(意 思 表示)に 法 的 欠 陥が あ った場 合 の 問題 で あ り,法 解 釈 上 は

さま ざまな難 しい問題 が ある。 たとえば,委 託 その もの に暇 疵 が あ る場 合 の 当 該

資金 移動 の 効 力 を否 定 す るこ とが で きる か で あ る。 ドイ ツで は,無 能 力 の場

合 を 除 けば,仕 向 銀 行 が 第 三 者 に対 しす で に取 消 し得 な い債 務 を追 った り,

受取 人 に 支 払 が な され た あ とは 仕向銀 行 は依頼 人 に一 切 振 込 資金 を返 戻 しな

くて も よ い こ と に な って お り,現 状 回 復 に は歯 止 め がか け られ て い るよ うで

あ る。 ア メ リカ で は現 行 法 で は 明 らかで な いが,暇 疵 あ る手 形 ・小切 手 行為

と同 じ扱 いを し,未 成 年 ・無能 力 お よ び違 法 な ど の抗 弁 を 除 き人 的 抗 弁を 認

めて いな い よ うで あ る 。 わ が国 の取 扱 い と して 仕 向 銀行 は善 意 かつ 合 理 的 な

方 法 で 指 図 の 瑠 疵 を知 り得 な い限 り,仕 向 銀 行 に責 任 は な く,取 消 に応 ず る
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義 務 は な い とい う もの で あ る。 未 成 年 や禁 治 産 者 と言 った行 為 無 能 力 者 の 場

合 の取 扱 い にっ い て は口座 開設 時 に,無 能 力 者 か 否 か の確 認 義 務 を す る こ と

を法 的 に確 認 す べ きか難 しい 。

5.シ ス テ ム ・エ ラ ー等 の責 任 に関 す る問題

(仕 向銀 行 の責 任 範 囲)

遅 延 や エ ラー が生 じた場 合 の取 扱 銀行 に つ いて は,顧 客 に よ る シス テ ム関

与 者 の責 任 追 求 が 困難 な こ とか ら,指 図 依頼 を 受 け た最初 の銀 行 が 一 元 的 に

責 任 を 追 う取 引責 任(TransactionLiability)の 考 え方 が,

UNCITRALで 紹 介 され て い る。 仕向 銀行 の 契 約 上の責 任範 囲 は,被 仕 向

銀 行 に正 しい メ ッセ ー ジを届 け る と ころま で とす る考 え方 が 一方 に あ る。 こ

の 問 題 につ い て は,UNCITRALの いわ ゆ る ネ ッ トワ ーク責 任 論 を取 り

得 る法 律 構 成 あ る い は 銀 行 の 一般 的 考 え 方 に つ い て,昭 和60年10月 企業

活 力研 究所 の 「電 子 取 引 ル ール の あ り方 にっ い て 」 に報告 さ れ て い る。 その

概要 は以 下 の と お りで あ る。

「〈 ネ ッ トワー ク責 任 〉

中継 銀 行 や キ ャ リア,被 仕向 銀 行 の過 失 や 事 故等 によ って,依 頼 を受 け

た 振 込 が 相 手 先 まで 届 か なか った場合 の 仕 向 銀 行 の責 任 の範 囲 につ いて の

考 え 方 には以 下 の よ うな もの が あ る。

第1は,仕 向 銀 行 の 責 任 の範 囲 が極 めて 限 定 され て い る考 え 方 で,今 日

の 通説 とな って い る もの であ る。

ま ず,被 仕 向 銀 行 の行 為 に基 づ く責 任 で あ るが,通 常 の 振 込 で は依頼 人

が 非 仕 向銀 行 を 選 定 す るの で,仕 向銀 行 は非 仕 向 銀 行の 経 営 状態 の 悪化 を

知 りっ つ振 込 依 頼 人 に通 知 しな か った場 合 を除 いて,仕 向銀 行 は免 責 され

る 。

次 に,中 継 銀 行 の 行 為 に基 づ く責 任 であ るが,振 込 につ いての 依 頼 人 と

仕 向銀 行 の 関 係 は 「準 委 任 契 約 」 で あ り,仕 向銀 行 は振 込 指 図 を シス テ ム

の 次 の ス テ ップ に あ る者 に送 れ ば,契 約 を 遂 行 した こ とに な るの で,一 般
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には仕 向銀 行 の 責 任 の範 囲 外 に あ るこ と に な る との考 え方 で あ る。

第2は,仕 向 銀行 の 責 任 の範 囲 が被 仕 向銀 行 に届 くま で とす る考 え方,

す なわ ち依 頼 人 と仕 向銀 行 との 関 係 は 「請 負 契 約 」 で あ る と い うもの で あ

る。 た だ し,こ の 契約 の場 合 も,依 頼 人 が指 定 した 被 仕 向 銀 行 の 行為 に基

づ く責 任 お よ び誰 もが ま った く予 測 で きな か った中継 銀行 の 行 為 に基 づ く

責 任 につ い て は仕 向 銀 行 は免 責 とな る 。

第3は,仕 向 銀 行 が 振 込 に携 わ る全 て の 当事 者 の 行為 に つ い て依 頼 人 に

責 任 を 追 うべ きで あ る との考 え 方 で 「ネ ッ トワ ー ク責 任論 」 と呼 ば れ る も

の で あ る。 この 考 え 方 は 国 連 のUNCITRALの リーガ ネ ガ イ ド草 案 に

も記 され て い る。 こ う した考 え方 の うち,シ ス テ ム の利 用側 で あ る企 業 の

立 場 か らす る と,仕 向 銀 行 の 責 任 の範 囲 が広 くお よぶ 「請 負 契 約 」(ネ ッ ト

ワー ク責 任 論 は,請 負 契約 を広 く解 釈 した もの と言 え よ う)の 考 え 方 を と

るこ とが 妥 当 と言 え よ う。

しか し,現 行 の システ ム は準 委 任 契 約 とい う考 え 方 に よ って 構築 され て

い るた め,さ しあ た り現 行 と は別 の 「請 負契 約 」 的 サ ー ビス,す な わ ち仕

向 銀 行 が被 仕 向銀 行 まで 資 金 移 動 が 行 わ れ た か を全 て フ ォ ローす る サ ー ビ

スや 到達 日時 ま で を指 定 で き るサ ー ビス を 用意 す る こ とが必 要 で あ ろ う。」

ネ ッ トワー ク取 引 につ き,指 図 者 ・シス テ ム提 供者 ・キ ャ リア ・被 指 図者

とい うよ うにい ろ い ろな 関 与 者 と各 段 の シス テ ムが 存 在 す る。 これ を どの 段

階 で責 任 を何 人 に帰 属 させ るか,あ る い は そ の 限 界 を ど こ に 置 くか考 え る

え で,ネ ッ トワー ク責 任 論 は 一 つ の考 え方 を示 して い る と思 われ る。 た だ し

この 法理 を取 る た め には,保 険制 度 な ど によ る危 険 の 分 散 を考 え要 件 も しぼ

る こ とが必 要 で あ ろ う。

ネ・ッ トワー ク責 任 論 は,利 用 者 に シス テ ム の エ ラー等 が 立 証 で きず,シ ス

テ ムが 一方 的 管 理 下 にあ る取 引 に お いて,合 理 性 が な い と は しな い。 法制 化

に つい て検 討 の 余 地 が あ る。

6.キ ャ リア の責 任 に 関 す る問 題
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各 国 と も基本 通 信 サ ー ビ スは,ほ ぼ独 占に 近 い形 で提 供 され,か つ 公 共 政

策上 の配 慮 が あ る た め通信 業 者(コ モ ン ・キ ャ リア)に 対 す る回線 障 害 等 に

つ いて も,国 によ り程 度 の 差 はあ るが,第5章 で述 べた よ うに責 任 制 限 が認

め られて い るが民 営 化 の 移行 と と もに再 検討 され て い る。 イギ リス で はBri

tishTelecomが 民 営 に 移 行 して間 もな いた め責任 制 限 の 取 扱 いが 検 討

課 題 と な って お り,日 本 で も検 討 が進 め られ て い る。

従 前 コ モ ン ・キ ャ リア が 提 供 して いた中心 形 態 は電 話 で あ り,直 接 発 ・受

信者 の声 を その ま ま伝 え て い た 。 ネ ッ トワー ク取 引 に お い て は,情 報 の加 工

を含 め て キ ャ リアの 業 務 と な って くる(VAN)。 これ まで の責 任 と同 じ規

定 の仕 方 で よ いの か の 問 題 はこ こに存在 す る 。

7証 拠 に関 す る問 題

損 害賠 償 が発 生 した場 合,一 般 に訴 え る側 に訴 求 の 根 拠 を 裏 付 け る事 実 の

立 証 が必 要 と され る 。 ネ ッ トワ ーク取 引 に お い ては この立 証 す べ き証 拠 が シ

ス テ ム提 供 者 側 に存 在 す る。EETで は立 証 に必要 な記録 が 銀 行側 の掌 中 に

あ り顧 客 の 手 許 に一 切 ない こ とか ら,顧 客 の 立 証 が 困 難 な ケ ー スが 多 い。

更 に,ア メ リカで は,消 費 者 取 引 に っ いて は連邦EFT法 で,過 失 の所 在 を

銀 行 が 立 証せ ね ば な らず,カ ー ドの 無 権 限取 引 に つ い て も顧 客 は訴 え るだ け

で よ い と され て い る。 ドイ ツ,イ ギ リスで もEETに お け る立 証 責 任 を 銀 行

に 転 換 す べ き で あ る との意 見 が 出 され て い る。

さ らに この 証 拠 を どの よ う な形 で保 管 す べ き かの 問題 も存 在 す る。 法律 で

取 引書 類 あ る い は政 府 提 出 書 類 と して書 面 の 必要 性 を定 め て い る国 もあ る。

これ らの 国 で は コ ン ピ ュー タ記 録 を ど う取扱 うかが 大 きな 問 題 とな って いた。

イ ギ リスで は,1979年 銀 行 法 に よ り銀 行 帳簿 に 関 しコ ン ピュ ー タ作 成 記

録 で代 替 して良 いこ とが 明確 に され,証 拠記 録 と して も認 め られ て い る。 ア

メ リカで も,連 邦EFT法 で 端 末機 の 記録 や期 間 計 算 書 に は一 応 の 証 拠(p

rimafacieevidence)と して の 効力 が認 め られ て い る。

ICカ ー ドの 実用 化 を 進 め られ るとICカ ー ド内 の記 録 に も一 定 の証 拠 力
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を認 め るべ きで あ るか の 議 論 が出 て くる。

日本 の 民訴 訟 の場 合,電 子 記 録 自体 で も,こ れ を ハ ー ドコ ピー した記録 で

あ って も証拠 能 力 が 存 在 す る こ とにっ いて 異 論 は 存 在 しな い ので はな い か と

考 え る。 しか し,検 証 手続 で行 うの か書 証 と して調 べ をす る の か等 手 続 上 の

検 討 が必 要 に な って い る。

これ 以 前 の 問題 と して,シ ス テ ム提供 者 は い か な る形態 に せ よ取 引記 録 と

取 引関 与 者 の 識 別 デ ー タの 存 在 を 確保 す るべ きで あ る。 シス テ ム理 用者 は こ

れを 保 有 す る こ と は不 可 能 で あ り,関 与 ま た は非 関 与 を人 証 等 に よ り保管 す

る こ と も極 め て難 しい 問題 とな るか らで あ る。

取 引 の存 在,決 済 の 結 果 だ けで,認 識 デ ータの 確 認 が あ った こ とを立 証 し

得 た とは 言 え な い。 コ ン ピュー タ シス テ ムは 少 な くと も現 行 の 手続 法 な い し

は実 体 法 か ら判 断 して,主 張 ・立証 に耐 え得 る証 拠 が 保 管 され るべ き もの で

な け れ ば な らな い。 シス テ ム に証 拠 を ど の よ うに保 管 し,ど の形 で証 拠 に す

べ きか検 討 を要 す る。

8無 権 限取 引 に関 す る問 題

電 子 信号 の 送 信 と コ ン ピュ ー タの処 理 に よ る支 払 決 済 や送 金 取 引が 企業 間

の決 済 シス テ ム と して は通 常 の こ と とな り,消 費 者 レベ ルで もホ ー ム ・バ ン

キ ン グと して実 用化 が 進 行 しっ っ あ る。 ネ ッ トワー ク取 引 に よ る企業 間決 済

あ るい は ホ ー ム ・バ ン キ ン グに付 随 して 生 ず る法 的 な 問 題 を具 体 的 ・現 実 的

に描 き出 す の は 困 難 で あ るが,こ れ らの 基 本 的仕 組 み は電 子信 号 の伝 送 と銀

行 の コ ン ピュ ー タ に よ る 自動 的処 理 とい う点 にあ り,こ の 点 で は共 通 す る取

引 として,す で にCb(現 金 自動 支払機)やATM(現 金 自動 預入支払機)

に よ る取 引 が存 在 す る。 そ して,こ のCD取 引 等 に つ い て は,す で に広 範 囲

に普 及 し,個 人 消 費 者 の大 部 分 は この よ うな取 引 を 利 用 し,経 験 して い る と

こ ろで あ る。 その 意 味で は,共 通 の メ カニ ズム を持 つ エ レク トロニ ック ・バ

ンキ ン グの 基 本 的 問題 は存 在 し,こ れ を 検討 す る こ とは ネ ッ トワー ク取 引 の

無権 限 関与 に つ い て も解 決 の ル ールを 見 い 出す 一 つ の方 法 と な る。CD取 引
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の法 律 問題 を ヰ心 に ネ ッ トワーク取 引の 無 権 限 者 関 与 の 法律 問 題 を考 え る 。

コ ン ピュ ー タ と ネ ッ トワー ク に よ り,ま った く新 しい取 引 形態 が誕 生 し,こ

れ に 対 す る新 しい法制 が 存在 しな い以 上,約 款 に よ って そ の 存在 を確 保 しよ

う とす る こと は一 応 承認 され な け れ ば な らな い 。現在 存在 す るCD機 の取 引

に 関 す る銀行 の 免 責 約款(暗 証 番 号 の一 致 に よ って免 責 と され る)の よ うな

趣 旨の 免 責 約 款 が 存在 す る こ と 自体 は一応 有 効 な もの と考 え られ よ う。 た だ

右 の 約 款 が 承認 され るの は,ネ ッ トワ ーク取 引 と い う場 面 に お いて も取 引 の

安 全 が 図 られ る と い う も の で あ って,こ の場 合 の取 引の 安 全 が,民 法 レベ

ル の取 引 の 安 全 よ り も強 く保護 さ れ る こ とを 承認 す る もの で ばな い。取 引の

動 的 保護(有 権 利 者 の 行為 と信 じた 相 手方 の保 護)と,静 的 保 護(権 限 を 標

榜 さ れ た 本 人 の 保 護)を どの 接 点 に求 め るか と い う こ とは,結 局 は,平 衡概

念 に 根 ざす 社 会 的 承 認 に帰 着 す る。

CD取 引の 免 責 約 款 が 文 言 どお り適 用 され て しま うと,常 に パ ス ワー ドを

引用 され,あ る い は不 正 デ ー タを 入力 され た者 が 不 利益 を受 け,こ れ を機 械

的 に処 理 して 一 致 を機 械 的 に確 認 した業 者 側 に は 一切 の危 険 が な い と い うこ

とに な って しま う。 民 法 レベ ル と同 じ動 的 保 護 と静 的保 護 の調 和 を 見 い 出 さ

な けれ ばな らな い。

〈最 高 裁判 例 〉

そ こで 参 考 に な る事 例 が あ る 。最 高裁 昭 和46年6月10日 の 判 決 に示

され た 判 断 で あ る(最 一 小 判 昭46.6.10最 高 裁 判 所判 例 解 説 民 事 編 昭和

46年229頁)。

● 事 案 の 概 要

Xは,Y銀 行 と 当座 勘 定 取 引契 約 を 締 結 し,X振 出 の 約 束手 形 をXの

計算 に お いてY銀 行 のXの 当座 勘 定 か ら支 払 う こ とを委 託 し,Y銀 行 は,

あ らか じめX届 出 の印 影 と手 形 の 印影 とを 照 合 し,符 号 す る場 合 に支 払

う義 務 を負 った。

Y銀 行 は,X振 出名 義 で あ る が,真 実 は偽 造 の手 形 に基 づ き支払 って
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しま った。

これ に対 し,XはY銀 行 に対 し預 金残高 の返還 を求 め,Y銀 行 は前記

当座 勘定 取引契約には,「X提 出の印影 と手形 に押捺 された印影 とが符

合す るとY銀 行が認 めて支払 をな した上は,Y銀 行が免責 され る」 旨の

免責規定 が存在す るので,右 返還の義務 はな いと して争 った。

● 判決 の要 旨

最 高裁 は右の点 につき,

① 銀行 が当座勘定取 引契約 に基 づ き,届 出の印鑑 と手形上 の印影を照

合 す るにあ っては,銀 行の照合事務 担当者 に対 して社会通念上一般 に

期待 されている業務上相当 の注意 を もって慎重 に行 うこ とを要 し,右

事務 に習熟 してい る銀行員 が右 の ような注意 を払 って熟視す るな らば

肉眼で発見 し得 るよ うな印影 の相違 が看過 されて偽造手形が支払 われ

た ときは,そ の支払 いによる不利益 を取 引先 に帰せ しめるこ とは許 さ

れない。

② 銀行 が手形の印影 と届 出印鑑 とが符号 す ると認 めて支払 を した場合

は責任 を負 わない旨の 当座勘定取 引契約 上の免責約款 は,銀 行 が手 形

の印影照合 にあた って尽す べ き前項 の注意 義務を軽減 する趣 旨の もの

で はな い。

と判示 した もので あ る。

すなわ ち,免 責約 款が,「 銀行 が印影の符号を認 めて支払 った場合 には免

責 され る」 とい う文言で規定 されて いる として も,こ れは限定的に解釈 され

な ければな らず,「 社会通念上 一般 的 に期 待 され る業 務上相 当の注意」を も

って符 合を確認 しなければな らな いとい うことを示 して いるのであ る。 約款

の解釈 に あた って も,民 法 の表見責任 に善意 ・無過失を要求 して いるの と同

じ制限 を加えよ うと して いるの であ る。

右 最高裁判 例の考え方 を他 の取 引 にあてはめて考 え るこ とがで きる。 まず,

CD取 引 にっいて考え る。
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現 在CD取 引に お いて す べ ての 銀 行が,キ ャ ッ シ ュ カ ー ドの 規定 の なか に

次 の免責 規 定 を お いて い る。

「支 払機 によ りカ ー ドを 認識 し,支 払機 操 作 の 際 使用 され た 暗 証 と届 出 の

暗 証 との 一 致 を確 認 の上 預 金 を 払 戻 した場 合 に は,カ ー ドま た は 暗証 にっ き

偽 造,変 造,盗 用 そ の他 の事 故 が あ って も,そ の ため に生 じた 損 害 につ いて

は,当 行 お よ び提 携 行 は責 任 を 負 い ませ ん 。」

この 文 言 は,届 出 の 暗 証 番 号 を 確 認 したな らば 一 切 責 任 を 負 わ な い と い う

こ と に な るの で あ る。 そ こで,更 に これ を前 記 の最 高 裁 判 決 の 趣 旨 に従 って

限 定 的 に解 釈 す る と次 の よ う にな る。

「支 払 機 に よ って相 当 の注 意 を も って カ ー ド・暗 証 番 号 を 真 正 な もの と認

め て取 り扱 い ま した 上 は」 と読 まな けれ ば な らな い 。

支払 機 自体 が 「相 当の 注 意 」 を払 うこ とは あ り得 ず,支 払 機 の背 後 に存在

す る人 間 の 注 意義 務 を問 題 にせ ざ るを得 な い。 す な わ ち,キ ャ ッ シ ュデ ィス

ペ ンサ ー の現 金 払 出 自体 で は な く,こ れ に至 る支 払 過 程 の全 体 に つ いて 管 理

上 の過 失 が な い かが 問題 に され な け れ ば な らな い。 通 帳 ・印鑑 の保 全 は も っ

ぱ ら預 金 者 側 の問 題 で あ るの に,カ ー ドお よ び各 種 コ ー ド,暗 証 番号 は,銀

行 側 の関 与 に よ って作 られ る もの で あ るか ら,銀 行 側 も カー ド,暗 証 番 号 に

つ いて保 全 の 責 を 負 い暗 証 番 号 の確 認 方 法 が 合理 的 な もの で な け れ ば な らな

い。

した が って,準 占有 者 に 対 す る弁 済 規 定 によ る も,免 責 約 款 に よ る も,銀

行 側 の過 失,相 当 な注 意 を メ ル ク マー ル に して責 任 の帰 属 を決 す こ と にな り,

同 じ結 論 に帰 着 す る。

と こ ろで,キ ャ ッシ ュ デ ィス ペ ンサ ーに よ る支払 の場 合 に は,直 接 支払 時

に 人間 が関 与 しな い た め そ の 行 為(支 払)時 にお け る 過 失 を 問題 に し得 な い。

結局,右 二 つ の免 責 の 抗 弁 の 適 用 が あ る と して も,銀 行側 が 相 当 注 意 を払 っ

て い た とい うこ と は,支 払 シス テ ム特 に受取 人 の特 定方 法 ・暗証 番 号 の確 認

方 法 ・管 理 方 法 等 が 相 当 で あ った こ とに求 め られ な け れ ば な らな い。
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高度 な セ キ ュ リテ ィに よ って 暗証 番 号 が カ ー ド化 され 第 三 者 に 容 易 に知 り

得 るもの で は な い と言 う こ とが免 責 の 要 件 と な ろ う。

この 問題 を考 慮 す るに,そ の前 提 と して シス テ ムが,暗 証 番 号 を 確 認 す る

方 法(本 人確 認 方 法)に っ いて概 説 しな け れ ばな らな い。

銀 行 の 暗証 番号 確 認 方 式 に は,お お よ そ二 つ の方 法 が あ る。 一 つ は 「端 末

確 認 方 式 」 で あ って カ ー ド上 に暗証 番 号 を コ ー ド化 して載 せ て お き,利 用者

がCD機 に この カ ー ドを 入れ た時 にCD機(端 末 機)が カ ー'ド上 の コ ー ドを

読 み取 り,利 用 者 がCD機 の キ ー ボ ー ドか ら入力 す る暗 証 番号 と符号 す るか

否 かを チ ェ ックす る方 式 で ある 。符 号 す る と,本 人 を 確 認 した ことに な り,

ホス トコ ン ピュ ータ に つ な が り支 払 手 順 が 進 行 す る。

他 は,カ ー ド上 に は コ ー ドを載 せて 置 かず 届 出 の 番 号 は,銀 行 の ホ ス トコ

ン ピュr夕 の デ ータ フ ァイ ルに格 納 して お く方 式 で,利 用 者 が 暗 証 番 号 を 入

力 す る と この コ ー ドが ホス トコ ン ピュ ー タまで つ な が り符 号 を確 認 す る方 式

で あ る。 「中央 確 認 方 式 」 と言 え よ う。

右 の 折衷 的 な い しは並 存 的 シス テ ム も存在 す る。端 末 で確 認 した後,更 に

中 央 に接 続 して他 の コ ー ド等 との 符号 を調 べ る方 式 で あ る。

米 国 で は,暗 証 番 号 を カー ドに載 せ て 置 くこ と は,こ れ が 解 読 され れ ば容

易 に無 権 限 者 の 引 出 しを可 能 に して しま うため,か な り以 前 に 端 末 確 認 方 式

を廃 止 した。 カ ー ドに は 暗 証 番 号 が確 認 され て お るが 「O化 」 され て い ると

言 わ れ る 。 これ に 対 し,日 本 の 都 市 銀 行 は,基 本 的 には 端 末方 式 で あ る。

す な わ ち,カ ー ドに暗 証 番 号 が 記 入 され て い る と い うこ とは通 帳 と印鑑 を

一 つ にま とめ て い るめ と同 じで あ って 拾 得者 ・盗 用者 が コ ー ドを読 み取 るこ

とが で き預 金 が 簡 単 に引 出 され て しま うこ とに な る。CD取 引 は、 銀行 員 の

面 前 で 行 わ れ る の で は な い。 機 械 の操 作 に 尽 き る。犯 罪 が誘 惑 的 で あ る と言

わ れ る所 以 で あ る。

カー ド上 の コー ドが 特 別 な 機 器 とか 高 度 な技 術 を用 いな けれ ば判 らな いと

言 うの で あれ ば,相 当 の安 全 性 が あ り,免 責 の 基礎 に な り得 るの で あ る。 し
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キヤッシュデイスペ/ナ ー

CD

∠=≡7_
123

45

8907

オ ン ラ イ ンー
⑧ロ

カ

ー

ド

↑

1

効

⑧

ホス トコンピュータ

◎

フ

ァ
イ

ル

方 式 確認の データ フ ァ イ ル セ キ ュ リテ ィ

(1)端 末確認方式
読み取 られる危険大

カー ド上に暗証 番号 ④ と⑧ の符合を 入力データの
偽暗証番号で出金

があ り,こ れをCD端 確認 証拠不存在

末 が確認する。

② 中央確認方式
読み取 りの可能性なし

入力 データをホス ト ⑧ と◎ の付合を 入力 データの
安全性大

コ ン ピュー タに送 り届 確認 証拠 とな りうる

出 フ ァイル と確認す る

(3)折 衷 方式 ④ と⑧ をCD一
HCの2機 で確 読み取 り可能危険あり

(1)と② の両方 で確認 認 〃

HCで は カ ー ド 偽番号では出金 しに く

する 上 の他 の コー ド

とも確認を行 う い

図6-1CD機 の暗証番号確認方式
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か し,こ の コ ー ドは極 めて 簡 単 に読 み取 られ て しま う。 カー ド上 に 乗 って い

る暗 証 番 号 を 読 み 出す の に市 販 の カ ー ドリー ダ ーが 使 用 で き る。

さ らに,こ の読 み 出 しが 簡 単 に行 え る 理 由 の 一 つ は,カ ー ド上 に 暗 証 番号

を乗 せ て い る だ けで な く,こ れ等 の コ ー ドを ア ス キ ー コ ー ド表 に よ っ て い る

点 にあ る。

ア ス キ ー コー ド表 とは,コ ン ピ ュー タで 文 字 を 示 す場 合 のす べ て共 通 の コ

ー ド表 なの で あ って ,パ ソ コ ン レベル の ユ ーザ ーな らば 誰 で も知 って い る常

識 的 な コー ドな の で あ る。

この よ うな カ ー ド・シス テ ム に よ る暗 証 番 号 の 確 認(本 人 確認)方 法 は,

免 責 を基 礎 づ け る シ ステ ム の安 全 性 を ク リア ー して いな い。 シス テ ム に危険

が あ りな が らこの 負担 を利 用 者 に帰 属 さ せ て しま うもの にな りか ね な い。取

引 ル ール の メ ル ク マ ール は,人 間 の 相 当注 意 義務(過 失 の有 無)か ら,シ ス

テ ム の相 当 安全 性 に 移行 す る こ とに な る。

近 い将 来 す べ て の本 人確 認 方 式 が パ ス ワ ー ドの シス テ ム に よ る確 認 と い う

方 向 に 移行 せ ざ るを 得 な い。 この場 合 シス テ ムの 相 当安 全性 を担 保 した上 で

これ を基 礎 に シス テ ム提 供者 の免 責 が肯 認 され な けれ ば な らな い。

取 引 ル ー ル は,こ れ ま での社 会 が 人 の 判 断 作 用 を基 礎 に過 失,損 害 賠 償 の

範 囲 を 決 定 して きた 。 しか し,こ れ だ け を基 礎 と し得 な い状 況 が生 ま れ た。

シス テ ムの あ り方 自体 が取 引 の 安 全 に 機 能 して お り,更 に社 会 全 体 が この

シス テ ムを 認 識(社 会 的 承 認)す る こ とが必 要 で あ る。 この 承 認 を 基 礎 に例

外 的 事 案 を 解 決 す る法的 ル ール が構 築 され な け れ ば な らな い。

この た め に は,シ ステムの チ ェックを行 う機 関 が 必 要 で あ り,ル ー ル を構 築

す る時点 で 技術 ・法 制 の両 面 に 通 ず る専 門 家 に よ る検 証 を 経 る必 要 が あ る。
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